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第
一
章　
『
会
津
農
書
』
に
み
る
鳥
と
農
業

は
じ
め
に

若
松
城
下
に
近
い
幕
内
村
（
現
在
の
会
津
若
松
市
神
指
町
幕
内
）
の
肝
煎
佐
瀬
与
次
右

衛
門
は
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
『
会
津
農
書
』
を
著
述
し
て
い
る
。
会
津
地
方
の

自
然
に
即
し
た
農
法
を
、
与
次
右
衛
門
の
体
験
と
「
郷
談
」
と
呼
ば
れ
る
旧
慣
習
を
中
心

に
、
上
巻
の
稲
作
、
中
巻
の
畑
作
、
下
巻
の
農
家
事
益
部
の
三
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

当
時
自
立
し
た
ば
か
り
の
農
民
（
本
百
姓
）
た
ち
が
、
安
定
し
て
農
業
が
営
ま
れ
る
よ
う

に
著
述
し
て
い
る
。

識
字
力
の
低
か
っ
た
農
民
た
ち
に
、
そ
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
覚
え
や
す
い
よ
う
に

と
、
与
次
右
衛
門
は
和
歌
に
綴
っ
た
『
会
津
歌
農
書
』
を
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に

著
述
し
て
い
る
。
ま
た
、「
農
語
」
と
呼
ば
れ
る
農
業
に
関
す
る
語
彙
の
い
わ
れ
や
意
味
、

農
耕
儀
礼
等
に
関
す
る
意
味
な
ど
、
老
農
と
農
民
と
の
対
話
形
式
で
解
説
し
た
『
会
津
農

書
附
録
』
八
巻
を
も
著
述
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
与
次
右
衛
門
の
徹
底
し
た
農
業
の
指
導
は
、
娘
婿
の
林
右
衛
門
へ
と
継
承
さ

れ
て
い
く
。
林
右
衛
門
は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
二
）
に
幕
内
に
お
け
る
農
法
を
『
幕
内

⑴

⑵

⑶

農
業
記
』
に
著
述
し
、
親
子
二
代
三
〇
年
間
に
わ
た
る
農
書
を
著
述
し
て
き
た
。
こ
れ
ら

一
連
の
農
書
は
、
会
津
地
方
の
近
世
に
お
け
る
在
地
農
法
を
体
系
付
け
る
記
録
と
も
い
え

る
。『

会
津
農
書
』
の
農
法
は
、
気
象
の
変
化
や
動
植
物
の
動
き
と
生
育
か
ら
自
然
状
況
を

把
握
し
、
栽
培
地
の
土
壌
に
適
し
た
作
物
や
品
種
を
作
付
け
し
、
栽
培
す
る
農
法
を
体
系

的
に
記
述
し
、
農
民
に
指
導
し
て
い
る
。
自
然
と
農
作
物
、
そ
こ
に
関
わ
る
人
の
動
き
を

記
載
し
た
内
容
で
あ
る
。
季
節
ご
と
に
移
り
ゆ
く
自
然
の
動
き
か
ら
農
時
を
判
断
す
る
目

安
、
す
な
わ
ち
「
自
然
暦
」
を
『
会
津
農
書
』
下
巻
に
記
載
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
自
然
暦
の
ひ
と
つ
に
「
鳥
」
の
動
き
を
、『
会
津
農
書
』
か
ら
抽
出
し
、

鳥
と
農
業
に
関
す
る
民
俗
と
、
鳥
の
災
に
対
す
る
防
除
法
と
益
鳥
と
し
て
の
存
在
な
ど
、

近
世
に
お
け
る
農
業
を
介
し
て
鳥
と
人
間
と
の
共
存
・
共
生
関
係
な
ど
を
描
き
た
い
。

　

一　
『
会
津
農
書
』
に
み
る
自
然
暦

　

農
時　
『
会
津
農
書
』
に
は
、
農
作
業
を
行
う
適
切
な
時
期
を
「
農
時す

」
と
い
う
表
現

を
し
て
い
る
。『
会
津
歌
農
書
』
上
之
本
の
「
農
時す

」
で
は
、
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

　

の（
長
閑
）

と
け
し
や
い
つ
し
か
野
辺
の
雪
き
え
て

⑷

『
会
津
農
書
』
に
み
る
鳥
・
虫
・
獣
と
農
業

＊
佐
々
木　

長　

生

要
旨
：

近
世
に
著
述
さ
れ
た
約
七
〇
〇
の
農
書
の
中
で
、「
雑
草
」
や
「
害
虫
」
と
い
う
記
載
は
、
三
件
に
す
ぎ
な
い
。
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
『
会
津
農
書
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、

除
草
と
か
鳥
や
虫
・
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
災
を
な
す
防
除
対
策
に
つ
い
て
は
、
随
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
方
法
は
、
鳥
や
虫
・
獣
を
「
殺
す
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、
音
や
光
、
異
形
の
作
り
物

で
お
ど
し
、
追
い
払
う
も
の
で
あ
る
。「
案
山
子
」
や
「
鳴
子
」・「
虫
送
り
」
や
「
鼠
送
り
」
等
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

農
民
た
ち
は
、
小
正
月
に
こ
れ
ら
鳥
や
虫
・
獣
等
を
予
め
追
い
払
い
、
豊
作
を
願
う
「
鳥
追
い
」
や
「
も
ぐ
ら
除
け
」
等
の
予
祝
儀
礼
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
会
津
地
方
で
は
、
農
作
業
中
に
鎌
や
鍬
の

刃
で
殺
し
て
し
ま
っ
た
虫
を
供
養
す
る
「
虫
供
養
」
や
、
狼
を
供
養
す
る
「
山
犬
供
養
」
等
を
行
っ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、『
会
津
農
書
』
や
『
会
津
歌
農
書
』（
宝
永
元
年
、
一
七
〇
四
）
を
中
心
に
貞
享
二
年
や
文
化
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
風
俗
帳
等
の
記
録
と
、
会
津
地
方
に
お
け
る
鳥
・
虫
・
獣
の
災
の
防
除

と
民
俗
に
つ
い
て
資
料
を
整
理
し
、
農
業
を
通
し
て
人
間
と
鳥
・
虫
・
獣
と
の
共
生
観
な
ど
、
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。
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佐々木長生

　
　
　
　
　
　
　

春
田
打
へ
き
頃
ハ
来
に
け
り

　

種
子
播
し
て
早
苗
植
る
や
耘
る
も

　
　
　
　
　
　
　

節
に
か
な
ふ
を
農
時ス

と
ハ
い
ふ

野
辺
の
雪
が
消
え
た
ら
、
田
う
な
い
（
田
打
ち
）
を
始
め
る
時
期
で
、
こ
れ
を
「
農

時ス

」
と
い
う
と
あ
る
。『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
因
里
草
木
二

田
畠
作
毛
時（

蒔
）時

一

」
に
は
、

月
ご
と
の
植
物
の
芽
ぶ
き
・
開
花
、
降
雪
と
消
雪
の
状
況
等
か
ら
、
様
々
な
農
作
物
の
播

種
時
期
を
記
載
し
て
い
る
。
与
次
右
衛
門
は
、
当
時
の
自
然
暦
の
観
方
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
月
中
（
二
十
四
節
気
の
春
分
、
太
陽
暦
の
三
月
二
十

一
日
）
で
見
て
み
た
い
。

二
十
四
節
気
と
農
時　

二
月
中　
梅荏訄蔎

（
原
文
マ
マ
）
蕾
少
シ
、
雪
早
ク
消
歳
大
シ
。
彼

岸
入
口
ハ
二
月
ノ
中
ゟ
三
日
目
也
。
今
ハ
前
也
、
右
同
断

　
　

一
、
種
子
浸　
　
　
　

以
後
七
日
内
ニ
用
へ
し
。

　
　

一
、
茄
子
苗
生
施（

布
）時　

同
。

　
　
　

（
中
略
）

　

右
之
通
、
梅
花
之
つ
ほ
ミ
を
見
て
勘
ふ
へ
し
。
柳
の
小
ゑ
こ
い
模
様
ニ
依
て
遅
速
有

り
。
又
彼
岸
七
日
之
内
ニ
、
毎
年
里
の
雪
消
時
を
し
り
、
乍
去
寒
気
深
き
節
ハ
彼
岸
過

迄
あ
る
也
。
其
年
は
梅
の
つ
ほ
ミ
も
遅
か
る
へ
し
。

田
植
え
の
時
期
を
『
会
津
歌
農
書
』
上
之
本
で
は
「
田
植
時す

」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に

詠
っ
て
い
る
。

　

卯
の
花
の
つ（

蕾
）ほ

め
る
時
に
初
植
そ

　
　
　
　
　
　
　

盛
の
頃
は
末
田
な
り
け
り

　

あ
き
ら
か
に
田
植
の
節
を
見
る
な
ら
ハ

　
　
　
　
　
　
　

茨い
ば
らの

花
そ
よ
き
鏡か

ゝ
みな

る

　

山
郷
や
花
に
聞
ケ
か
し
田
う
へ
時

　
　
　
　
　
　
　

草
木
も
お
な
し
遅
き
め（

恵

）

く
ミ
そ

　

自
然
暦　

与
次
右
衛
門
は
、
以
下
三
月
か
ら
十
月
ま
で
節
・
中
の
時
期
の
植
物
の
生
育

状
況
と
降
雪
・
消
雪
、
霜
降
な
ど
の
気
象
状
況
を
記
載
し
、
中
・
節
よ
り
何
日
目
に
播

種
・
収
穫
な
ど
を
行
う
か
を
指
導
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
昔
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
る
作
物
の
播
種
期
を
、
そ
の
時
期
を
見
誤
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
る
。

　

右
記
し
置
、
草
木
の
芽
幷
花
実
の
時
を
受
て
耕
作
を
な
す
へ
し
。
己
ニ
昔
ゟ
い
ひ
伝

る
ハ
、
種
子
蒔
に
ハ
桜
花
咲
。
依
之
、
た
ね
ま
き
桜
と
云
り
。
田
植
候
節
ハ
卯
の
花
開
、

故
ニ
五
月
女
花
と
云
。
又
藤
の
花
開
た
る
時
ハ
胡
麻
を
ま
き
、
漆
木
の
葉
萌
出
る
時
ハ
瓜

を
植
、
又
晩
麻
を
蒔
と
伝
へ
り
。
是
ハ
里
郷
の
積
リ
也
。
山
郷
の
考
へ
時
節
ハ
違
へ
共
、

草
木
に
聴
ク
ハ
同
意
也
。
耕
作
の
企
遅
け
れ
ハ
草
木
の
萌
も
又
遅
し
。

こ
の
記
述
で
注
目
す
べ
き
は
、「
昔
ゟ
い
ひ
伝
る
ハ
、」
と
あ
り
、「
是
ハ
里
郷
の
積
リ
也
。」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
与
次
右
衛
門
自
ら
が
聞
い
て
き
た
言
い
伝
え
と
み

ら
れ
る
。
与
次
右
衛
門
は
、
種
子
籾
下
し
か
ら
種
子
籾
蒔
き
を
『
会
津
歌
農
書
』
上
之
本

「
種
子
蒔ま

き

時す

（
草
木
花
因
種
蒔
時
）」
で
、
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
詠
ん
で
い
る
。

里
郷
の
た
ね
の
蒔
ハ
三
月
の

　
　
　
　
　
　

土
用
の
終
る
三
日
な
り

山
郷
の
種
子
の
ま
き
す
ハ
四
月
中

　
　
　
　
　
　

里
郷
よ
り
ハ
い
つ
も
遅を

そ

け
り

草
木
の
花
遅
れ
ハ
山
郷
ハ

　
　
　
　
　
　

た
ね
の
ま
き
す
も
を
の
つ
か
ら
な
り

　
　
　

日
廻
花

春
の
種
子
お
ろ
す
時
節
ハ
野
辺
に
あ
る

　
　
　
　
　
　

日
廻
り
花
の
さ
く
を
見
て
ま
け

　
　
　

桃

種
子
蒔ま

き

時す

し
ら
ず
ハ
桃
の
花
に
き
け

　
　
　
　
　
　

半
な
か
ら

咲
す
る
折
か
よ
き
な
り

　
　
　

桜

種
子
ま
け
と
花
ハ
咲
け
り
初
桜

　
　
　
　
　
　

い
か
に
ち（

因
）な

み
し
た
め
し
な
る
ら
む

さ
り
と
て
ハ
種
子
も
さ
く
ら
も
諸
こ
ゝ
ろ

　
　
　
　
　
　

ま
く
や
ひ
ら
く
も
遅
速
な
け
れ
ハ

　

農
事
日
誌
と
天
候　
『
会
津
農
書
附
録
』
四
は
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
か
ら
宝
永

六
年
（
一
七
〇
九
）
の
一
九
年
間
に
わ
た
る
天
気
と
作
柄
の
状
況
を
誌
め
た
記
録
で
あ
る
。

そ
の
中
に
は
、
旱
魃
や
大
雨
、
遅
霜
、
害
虫
被
害
な
ど
の
記
録
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
与

次
右
衛
門
が
居
住
し
農
業
を
営
む
幕
内
か
ら
臨
み
見
る
こ
と
が
で
き
る
飯
豊
山
（
海
抜
二

一
〇
五
メ
ー
ト
ル
、
福
島
・
山
形
・
新
潟
県
境
に
位
置
す
る
）
へ
の
初
雪
・
消
雪
の
月
日

は
毎
年
の
如
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
例
に
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
を
例
に
見
た
い
。

飯
豊
山
は
農
民
に
と
っ
て
、
重
要
な
自
然
の
指
標
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

一
、
冬
雪
、
十
月
廿
四
日
之
夜
、
居
平
へ
す
こ
し
ふ
る
、
則
日
消
ル
。
節
ハ
十
月
之

中
ニ
当
ル
。
飯
豊
山
へ
初
雪
降
て
三
十
九
日
目
也
。
雪
四
度
降
と
も
或
ハ
則
日
、
或
ハ

二
三
日
、
或
四
五
日
目
ニ
消
。
根
雪
ハ
十
二
月
六
日
ニ
降
。
常
ゟ
雪
浅
し
。
明
ル
正
月
ニ

な
り
て
例
年
ニ
替
た
る
大
雪
降
な
り
。
冬
至
ハ
十
一
月
廿
五
日
ニ
入
。

　

雪
形
に
み
る
農
時　

飯
豊
山
は
、
会
津
地
方
で
は
五
穀
豊
穣
の
山
と
し
て
農
民
か
ら
厚

い
信
仰
が
あ
り
、
男
性
は
一
五
歳
に
な
る
と
成
人
儀
礼
と
し
て
登
拝
す
る
習
俗
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
代
ま
で
多
く
の
若
者
た
ち
が
、
身
を
清
め
て
参
拝
し
て
き
た
。『
会
津
農
書
附
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『会津農書』にみる鳥・虫・獣と農業

録
』
八
に
は
、
そ
の
様
子
を
示
す
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
飯
豊
山
に
は
「
牛
雪
」
と
呼
ば

れ
る
残
雪
の
記
載
も
あ
り
、
そ
の
姿
の
出
現
を
「
農
時
」
と
見
る
慣
わ
し
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

亦
当
領
の
飯
豊
山
頂
上
の
雪
の
村
消
、
牛
の
形
に
似
た
る
所
有
リ
、
是
を
飯
豊
牛
と

い
ふ
。
此
牛
躰
の
雪
見
ゆ
る
時
に
農
の
時
を
考
ふ
る
事
あ
り
。
飯
豊
の
二
字
、
五
穀
豊

饒
の
義
有
リ
。
此
故
に
会
津
封
内
の
農
民
挙
て
五
穀
成
就
を
此
御
山
に
祈
る
。

山
頂
の
残
雪
か
ら
「
農
時
」
を
知
る
例
は
、
全
国
的
に
存
在
す
る
。
富
士
山
に
は
、
山

梨
県
富
士
吉
田
市
新
屋
な
ど
富
士
山
東
麓
で
は
、「
農
鳥
」
が
現
れ
る
と
田
植
え
が
始
ま
り
、

五
月
中
旬
に
あ
た
る
。
会
津
地
方
で
は
、
磐
梯
山

頂
に
「
虚
無
僧
雪
」
と
い
っ
て
、
虚
無
僧
が
尺
八

を
吹
い
て
い
る
姿
に
残
雪
が
現
れ
る
と
、
山
麓
で

は
苗
代
へ
の
種
子
籾
蒔
き
が
始
ま
る
。
虚
無
僧
姿

の
頭
部
と
胴
部
が
、
雪
が
消
え
て
離
れ
る
と
、
畑

に
ど
ん
な
作
物
の
種
子
を
蒔
い
て
も
よ
い
と
言
い
、

八
十
八
夜
の
こ
ろ
に
な
る
と
い
う
。
富
山
県
魚
津

市
の
僧
ヶ
岳
（
一
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
も
「
虚

無
僧
雪
」
が
あ
る
。
虚
無
僧
が
尺
八
を
吹
い
て
い

る
姿
に
残
雪
が
現
れ
る
と
、
麦
刈
り
を
行
っ
た
と

い
う
。
福
島
盆
地
で
は
、
吾
妻
小
富
士
に
「
種た

子ね

蒔ま
き

兎う
さ
ぎ」

が
現
れ
る
と
、
種
子
籾
蒔
き
を
行
う
と

い
う
。

⑸

　

虫
に
よ
る
農
時　
「
啓
蟄
」
す
な
わ
ち
二
十
四
節
気
の
二
月
節
は
、
太
陽
暦
の
三
月
六

日
に
あ
た
り
、
土
の
中
に
い
た
虫
も
土
の
上
に
出
て
く
る
、
春
の
前
兆
の
季
節
で
あ
る
。

七
十
二
候
で
は
、
七
候
の
「
巣
籠
り
虫
戸
を
開
く
」
時
で
あ
る
。『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末

に
は
、「
蝉
」
の
歌
が
あ
り
、
セ
ミ
の
鳴
き
声
が
稲
穂
の
実
り
を
知
ら
せ
る
と
あ
る
。

　

秋
の
田
の
初
穂
の
ミ
の
り
ま（

待

顔

）

ち
が
ほ
に

　
　
　
　
　
　
　

日
数
重
ぬ
る
せ
ミ
の
こ
ゑ
哉

　

ち
か
ら
ぜ
ミ
鳴
て
三
十
の
日
の
数
に

　
　
　
　
　
　
　

至
れ
バ
わ
せ
や
実
る
と
ぞ
い
ふ

　
「
ち
か
ら
ぜ
ミ
」
は
、
ど
の
よ
う
な
鳴
き
方
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
国
勇
氏
の
御

教
示
に
よ
る
と
、
南
会
津
郡
只
見
町
で
は
六
月
ご
ろ
か
ら
エ
ゾ
ゼ
ミ
が
ミ
ヨ
ウ
キ
ン
〳
〵

ケ
レ
〳
〵
と
鳴
く
と
い
う
。
只
見
町
石
伏
で
は
、
ヨ
キ
〳
〵
ナ
タ
〳
〵
と
鳴
く
と
い
う
。

村
人
が
山
仕
事
に
行
っ
て
斧
や
鉈
を
な
く
し
、「
斧
〳
〵
鉈
〳
〵
」
と
呼
び
な
が
ら
探
し

て
い
る
う
ち
に
鳥
に
な
っ
た
と
い
い
、
鳴
き
声
が
山
中
に
響
き
わ
た
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

虫
の
鳴
き
声
か
ら
、
農
事
を
知
る
方
法
は
、
上
野
国
の
農
書
『
百
姓
耕
作
仕
方
控
』

（
文
化
一
一
年
〈
一
八
一
四
〉）
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
く
つ
わ
虫
の
鳴
時
分
を
田

植
の
真
と
言
」
と
あ
り
、「
く
つ
わ
虫
」
の
鳴
き
声
で
田
植
え
の
時
期
を
観
た
と
い
う
。

　

二　
『
会
津
農
書
』
に
み
る
自
然
暦
の
鳥

　

鳥
に
よ
る
農
時　

セ
ミ
と
同
じ
く
鳥
の
鳴
き
声
も
、
農
時
を
知
ら
せ
る
重
要
な
存
在
で

あ
っ
た
。
鳩
や
カ
ッ
コ
ウ
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
に
は
、「
絵
」

も
あ
っ
た
と
あ
る
が
、
写
本
に
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

鳩
鳴
声
古
詩
ニ
曰

　
　

日
夜
渓
頭
布
穀
声

　

や
さ
し
く
も
農
事
を
つ
ぐ
る
鳩
の
声

　
　
　
　
　
　
　

た
に
の
ほ
と
り
に
布
穀
と
ぞ
鳴

　

あ
ひ
に
あ
ひ
て
鳩
の
鳴
声
も
ろ
と
も
や

　
　
　
　
　
　
　

小
田
の
さ
声
の
に
ぎ
ハ
し
き
か
な　

鳩
の
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
間
へ
絵
四
丁
入

　

注
記
に
よ
る
と
、「
布
穀
」
は
「
か
っ
こ
う
の
異
名
。
著
者
（
佐
瀬
与
次
右
衛
門
）
は
、

か
っ
こ
う
の
異
名
と
鳩
と
を
間
違
え
て
い
る
。」
と
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
、
疑

問
が
残
る
。「
布
穀
と
ぞ
鳴
」
と
い
う
表
現
に
は
、
鳩
と
布
穀
す
な
わ
ち
カ
ッ
コ
ウ
と
は
、

並
列
的
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
鳩
鳴
声
」
と
見
る
べ
き
と
考
え
た
い
。「
鳩
絵
」

が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
が
、
残
念
で
あ
る
。

⑹

写真 1　磐梯山の虚無僧雪と種子籾蒔き
（猪苗代町三城潟）　昭和48年4月15日撮影

写真 3　「農鳥」の鳥の羽
山梨県富士吉田市新屋から臨む
中山正典氏撮影

写真 2　富士山の「農鳥」
山梨県富士吉田市新屋から臨む
中山正典氏撮影
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カ
ッ
コ
ウ
は
、「
農
時
」
を
告
げ
る
鳥
と
し
て
、『
会
津
歌
農
書
』
中
之
末
の
「
雑ざ

っ

穀こ
く

蒔ま
き

時す　

附
古
哥
」
の
一
首
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

　

年
毎
や
大
豆
ま
き
鳥
ハ
や
さ
し
く
も

　
　
　
　
　
　
　

蒔
す
を
人
来
に
来
お（

教
）し

へ
け
る

　
「
大
豆
ま
き
鳥　

豆
播
き
鳥
。
か
っ
こ
う
の
こ
と
。」
と
注
記
に
あ
る
。
な
お
、
幕
内
に

は
、「
大
豆
を
播
く
に
は
、
ぼ
た
ん
の
花
が
咲
い
て
鳩
が
鳴
き
出
す
よ
う
な
時
期
に
な
ら
な

け
れ
ば
、
播
く
時
期
と
し
て
は
早
過
ぎ
ま
す
」
と
、
長
谷
川
吉
次
氏
は
語
っ
て
い
る
。「
ぼ

た
ん
の
花
」
は
「
早
大
豆
の
種
子
の
ま
き
す
」
で
あ
る
こ
と
は
、『
会
津
歌
農
書
』
中
之
末

の
「
准
二
草
木
花
一
雑
穀
蒔
時
」
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

　

早
大
豆
の
種
子
の
ま
き
す
ハ
庭
に
咲

　
　
　
　
　
　
　

ぼ
た
ん
の
花
ぞ
し（

導
）る

べ
な
り
け
る

因
み
に
カ
ッ
コ
ウ
は
、
な
ぜ
「
カ
ッ
コ
ー
、
カ
ッ
コ
ー
」
と
鳴
く
か
。
筆
者
は
子
供
の

こ
ろ
、
母
（
明
治
四
一
年
生
れ
、
南
相
馬
市
鹿
島
区
南
海
老
）
よ
り
そ
の
い
わ
れ
を
聞
い

て
育
っ
た
。
動
物
の
昔
話
の
一
話
で
あ
る
。
継
母
よ
り
新
し
い
下
駄
を
買
っ
て
も
ら
っ
た

娘
は
、
嬉
し
く
て
履
く
の
が
惜
し
く
、
履
か
ず
に
遊
ん
で
い
た
。
相
馬
地
方
で
は
、
下
駄

を
幼
児
語
で
カ
ッ
コ
と
呼
ぶ
。
下
駄
を
置
き
忘
れ
て
帰
宅
す
る
と
、
継
母
か
ら
下
駄
を
見

つ
け
て
来
る
ま
で
、
家
に
入
れ
な
い
と
き
つ
く
叱
ら
れ
る
。
娘
は
泣
き
な
が
ら
、
カ
ッ
コ

ー
、
カ
ッ
コ
ー
と
下
駄
を
探
し
歩
き
ま
わ
る
。
そ
れ
を
天
か
ら
神
様
が
見
て
お
り
、
空
か

ら
探
せ
る
よ
う
に
と
、
娘
を
鳥
の
姿
に
変
え
た
。
娘
は
今
で
も
飛
び
回
り
な
が
ら
、
カ
ッ

コ
ー
、
カ
ッ
コ
ー
と
下
駄
を
探
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
。

植
物
の
生
育
と
鳥
に
よ
る
農
時　
『
会
津
歌
農
書
』
中
之
本
の
「
諸
菜
植う

へ

時す

蒔ま
き

時す

」
に

は
、
植
物
の
生
育
状
況
と
鳥
の
大
小
か
ら
、
農
時
を
知
る
方
法
を
詠
っ
て
い
る
。
注
目
す

べ
き
記
述
と
い
え
よ
う
。

　

漆う
る
し葉

の
烏か

ら
すか

く
れ
に
ま
く
瓜
を

　
　
　
　
　
　
　

今
や
い（

急
）そ

き
て
す（

雀

）

ゝ
め
見
へ
ね
ば

こ
れ
は
、
漆
の
葉
が
烏
の
姿
が
隠
れ
る
ほ
ど
に
繁
っ
た
ら
、
瓜
の
種
子
を
蒔
く
と
い

う
。
現
在
は
雀
の
姿
が
隠
れ
る
ほ
ど
に
、
時
期
が
早
ま
っ
た
と
い
う
。
鳥
の
大
き
さ
と
植

物
の
生
育
を
合
わ
せ
た
観
方
で
あ
り
、『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
因
里
草
木
量
二
田
畠
作
毛

時（
蒔
）時

一
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
三
月
中
、「
穀
雨
」
す
な
わ
ち
太
陽
暦
四
月
二
〇
日
の

記
載
で
あ
る
。

一
、
熟
瓜
植
付

以
後
十
五
日
の
内
用
へ
し
。
瓜
ハ
漆
木
の
萌
出
て
烏
か
く
れ
の
時
植
と
い
ひ
伝
へ
る
。

尤
十
五
日
の
内
ハ
萌
出
ル
共
、
往
古
ゟ
今
ハ
早
く
し
て
、
雀
か
く
れ
の
時
ニ
植
る
。

　

勧
農
鳥　

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）、
菅
江
真
澄
は
『
は
し
わ
の
わ
か
ば
』
で
ホ
ト
ト

ギ
ス
に
つ
い
て
、
岩
手
県
胆
沢
郡
胆
沢
村
（
現
奥
州
市
）
付
近
で
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
い
わ

れ
を
語
る
昔
話
「
時
鳥
と
小
鍋
」
が
当
時
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。「
時

鳥
」
と
い
う
ま
さ
に
農
時
を
知
ら
せ
る
鳥
で
あ
る
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。「
時
鳥
を

五サ
ツ
キ月

鳥ド
リ

と
も
五ゴ

ク
ワ
チ
ド
リ
コ

月
鳥
子
と
も
、
ま
た
田
う
ゑ
鳥
と
も
い
ふ
処
あ
り
。
ま
た
小コ

鍋ナ
ベ

焼ヤ
キ

と
い
ふ

郷
も
あ
り
。」
と
。
ま
た
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
カ
ッ
コ
ウ
が
姉
妹
で
あ
っ
た
な
ど
、
そ
の
関
係

を
語
る
昔
話
が
各
地
に
あ
る
。

農
時
を
知
ら
せ
る
鳥
の
記
述
は
、
他
地
方
の
農
書
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
万
延
元

年
（
一
八
六
〇
）
の
常
陸
国
の
農
書
『
東
郡
田
畑
耕
方
并
草
木
目
立
書
上
』
に
は
、「
勧
農

鳥
」
と
い
う
呼
称
の
記
載
が
あ
る
。

　

卯
花
開
き
、
杜
鵑
一
声
鳴
渡
比
、
田
方
刈
敷
を
初
、
農
人
田
ニ
出
て
耕
ス
。
依
而
杜

鵑
を
勧
農
鳥
と
云
よ
し
。

ま
た
、
東
海
地
方
の
農
書
『
百
姓
伝
記
』（
巻
一
四
季
集
）（
天
和
年
間
〈
一
六
八
一
～

八
三
〉
ご
ろ
著
）
に
は
、
セ
キ
レ
イ
が
里
に
下
り
て
来
る
の
を
待
っ
て
、
麦
蒔
き
を
行
う

と
あ
り
、「
麦
蒔
鳥
」
と
い
う
。
稲
刈
り
の
こ
ろ
に
も
あ
た
る
の
で
、「
稲
あ
ふ
せ
鳥
」
と
も

言
う
と
あ
る
。
前
述
の
『
会
津
歌
農
書
』
の
「
大
豆
ま
き
鳥
」
に
類
す
る
呼
称
で
あ
る
。

　

抑
麦
を
蒔
事
、
秋
に
至
黄
せ
き
れ
い
の
里
に
渡
る
を
時
と
す
る
。
則
麦
蒔
鳥
と
名
付

た
り
。
ま
た
稲
お
ろ
せ
と
り
共
云
と
か
や
。

　

鳥
の
災
と
益　
『
百
姓
伝
記
』
巻
九
の
「
田
耕
作
集
」
に
は
、「
稲
に
鹿
・
猿
・
諸
鳥
付
、

を
ど
し
・
案
山
子
の
事
」
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
鳥
の
災
と
、
益
鳥
と
し
て
の
記
載
も
見
ら

れ
る
。『
会
津
歌
農
書
』
の
記
載
と
も
関
連
す
る
の
で
、
長
文
で
あ
る
が
引
用
し
た
い
。

　

一
、
稲
を
植
て
後
、
必
田
の
う
ち
に
か
わ
づ
・
ど
じ
や
う
・
ざ
こ
・
田
に
し
あ
る
ゆ

へ
に
、
鴻
・
黒
か
も
・
ご
い
さ
ぎ
付
て
、
植
田
を
ふ
ミ
込
、
苗
き
る
ゝ
。
稲
手
な
を
り

し
、
少
そ
た
ち
て
ハ
、
痛
ミ
す
く
な
し
。
其
内
竹
を
さ
し
、
縄
を
は
り
用
心
せ
よ
。
損

毛
多
し
。
ま
た
枝
竹
を
植
田
に
さ
し
置
、
な
わ
を
は
り
て
を
ケ
ハ
、
小
鳥
羽
根
を
や
す

め
、
稲
に
付
虫
を
と
り
く
ら
ひ
、
虫
失
る
な
り
。
小
鳥
の
中
に
も
つ
バ
め
ハ
二
月
よ
り

八
月
迄
た
く
さ
ん
に
有
物
成
か
、
諸
虫
を
餌
と
す
る
。
つ
ハ
め
の
ふ
ん
ハ
水
草
に
大
ど

く
な
る
故
、
こ
つ
ぜ
ん
と
田
の
草
う
す
く
な
る
ぞ
。
わ
づ
か
な
る
事
の
様
に
て
、
苗
代

田
よ
り
し
て
稲
の
色
付
ま
て
、
小
鳥
壱
羽
の
喰
ふ
む
し
ハ
、
積
り
て
大
分
な
る
へ
し
。

　

一
、
秋
田
ヘ
ハ
雁
・
鴨
惣
而
の
鳥
あ
ら
す
な
り
。
取
わ
け
河
端
・
池
端
に
て
、
夜
々

稲
に
付
事
多
し
。
先
、
お
と
し
・
か
ゝ
し
を
た
て
、
な
わ
を
は
り
、
そ
め
を
す
へ
し
。

夜
る
ハ
火
つ
と
を
置
、
火
な
わ
を
き
て
よ
し
。
鳥
の
口
な
ら
ハ
、
は
や
く
か
り
と
る
へ

し
。
油
断
あ
り
て
は
必
定
損
あ
り
、
か
り
か
け
の
田
あ
れ
ハ
、
其
田
に
諸
鳥
を
り
か
ゝ

り
、
脇
の
田
へ
付
物
な
る
故
、
か
り
か
け
に
ハ
は
や
く
竹
を
さ
し
、
縄
を
は
る
へ
し
。

⑺

⑻

⑼
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三　
『
会
津
農
書
』
に
み
る
鳥
と
農
業

　
『
会
津
農
書
』
に
み
る
鳥
と
農
業　
『
会
津
農
書
』
の
中
で
鳥
は
、
実
っ
た
穀
物
や
播
種

し
た
種
子
を
喰
う
害
鳥
と
し
て
、
ま
た
そ
の
被
害
を
防
ぐ
対
策
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る

の
が
多
い
。
し
か
し
、『
会
津
農
書
附
録
』
六
に
は
、
烏
の
糞
が
麦
の
肥
料
と
し
て
効
果

あ
る
の
で
、
烏
た
ち
の
止
ま
っ
た
木
の
下
の
糞
を
採
集
し
、
施
肥
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。
鳥
の
糞
は
、
過
リ
ン
酸
肥
料
と
し
て
土
作
り
に
効
果
あ
る
物
質
と
言
わ
れ
て
い
る
。

当
時
、
自
然
界
か
ら
リ
ン
酸
肥
料
を
採
取
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
烏
の
糞
は
効

果
的
な
肥
料
源
と
い
え
よ
う
。

　

老
人
の
い
ゝ
け
る
ハ
、
烏
共
夜
々
方
々
よ
り
あ
つ
ま
り
て
雑
木
の
末
に
と
ま
る
山
あ

り
。
烏
の
糞
毎
夜
落
け
れ
は
、
其
木
の
下
の
落
葉
を
た
き
物
に
取
者
も
な
く
し
て
あ

り
。
そ
れ
を
麦
作
の
養
に
用
て
見
る
に
余
の
糞
よ
り
ハ
一
倍
よ
く
出
来
、
其
跡
の
大
豆

作
も
勝
れ
て
よ
し
。
又
田
の
養
に
土
ま
し
り
に
さ
ら
へ
て
か
く
れ
、
余
の
養
ひ
入
た
る

田
よ
り
ハ
出
来
増
な
り
。
愚
曰
、
実
に
庭
鳥
の
ふ
ん
を
常
に
養
ひ
に
す
れ
は
、
何
鳥
の

ふ
ん
も
き
く
と
見
へ
た
り
。
扨
郡
中
に
は
か
ら
す
の
と
ま
る
山
も
幾
所
も
有
へ
し
。
そ

の
勝
手
〳
〵
の
者
ハ
是
を
能
々
考
ふ
へ
し
。

　
『
百
姓
伝
記
』
に
み
る
鳥
の
糞
の
肥
料
化　

木
の
下
の
鳥
の
糞
を
採
集
し
、
肥
料
に
す

る
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
農
書
に
、『
百
姓
伝
記
』
巻
六
「
不
浄
集
」
が
あ
る
。
鳥
の
糞
の

肥
料
効
果
を
詳
述
し
た
も
の
で
、『
会
津
農
書
附
録
』
六
の
記
載
と
関
連
す
る
資
料
で
あ
る
。

　

一
、
諸
鳥
の
ふ
ん
を
取
て
不
浄
と
合
し
、
く
さ
ら
せ
、
ね
か
し
、
田
畑
の
作
毛
こ
や

し
と
す
る
に
、
能
き
く
も
の
な
り
。
つ
よ
き
と
き
ハ
作
毛
ミ
な
か
れ
て
損
毛
あ
り
。
稲

の
こ
や
し
に
す
る
に
、
田
の
草
よ
く
う
す
る
も
の
な
り
。
真
性
に
し
て
、
米
大
し
ぼ
に

な
る
そ
。
に
わ
と
り
・
鳩
の
ふ
ん
と
り
わ
け
よ
し
。

　

一
、
諸
鳥
の
う
ち
に
五
位
鷺
ハ
む
れ
に
な
り
て
、
森
林
・
や
ぶ
に
と
ま
る
も
の
。
餌

に
生
類
を
喰
ふ
。
ど
じ
や
う
・
ざ
こ
・
田
に
し
・
か
わ
づ
、
か
や
う
な
る
る
い
な
り
。

必
そ
の
よ
り
合
処
に
ハ
ふ
ん
多
く
有
物
な
り
。
木
の
下
・
竹
の
下
に
あ
ら
ぬ
か
・
ご
ミ

あ
く
た
を
し
き
、
ふ
ん
か
へ
し
の
た
ま
る
に
随
て
、
ご
ミ
あ
く
た
・
ぬ
か
を
よ
せ
、
ね

か
し
、
く
さ
ら
せ
て
、
作
毛
の
や
し
な
ひ
に
用
へ
し
。
大
方
夏
の
作
毛
ま
た
宝
地
不
性

の
処
に
ハ
い
む
へ
し
。
地
う
つ
け
、
損
毛
多
し
、
せ
ん
さ
い
の
品
々
や
し
な
ひ
に
し
て

虫
付
事
多
し
。
真
性
地
の
処
、
麦
こ
ゑ
に
し
て
よ
く
草
を
ひ
、
も
て
、
実
入
よ
し
。

　

一
、
鵜
ハ
定
り
て
森
か
林
の
木
に
と
ま
る
も
の
な
り
。
か
へ
し
・
そ
く
り
共
に
皆
魚

の
る
い
な
り
。
そ
の
を
り
か
ゝ
る
木
の
し
た
、
ぬ
か
・
わ
ら
を
敷
返
し
、
し
ミ
付
に
随

て
と
り
た
め
、
く
さ
ら
せ
て
こ
や
し
と
す
へ
し
。
五
位
の
か
へ
し
似
た
る
も
の
な
り
。

大
方
麦
畑
の
こ
や
し
に
し
て
徳
分
多
し
。

　

一
、
鳶
・
鷹
も
森
か
林
に
定
り
て
と
ま
る
。
を
ち
を
右
の
こ
と
く
し
て
取
用
へ
し
。

　

一
、
つ
は
め
の
ふ
ん
を
取
て
、
不
浄
に
合
し
、
苗
代
の
こ
や
し
に
置
て
ハ
、
其
な
ゑ

に
や
ま
ひ
な
く
、
虫
付
事
す
く
な
し
。
ひ
る
も
草
多
く
有
之
田
に
に
わ
と
り
の
ふ
ん
・

つ
バ
め
の
ふ
ん
こ
や
し
に
を
け
バ
、
次
第
に
ひ
る
も
草
う
せ
る
也
。

　

鳥
の
糞
と
農
業　

鳥
の
糞
と
農
業
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
農
法
に
、
宮
城

県
大
崎
地
方
に
あ
る
蕪

か
ぶ

栗く
り

沼ぬ
ま

周
辺
の
冬
水
田
が
あ
る
。
冬
の
水
田
に
水
を
は
っ
て
置
く
と
、

水
中
の
籾
や
虫
・
小
魚
な
ど
を
多
く
の
渡
り
鳥
た
ち
が
食
べ
る
。
そ
こ
に
多
く
の
糞
を
す

る
の
で
、
肥
料
源
と
な
る
。

こ
う
し
た
光
景
は
、
加
賀
地
方
の
農
書
で
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
『
耕
稼
春
秋
』

の
内
容
を
絵
図
で
著
し
た
『
農
業
図
絵
』
の
中
に
も
、
白
鷺
や
鴨
・
水
鳥
そ
し
て
雀
・
烏

な
ど
様
々
な
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
鳥
と
農
業
の
関
係
を
思
わ
せ
る
風
景
を
、
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
兵
庫
県
豊
岡
市
付
近
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
（
幸こ

う
の
と
り鳥

）
な
ど
も
、
有
機
農
法
の
推
進

を
計
り
、
水
田
や
用
水
堀
に
小
魚
・
虫
な
ど
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌
と
な
る
生
物
が
生
育
し
や

す
い
環
境
作
り
の
様
子
が
、
里
山
の
風
景
と
し
て
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
佐

渡
の
ト
キ
な
ど
も
、
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

⑽

　

鳥
名
が
付
い
た
作
物
・
品
種　

こ
の
よ
う
な
鳥
と
農
業
の
関
係
を
示
す
事
例
と
し
て
、

米
や
穀
物
な
ど
農
作
物
の
品
種
名
に
、
鳥
の
名
称
が
付
い
た
も
の
が
、
多
々
見
ら
れ
る
。

早
稲
種
に
は
、「
鶴
首
」
別
名
「
雀
不
知
」
が
あ
る
。『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
の
「（
稲
開

花
落
遅
速
不
同
）」
に
は
、「
鶴
首
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

鶴
く
び
ハ
苗
う
え
付
て
元
来
も

　
　
　
　
　
　

五
十
七
日
め
に
ぞ
咲
け
る

つ
る
く
び
の
花
の
よ
ハ
ひ
ハ
名
に
も
似
ず

図 1　『農業図絵』に描かれた鷺と烏
『日本農書全集』第26巻より
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佐々木長生

　
　
　
　
　
　

七
日
た
も
ち
て
散
る
程
な
き

ま
た
大
豆
の
品
種
名
に
は
、
早
大
豆
種
子
の
ひ
と
つ
に
、「
鶏

ケ
イ

子コ

」
が
あ
る
。
大
黄
大
豆

種
子
に
は
、「
大タ

イ

瓶ヘ
イ

楽ラ
ク　

又
雀
ノ
甕

ト
云
、

」・「
鴈カ

ン

喰ク
イ

」・「
烏ク

ロ

豆マ
メ

」
が
あ
る
。
注
記
に
よ
る
と
、「
鴈

喰　

鴈
喰
。
大
豆
の
一
品
種
。
豆
粒
に
あ
る
く
ぼ
み
を
鴈
の
食
べ
た
あ
と
に
み
た
て
こ
の

名
が
あ
る
。
葉
が
五
つ
の
小
葉
（
普
通
は
三
つ
）
に
分
か
れ
る
の
で
五
葉
豆
と
も
い
わ
れ

る
」
と
あ
る
。「
藊

カ
ヂ
マ
メ

　
マ
カ
キ
マ
メ
、
其

黒
ヲ
鵲ツ

バ
ク
ラ
マ
メ豆

と
云
」
と
あ
り
、
注
記
に
よ
る
と
「
ふ
じ
豆
で
あ
ろ
う
。

籬か
き

豆ま
め

、
燕

つ
ば
く
ろ
ま
め

豆
と
も
い
う
。
マ
メ
科
の
蔓
性
一
年
草
。
若
い
莢
を
野
菜
と
し
て
利
用
す
る
。」

と
あ
る
。
ま
た
、
白チ

苣サ

の
品
種
の
ひ
と
つ
に
「
萵キ

ジ
ノ
オ苣

」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

「
雉き

じ

の
尾
」
か
不
明
で
あ
る
。
胡
麻
の
品
種
に
も
「
黒
ヲ
烏
麻
ト
名
ク
。」
と
あ
り
、
カ
ラ

ス
の
黒
色
に
ち
な
ん
で
「
う
ま
」
と
名
付
け
て
い
る
。

　

稗
の
品
種
の
中
に
、「
烏
禾
」
が
あ
る
。
烏
の
色
か
ら
「
く
ろ
ひ
え
」
と
呼
ば
れ
、「
白

ヒ
エ
」
も
あ
る
。
山
畑
に
は
く
ろ
ひ
え
が
よ
く
、
里
畑
に
は
白
ひ
え
が
よ
い
。「
烏
」
を

黒
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
烏
と
い
う
鳥
が
人
間
世
界
に
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
記
述
で
あ
る
。

　

ま
た
鳥
の
名
の
付
く
作
物
も
あ
る
。『
会
津
歌
農
書
』
中
之
本
の
「
諸
菜
植う

へ

時す

蒔ま
き

時す

」

に
は
、「
鶯
菜
」
が
あ
る
。「
鶯
菜
」
は
、
小
松
菜
の
別
名
で
あ
る
。

　

鶯
菜
春
の
ひ
か
ん
の
頃
よ
り
も

　
　
　
　
　
　
　

三
月
中
ハ
ま
き
た
る
か
よ
し

　

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
写
の
『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
農
人
郷
談
」
に
は
、「
鶯

ウ
グ
イ
ス

菜ナ

蕪カ
ブ　

青
葉
の
小
キ
か
ぶ
ら
。
又
蕪カ

ブ

根ラ

と
云
。
か
ふ
ら
に
不
成
ハ
只
鶯
な
と
云
。」
と
あ
る
。

な
お
同
書
に
は
、「
萑

ス
ス
メ

蕪カ
ブ

根ラ　

秋
菜
の
小
き
か
ぶ
ら
。」
と
あ
り
、「
雀
」
の
名
が
付
せ
ら

れ
て
い
る
。

『
会
津
農
書
』
中
巻
の
「
雑
穀
蒔
節
并
取
穀
積
」
に
は
、「
罌ケ

子シ

粟
作
様
」
が
あ
る
。
こ

こ
の
記
載
に
は
、
ケ
シ
に
つ
い
て
「
罌ケ

子シ

粟
」
と
「
鶯
粟
」
と
い
う
表
記
が
見
ら
れ
る
。

「
鶯
」
と
い
う
鳥
の
名
が
付
い
て
い
る
の
に
興
味
が
わ
く
。

　

鳥
名
が
つ
い
た
農
作
業　

雁
が
飛
ぶ
姿
は
、
農
業
に
お
い
て
水
田
の
呼
称
に
も
な
っ
て

い
る
。「
鴈が

ん

木き

田た

」
は
そ
の
一
例
で
、『
会
津
歌
農
書
』
上
之
本
の
「
階

き
ざ
は
し

田た

」
に
詠
わ
れ

て
い
る
。

山
岸き

し

の
片か

た

さ（
下
）か

り
な
る
き
ざ
は
し
田

　
　
　
　
　
　

位
ハ
も
と
の
土
に
よ
り
け
り

鴈が
ん

木き

田た

と
い
ふ
も
同
じ
き
階

き
ざ
は
し

田た

　
　
　
　
　
　

図
を
見
て
あ
わ
せ
余よ

に
ハ
あ
ら
じ
な

「
鴈
木
田
」
は
注
記
に
よ
る
と
、「
棚
田
。
雁
が
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
行
列
を
な
し
て
飛
ぶ
形
に

た
と
え
て
い
る
。」
と
あ
る
。
雁
が
列
を
な
し
て
去
る
こ
と
を
、「
雁
の
総そ

う

立だ
ち

」
な
ど
と
呼

⑾

ぶ
土
地
も
あ
る
。
雁
が
斜
め
に
列
を
な
し
て
飛
ぶ
姿
は
、
田
う
な
い
や
田
植
え
時
の
作
業

形
態
に
も
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、「
鷗
歩
」
と
い
う
並
び
方
も
『
会
津
農
書
附
録
』

八
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

問
て
云
、
農
家
に
て
田
を
う
な
ふ
に
、
真
果
敢
、
左
廻
、
右
廻
、
釣
果
敢
な
と
云
ふ

ハ
何
ぞ
や
。

　

答
て
云
ク
、
真
果
敢
ハ
幾
人
に
て
も
雁
行
に
列
、
其
坪
を
不
レ
残
一
列
に
、
鍬
か
ま

ち
を
一
様
に
揃
て
向
の
際
へ
剖
ひ
付
な
り
。
果
敢
間
挟セ

マ
キ

故
に
鍬
鋒
人
の
足
に
さ
ハ
る

儘
、
鷗
歩
に
ハ
並
ば
さ
る
な
り
。

田
う
な
い
、
す
な
わ
ち
田
打
ち
作
業
に
お
い
て
も
、
鳥
の
名
称
に
関
わ
る
作
業
が
あ
る
。

「
雁
行
に
列
」
し
て
、
田
う
な
い
や
田
植
え
す
る
方
法
は
、
加
賀
の
農
書
『
耕
稼
春
秋
』

図 2　『農業図絵』に描かれた雁行に
並んで田植え

『日本農書全集』第26巻より

図 3　『農耕漆絵折敷』（会津若松市蔵）
に描かれた雁行と田植え

『日本農書全集』第24巻より
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『会津農書』にみる鳥・虫・獣と農業

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
農
業
図
絵
』
に
は
、
早
乙
女
た
ち
が
「
雁
行
」
に
並

ん
で
田
植
え
を
行
っ
て
い
る
光
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

苗
植
る
と
ハ
小
乙
女
共
、
如
斯
雁
行
に
並
ん
て
畦
本
よ
り
植
る
跡
へ
四
も
と
宛
植
退

く
〈
但
雁
行
に
植
る
事
ハ
田
形
は
曲
直
有
、
又
初
に
植
る
者
直
な
る
畦
に
付
て
植
る

故
、
其
次
〳
〵
雁
行
の
頭
ニ
随
ひ
て
田
植
る
、
是
ハ
田
の
内
苗
四
角
に
な
る
様
に
可
植

た
め
な
り
〉。

田
植
え
を
行
っ
て
い
る
早
乙
女
が
笠
を
被
っ
て
列
を
な
す
光
景
を
、「
白
鴈
」
に
た
と

え
て
い
る
。『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
の
「
五
月
乙
女
」
の
一
首
が
あ
る
。

さ
を
と
め
の
笠
の
端
な
ミ
や
其
儘
に

　
　
　
　
　
　

む
れ
ゐ
て
あ
さ
る
秋
の
白
鴈

『
会
津
歌
農
書
』
上
之
本
の
「
田
剖う

な
い

　

附
郷
談
」
の
一
首
に
、「
女
鳥
羽
形
」
が
あ
る
。

草
の
た
つ
倒
苗
代
ひ
と
ろ
田
ハ

　
　
　
　
　
　

女
鳥
羽
形
に
打
か
よ
き
な
り

打
発
す
田
の
塊く

れ

な（
形
）り

を
女
鳥
の

　
　
　
　
　
　

羽
並
揃
ふ
に
た
く
ひ
て
そ
い
ふ

注
記
に
よ
る
と
、「
女

め
ん

鳥ど
り

羽ば

形な
り　

雌
鳥
は
左
の
翼
で
右
の
翼
を
お
お
う
と
い
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
こ
で
は
右
側
の
土
を
打
ち
返
し
た
上
に
、
左
側
の
土
を
打
ち
返
し
て
重
ね
る
こ

と
。」
と
あ
る
。

　

鳥
名
が
つ
い
た
土
壌　
『
会
津
農
書
』
上
巻
の
「
田
地
位
」
に
は
、「
山
鳥
真
土
」
と
呼

ぶ
上
ノ
上
の
土
壌
を
記
載
し
て
い
る
。

　

黄
真
土　

厥
（
そ
の
）田

ハ
上
ノ
上

　

黄
色
に
黎
交
て
斑
成
事
山
鳥
の
羽
の
如
し
。
依
之
山
鳥
真
土
と
も
言
。
黄
真
土
の
上

位
な
る
ハ
土
の
本
色
黄
に
て
壌
な
り
。
其
味
甘
く
、
其
性
重
く
、
能
万
物
を
生
し
、
各

其
性
気
を
含
ま
せ
し
む
。
是
土
の
真
性
不
雑
之
誠
。
故
に
真
土
と
書
て
ま
つ
ち
と
読
也
。

　

鳥
名
が
つ
い
た
農
具　

寛
延
元
年
写
の
『
会
津
農
書
』
下
巻
「
農
具
」
に
は
、
鳥
に
関

す
る
名
称
の
農
具
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、「
吐ハ

ケ
ゴ籠

」
に
つ
い
て
は
会
津
地
方
で
、

ハ
ケ
ゴ
の
名
称
の
由
来
が
不
明
な
だ
け
に
参
考
と
な
る
。

吐ハ
ケ
ゴ籠 　

万
種
子
物
を
入
、
腰
に
付
蒔
器
。
竹
を
以
造
。
元
ト
鵜ウ

仕ツ
カ
イ

腰コ
シ

に
付
鵜
ニ
魚
吐
レ

為
吐ハ

カ
レ
籠
に
用
始
ル
故
に
鵜
吐ハ

ケ

籠
と
名
付
ク
。

鶴ツ
ル

觜ハ
シ　

新
田
開
ニ
石
ヲ
掘
抜
具
。

　

田
植
唄
に
歌
わ
れ
た
鳥　
『
会
津
農
書
附
録
』
八
お
よ
び
『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
に

は
、「
拍ハ

ヤ
シ
タ田

」（
囃は

や
し
だ田

）
に
歌
っ
た
と
み
ら
れ
る
「
田
歌
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

の
「
古
夕
果
敢
田
哥
」
の
一
節
に
、
雀
・
鴨
・
千
鳥
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
田
歌
の
考
察
に

つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
紹
介
に
と
ど
め
た
い
。

⑿

⑿

　
　
　
　

古
夕
果
敢
田
歌

　

七
つ
の
さ
が
り
か
ら　
　
　

妻
ハ
恋
し
か
ら
も
の

　

雀
だ
に
恋
を
し
て　
　
　
　

鴨
か
池
へ
か
よ
ふ

　

日
暮
る
れ
バ
千
鳥
め
が　
　

笠
の
端
を
め
ぐ
る

　

あ（
足
）し

あ（
洗
）ら

ひ
河
に
こ
そ　
　

小
手
は
わ
す
れ
た

　

四　
『
会
津
農
書
』
に
み
る
鳥
の
災
と
防
除
法

　

災
を
な
す
鳥　

以
上
の
よ
う
に
益
鳥
と
し
て
農
業
に
関
与
し
て
き
た
こ
と
を
、
佐
瀬
与

次
右
衛
門
は
記
載
し
て
い
る
。
一
方
で
鳥
は
、
実
っ
た
稲
穂
や
播
種
し
た
種
子
を
喰
う
な

ど
の
「
災

ワ
サ
ワ
イ」

を
与
え
、
農
民
た
ち
を
苦
し
め
て
き
た
。
そ
ん
な
農
民
た
ち
の
鳥
害
に
対
す

る
不
安
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
。『
会
津
農
書
附
録
』
八
の
序
に
は
、「
田
畑
に
災

ワ
サ
ワ
イを

な
す
昆

虫
、
飛
虫
、
禽
獣
の
容カ

タ
チま

で
絵
図
に
顕
し
、」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
写
の
段

階
で
省
略
さ
れ
て
い
る
。
幸
い
に
も
『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
に
、
そ
の
一
部
分
に
虫
類

が
簡
単
な
絵
図
に
よ
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
会
津
農
書
』
の
絵
農
書
版
と
も
言
え
る
、

『
会
津
農
書
附
録
』
八
巻
が
あ
る
。
未
発
見
分
の
附
録
一
、
三
、
五
、
七
巻
の
発
見
に
期

待
し
た
い
。
本
節
の
タ
イ
ト
ル
を
、
与
次
右
衛
門
の
記
述
「
田
畑
に
災

ワ
サ
ワ
イを

な
す
」
か
ら
、

「
害
」
と
い
う
表
現
を
と
ら
ず
「
災
」
と
し
た
い
。

　

鳥
に
よ
る
災
か
ら
の
回
避　
『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
「
所
不
合
稲
」
に
は
、
蒔
き
時

期
相
応
の
品
種
を
播
種
し
な
い
と
、鳥
の
被
害
に
会
う
こ
と
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

村
際き

は

に
早
稲し

ね

あ
ハ
す（

ず
）つ

く
る
な
よ

　
　
　
　
　
　

鳥
の
あ
さ
る
も
一ひ

と

入し
ほ

そ
か
し

ま
た
『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
の
「
農
業
油
断
」
に
も
、
鳥
の
災
に
対
し
て
油
断
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
戒
め
た
一
首
が
あ
る
。

む
く
鳥
の
餌
に
す
る
為
か
大
根
の

　
　
　
　
　
　

実
り
し
種
子
を
と
ら
ぬ
油
断
は

『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
の
「
作
食
虫
禽
獣
」
に
は
、
農
作
物
に
災
を
与
え
る
虫
・

鳥
・
獣
類
に
つ
い
て
、
歌
で
解
説
し
た
の
ち
、
そ
の
絵
図
と
簡
単
な
文
章
で
説
明
し
て
い

る
。
鳥
の
災
に
つ
い
て
は
、
次
の
五
首
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

田
の
作
や
畑
の
作
り
の
色
品
を

　
　
　
　
　
　

万
の
鳥
の
く
ら
ふ
た
て
さ

折
を
知
り
里
へ
渡
り
て
か
は
ら
ご
や

　
　
　
　
　
　

分
ケ
て
く
ふ
な
り
お（

大
根
）

ほ
ね
種
子
を
バ

麻
の
種
子
ま
き
た
る
畑
を
よ
く
知
り
て
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佐々木長生

　
　
　
　
　
　

拾
ひ
あ
さ
る
ハ
か
は
ら
ご
の
鳥

取
わ
けケ

てテ

作
を
あ
ら
す
ハ
村（

群
）雀

　
　
　
　
　
　

夏
秋
と
も
に
い
つ
も
た（

絶
）え

ね
ば

畑
作
に
あ
た
を
な
す
ぞ
や
村（

群
）鳥

　
　
　
　
　
　

う
ミ
た
る
瓜
を
ゑ（

選
）ら

ミ
く
ふ
な
り

　

災
を
な
す
鳥
と
作
物
へ
の
被
害　

禽
獣
〈
ト
リ　

ケ
モ
ノ
〉
之
部
（
鳥
の
み
列
挙
）

雀ス
ヽ
メ

　

稲
、
粟
、
黍
、
稗
、
麦
、
蕎
麦
、
麻
の
実
を
食
。

か
ハ
ら
こ　

黍
、
白
芥
子
、
麻
の
実
、
大
根
の
実
を
食
。

（「
か
ハ
ら
こ
」
ま
た
は
「
か
は
ら
ご
」
は
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
（
川
原
鶸
）
で
、
ス
ズ
メ

目
ア
ト
リ
科
の
鳥
か
、
不
明
で
あ
る
。）

い
し
か
ハ
す
ゝ
め
、
又
め
う
な
い
す
ゝ
め
と
い
ふ

　

稲
、
粟
、
黍
、
稗
を
食
。

烏カ
ラ
ス

　

瓜
、
西
瓜
、
麦
、
そ
ば
、
大
角
豆
、
粟
、
稗
、
小
豆
を
食
。

雉キ
ジ　

稲
、
大
豆
、
粟
、
稗
、
小
豆
、
そ
ば
ヲ
食
。

鴈ガ
ン　

麦
の
葉
を
食
。

山
鳥　

粟
を
食
。

鳩ハ
ト　

大
豆
、
赤
小
豆
を
食
。

「
い
し
か
ハ
す
ゝ
め
」
と
は
「
又
め
う
な
い

す
ゝ
め
と
い
ふ
、」
と
い
う
表
記
か
ら
み
て
、

近
年
里
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
「
に

ゅ
う
な
い
す
ず
め
」
が
訛
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、

と
注
記
に
あ
る
。
ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ
メ
に
つ
い

て
新
国
勇
氏
は
、「
こ
れ
は
里
山
の
雑
木
林
に

住
み
、
頬
に
黒
斑
が
な
い
ス
ズ
メ
で
す
。
鳴
き

声
も
チ
ィ
ー
、
チ
ィ
ー
と
ス
ズ
メ
よ
り
澄
ん
だ

声
で
鳴
き
ま
す
。
田
子
倉
ダ
ム
サ
イ
ト
や
只
見

町
青
少
年
旅
行
村
な
ど
で
ふ
つ
う
に
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
晩
秋
の
こ
ろ
、
ス
ズ
メ
の
群
れ
に
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
、

自
然
豊
か
な
只
見
町
の
事
例
を
説
明
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
南
会
津
郡
下
郷
町
周
辺
の
文

化
四
年
の
『
下
郷
四
箇
組
風
俗
帳
』
に
よ
る
と
、「
石
川
雀
」
と
あ
り
、「
二
、
三
百
疋
計

飛
行
い
た
し
」
と
あ
る
。「
石
川
雀
」
の
数
少
な
い
記
述
で
あ
る
。
そ
の
群
を
鉄
砲
や
拍

子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
、
防
ぐ
と
あ
る
。

一
但
石
川
雀　

石
川
す
ず
め
と
申
、
早
稲
中
稲
始
米（

粒
）少

し
糊
の
や
う
に
堅
ク
候
ヘ
バ
、

壱
揃
へ
二
三
百
疋
飛
行
い
た
し
夥
敷
吸
取
申
候
ニ
付
、
鉄
砲
或
者
拍
子
木
抔
ニ
而
夜
明
ケ

⒁

⒂

よ
り
晩
迄
鳴
防
申
候

鴈
は
、「
雁　

麦
の
葉
を
食
。」
と
簡
単
な
記

述
で
あ
る
。
越
中
の
農
書
『
私
家
農
業
談
』
巻

之
二
に
は
、
雁
の
災
い
と
そ
の
防
除
法
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

　

一
、
晩
中
稲
、
晩
稲
い
ま
た
刈
入
さ
る
先

に
雁
渡
る
時
、
間
に
刈
田
あ
れ
ハ
件
の
刈
田

へ
居
り
て
忽
に
穂
を
扱
、
過
分
に
さ
ま
た
け

る
も
の
也
。
薄
の
穂
な
と
を
切
、
田
の
疇
に

立
て
是
を
防
く
へ
し
。
山
田
ハ
遅
く
実
の
る

ゆ
へ
、
小
鳥
あ
る
ひ
ハ
猪
鹿
も
甚
さ
ま
た
く

る
も
の
也
。
鳴
子
、
鹿
驚
、
添
水
な
と
の
威

に
て
是
を
防
く
へ
し
。

　

鳥
の
災
の
防
除
法　

こ
れ
ら
の
鳥
や
獣
を
寄

せ
付
け
な
い
よ
う
に
と
、
か
か
し
を
立
て
る
の

は
現
在
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
童
謡
に
も

「
山
田
の
中
の
一
本
足
の
か
か
し
」
と
、
子
ど

も
の
頃
に
は
誰
し
も
歌
っ
た
記
憶
が
あ
ろ
う
。

鳥
を
驚
か
す
方
法
と
し
て
は
、
ほ
か
に
音
を
出

し
て
驚
か
す
「
鳴
子
」
が
あ
る
。
寛
延
元
年
の

『
会
津
農
書
』
写
下
巻
の
「
農
人
郷
談
」
に
は
、

「
案カ

ヽ

シ
山
子
」
と
「
鳴ナ

ル

子コ

」
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
解
説
し
て
い
る
。

案カ

ヽ

シ
山
子　

秋
の
田
の
鳥
お
ど
ろ
か
し
小
田

の
田
に
立
る
。
人
形キ

ヤ
ウ

古フ
ル

蓑ミ
ノ

笠カ
サ

を
以
造
る
。

鳴ナ
ル

子コ　

秋
の
田
の
と
り
驚

オ
ト
ロ
カし

板
に
管ク

ダ

を
以

持
付
引ヒ

キ
タ板

ノ
類ル

イ

也
。

『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
で
は
、「
案（

か
か
し
）

山
子
」
と
「
鳴
子
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
詠
ん

で
い
る
。
特
に
案
山
子
に
つ
い
て
は
、
古
歌
ま
で
添
え
て
い
る
。

　
　
　

案（
か
か
し
）

山
子　

附
郷
談

　

深
山
田
の
実
る
比
に
ハ
し（

猪
）ゝ

や
さ（

猿
）る

　
　
　
　
　
　
　

を
ど
す
た
め
ぞ
や
か
ゝ
し
立
を
け

　

何
人
の
と
な
へ
置
け
む
山
田
も（

守
）る

　
　
　
　
　
　
　

僧
都
は
鹿（

猪
）の

を
ぢ
坊
主
と
や

⒃

写真 5　案山子のある風景（金山町三条）
竹島善一氏撮影　昭和56年

図 4　『農業図絵』に描かれた村
（群）

雀
『日本農書全集』第26巻より

写真 4　ニュウナイスズメ（只見町）
左：雄、右：雌　新国勇氏撮影
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『会津農書』にみる鳥・虫・獣と農業

『
農
業
図
絵
』
の
も
と
と
な
る
『
耕
稼
春
秋
』
に
は
、「
な
る
こ
」
と
「
か
ゝ
し
」
の
絵

と
形
態
や
材
質
等
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
、
当
時
の
加
賀
地
方
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
　

な
る
こ

管
を
切
て
板
に
付
る
。
板
ハ
成
程
軽
き
か
よ
し
。
惣
し
て
鳥
類
の
お
と
し
、
品
々
に
ハ

死
鳥
、
死
獣
、
鳥
の
羽
又
ハ
竹
竿
何
に
て
も
黒
白
を
初
、
常
に
見
馴
さ
る
物
。
又
板
五

六
寸
に
横
幅
七
八
寸
、
但
板
薄
き
ハ
風
に
て
動
き
鳴
能
な
り
。

　
　

か
ゝ
し

鳥
威
な
り
。
胴
大
方
藁
に
て
拵
へ
、
其
上
に
古
笠
古
蓑
に
て
人
形
を
作
る
。
高
さ
三
四

　
　

古
哥　

山
田
も
る
僧
都
の
身
こ
そ
悲
し
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
は
て
ぬ
れ
バ
問
ふ
人
も
な
し

佐
瀬
林
右
衛
門
は
『
幕
内
農
業
記
』
で
、
キ
ビ
畑
に
立
て
る
鳥
お
ど
し
の
「
か
ゝ
し
」

の
作
り
方
を
、
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
。

　

一
、
瓜
の
鳥
の
き
び
ハ
右
節
積
リ
よ
り
は
や
く
蒔
へ
か
ら
す
、
早
ハ
た
け
に
延
萑（

雀
）の

食
ニ
な
る
也
。
ま
た
あ
ま
り
遅
き
は
不
登
石
取
す
く
な
し
。
き
ひ
穂
に
出
下
伏
候
ハ
ヽ

か
ゝ
し
す
へ
し
。
か
ゝ
し
に
ハ
麻
の
わ
く
そ
を
二
筋
よ
り
合
、
墨
に
て
染
、
竹
竿
を

立
、
右
之
糸
を
引
張
、
所
々
に
鳥
の
毛
を
結
付
、
風
吹
ハ
ふ
ハ
〳
〵
と
い
ふ
に
恐
て
鳥

不
寄
。
其
外
の
か
ゝ
し
ハ
様
々
の
ま
ね
し
て
か
ゝ
し
立
て
も
一
切
不
用
な
り
。

　

他
地
方
の
害
鳥
の
防
除
法　

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）、
菅
江
真
澄
は
『
は
し
わ
の
わ

か
ば
』
に
「
鹿
お
ど
し
」
な
る
鳥
追
い
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
六
月
六
日
、
胆
沢
郡

（
現
在
の
奥
州
市
）
で
水
田
の
畦
に
立
つ
、「
鹿
お
ど
し
」
を
見
て
お
り
、
そ
の
形
態
等
を

記
載
し
て
い
る
。

　

行
く
〳
〵
田
の
畔
の
路
を
た
ど
る
。
馬
の
毛
を
、
し
の
ゝ
長
串
に
さ
し
て
や
き
く
ろ

め
、
又
、
わ
ら
を
束
ね
切
り
や
い
て
是
も
串
に
つ
ら
ぬ
き
て
、
田
の
あ
ぜ
ご
と
に
さ
し

た
り
。
そ
は
鹿
お
ど
し
と
い
ふ
。
古
歌
に
、「
あ
す
よ
り
は
や
き
し
め
小
山
田
の
わ
か

わ
さ
の
ね
を
鹿
も
こ
そ
は
め
」
是コ

ハ

、
焼ヤ

イ
シ
メ標

に
こ
そ
あ
ン
な
れ
。
桜
鳥
（
む
く
ど
り
）
と

い
ふ
が
、
い
た
く
花
に
群
れ
て
遊
ぶ
を
、

　
　

む
ら
鳥
の
羽
風
に
ち
ら
ん
花
の
枝
も

　
　
　

や
き
し
め
は
え
よ
小
田
の
ま
す
ら
男

加
賀
地
方
の
『
農
業
図
絵
』
に
は
、
苗
代
に
種
子
籾
を
蒔
く
光
景
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

苗
代
の
畦
に
七
～
八
尺
の
木
や
竹
を
立
て
、
黒
い
も
の
を
下
げ
た
り
し
て
い
る
。
畦
に
は

麻
が
ら
や
割
竹
を
立
て
、
鳥
や
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
子
供
た
ち
は
、

⒄

棒
を
持
ち
、
音
を
た
て
た
り
し
て
雀

を
追
い
払
お
う
と
し
て
い
る
。
富
山

県
砺
波
市
郷
土
資
料
館
に
は
、「
雀

追
い
竹
鉄
砲
」
な
る
雀
を
追
う
民
具

が
あ
る
。「
麦
秋
や
稲
秋
に
雀
が
穂

を
つ
い
ば
む
の
で
、
こ
れ
で
威お

ど

し
て

追
い
払
っ
た
。
子
供
の
仕
事
だ
っ
た
。

大
正
期
～
昭
和
五
〇
年
頃
ま
で
使

用
。」
と
、
近
年
ま
で
使
用
さ
れ
て

き
た
。『
農
業
図
絵
』
に
描
か
れ
た

も
の
に
類
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

⒅

⒆

尺
斗
。

　

寛
延
元
年
写
の
『
会
津
農
書
』
下
巻
の

「
農
人
郷
談
」
に
は
、「
苗ナ

ヘ

量ハ
カ
リ」

と
「
麻ア

サ

量ハ
カ
リ」

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
棒
の
先
を
泥
な
ど
を
塗

り
、
鳥
お
ど
し
に
す
る
と
い
う
。

苗ナ
ヘ

量ハ
カ
リ

　

苗
代
へ
長
貮
尺
計
の
木
を
立
種

子
蒔
之
見
当
に
す
る
。
又
苗
の
長
端

を
計
る
始
を
苗
計
の
末
に
泥
を
付

或
ハ
焼
て
立
る
は
鳥
驚ヲ

ド
ロ
カし

。

麻ア
サ

量ハ
カ
リ

　

麻
種
子
蒔
て
長
五
尺
余
の
蓋
を

立
ル
。
芦
を
立
る
ハ
麻
梗
に
多
く
実

が
有
と
云
て
嫌キ

ロ
ウ。

此
麻
量ハ

カ
リハ

麻
の
長

短
を
計
ル
。
鳥
に
お
ど
ろ
か
し
。

　

農
耕
儀
礼
に
み
る
害
鳥
防
除
法　
『
会
津
農
書
』
著
述
当
時
、
農
民
た
ち
は
様
々
な
鳥

の
災
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
き
た
。
そ
し
て
神
に
願

う
方
策
も
と
ら
れ
て
き
た
。
田
の
神
に
祈
る
、
い
わ
ゆ
る
農
耕
儀
礼
と
し
て
、
年
中
行
事

が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、『
会
津
歌
農
書
』
上
之
本
の
「
種
子
糄や

き

米
」
が
あ

る
。
会
津
地
方
の
農
耕
儀
礼
と
し
て
、
苗
代
に
種
子
籾
蒔
き
が
終
わ
る
と
、
残
っ
た
種
子

籾
を
焼
米
に
し
て
水
口
と
呼
ば
れ
る
苗
代
へ
水
を
注
ぎ
入
れ
る
堰
口
に
、
苗
の
無
事
生
育

を
田
の
神
に
祈
願
し
供
え
る
行
事
で
、「
水
口
祭
り
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
焼
米
を

「
鳥
の
口
」
と
言
っ
て
蒔
く
と
あ
る
。

　

む
か
し
よ
り
種
子
の
余
り
を
糄
米
に

　
　
　
　
　
　
　

す
る
ハ
早
苗
の
祭
り
な
る
ら
ん

　

糄
米
を
鳥
の
口
と
て
苗
代
の

　
　
　
　
　
　
　

水
口
こ
と
に
い
つ
も
ま
く
な
り

図 5　『農業図絵』に描かれた母子に
よる雀追い

『日本農書全集』第26巻より

図 6　『北郷鄙土産憐民政要』に描かれた
「苗量」とみられる
『会津風土記・風俗帳』第3巻より
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水
口
へ
糄
米
ま
く
ハ
種
子
籾
を

　
　
　
　
　
　
　

鳥
の
ひ
ろ
ハ
ぬ
よ
け
と
こ
そ
き
け

幕
内
の
大
川
向
い
の
中
荒
井
組
（
現
在
の
会
津
若
松
市
北
会
津
町
中
荒
井
周
辺
）
の
貞

享
二
年
の
『
中
荒
井
與
三
十
二
箇
村
風
俗
帳
』（
以
下
『
中
荒
井
組
風
俗
帳
』
と
略
す
）
に

も
、「
種
子
焼
米
鳥
の
口
と
云
、
田
の
神
へ
備
水
口
へ
蒔
」
と
あ
る
。「
鳥
の
口
」
と
い
う

呼
称
は
、
会
津
地
方
の
各
地
に
存
在
し
た
こ
と
が
、
文
化
四
年
の
風
俗
帳
か
ら
も
知
る
こ

と
が
で
き
る
。「
鳥
の
口
」
は
、
鳥
が
餌
な
ど
を
つ
い
ば
み
始
め
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
か
、
不
明
で
あ
る
。

　

五　

近
世
の
風
俗
帳
に
み
る
鳥
の
民
俗

　

風
俗
帳
に
み
る
「
鳥
の
口
」　

現
在
の
喜
多
方
市
塩
川
町
周
辺
の
文
化
四
年
の
『
塩
川

組
風
俗
帳
』
に
は
、「
鳥
の
口
」
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
。

　

種
子
や
き
米　

た
ね
や
き
米
と
云
は
、
萌
し
種
子
を
や
き
米
に
す
、
鳥
の
口
と
言
て

苗
代
の
水
口
へ
少
し
蒔
事
も
あ
り
、
諸
鳥
種
子
を
不
レ
喰
た
め
と
云
、
娵
聟
の
舅
あ
る

い
ハ
隣
家
な
と
へ
や
り
と
り
す

喜
多
方
地
方
の
農
業
の
様
子
、
特
に
稲
作
を
中
心
に
記
載
し
た
宝
暦
一
三
年
（
一
七
六

三
）
中
野
義
都
著
の
『
北
郷
鄙
土
産
憐
民
政
要
』
に
は
、「
水
口
ま
つ
り
」
と
い
う
儀
礼

の
呼
称
が
見
ら
れ
る
。
会
津
地
方
で
は
田
植
機
械
が
普
及
す
る
以
前
、
水
口
ま
つ
り
を
行

っ
て
苗
の
成
長
を
祈
願
す
る
光
景
が
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
よ
く
見
ら
れ
た
と
い
う
。

⒇�

�

　

小
正
月
の
鳥
追
い　

小
正
月
の
一
月
一
四
、
一
五
日
に
は
、
一
年
の
豊
作
を
祈
願
し
て
、

模
擬
的
に
農
作
業
の
仕
草
を
行
う
。
民
俗
学
で
は
、「
予
祝
行
事
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
に
は
、「
鳥
追
い
」
な
ど
と
呼
び
、
屋
敷
内
の
鳥
を
大
声
で
追
う
行
事
が
、
全
国
津
々

浦
々
で
行
わ
れ
て
き
た
。『
会
津
歌
農
書
』
下
之
末
の
「
耕
作
祭
」
の
一
首
に
「
鳥
追
」
が

詠
ま
れ
て
い
る
。

　

初
春
の
望
日
の
朝
の
鳥
追
ハ

　
　
　
　
　
　
　

作
り
を
食は

ま

ぬ
祭
り
事
也

現
在
の
南
会
津
郡
南
会
津
町
と
日
光
市
藤
原
町
三
依
周
辺
に
か
け
て
の
風
俗
帳
、
貞
享

二
年
の
『
郷
村
地
方
内
定
風
俗
帳　

会
津
郡
長
江
庄
』
に
は
、
子
供
た
ち
に
よ
る
鳥
追
い

の
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
正
月
十
四
日
）
夜
に
入
テ
子
共
集
リ
一
所
ニ
雪
ヲ
押
堅
メ
広
ク
雪
穴
ヲ
堀
明
、
其

内
ニ
群
リ
ア
ツ
マ
リ
餅
ナ
ド
ウ
チ
祝
ヒ
夜
更
テ
田
畑
ニ
ツ
ク
鳥
ヲ
追
フ
ト
テ
其
囃
、
朝

鳥
夕
鳥
佐
渡
ヶ
島
ヘ
ホ
フ
イ
ホ
イ

�

　
『
北
越
雪
譜
』
に
み
る
鳥
追　

雪
を
踏
み
固
め
た
ド
ウ
の
上
で
鳥
追
い
を
す
る
風
景
は
、

新
潟
県
魚
沼
地
方
な
ど
で
見
ら
れ
る
。『
北
越
雪
譜
』
の
「
正

し
ょ
う

月が
つ

鳥と
り

追お
ひ

櫓や
ぐ
ら

之の

図づ

」
は
、
天

保
七
年
（
一
八
三
六
）
当
時
の
鳥
追
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
説
も
詳
細
で
あ
り
、

会
津
地
方
の
柳
津
町
や
三
島
町
で
行
わ
れ
て
き
た
鳥
追
い
と
共
通
す
る
所
も
あ
る
。

　

我
越
後
に
は
小
正
月
の
は
じ
め
小
正
月
と
は
正
月
十
五
日
以
下
を
い
ふ
鳥と

り

追お
ひ

櫓や
ぐ
らと

て
去き

ょ

年ね
ん

よ
り
取と

り

除よ
け

お
き
た
る
山
な
す
雪
の
上
に
、
雪
を
以
て
高
さ
八
九
尺
あ
る
ひ
は
一
丈
余
に
も
、
高

さ
に
応お

う

じ
て
末す

ゑ

を
広ひ

ろ

く
雪
に
て
櫓や

ぐ
らを

築つ
き

立た
て

、
こ
れ
に
登の

ぼ

る
べ
き
階だ

ん

を
も
雪
に
て
作
り
、

頂い
た
だ
きを

平た
ひ
ら坦

に
な
し
松
竹
を
四
隅す

み

に
立
、
し
め
を
張は

り

わ
た
す
広
さ
は
心
に
ま
か
す
内
に

居
る
べ
き
や
う
に
む
し
ろ
を
し
き
な
ら
べ
、
小こ

ど
も
ら

童
等
こ
ゝ
に
あ
り
て
物
を
喰く

ひ
な
ど
し

て
遊あ

そ

び
、
鳥と

り
お
ひ
う
た

追
哥
を
う
た
ふ
。
そ
の
一
ツ
に
「
あ
の
と鳥り
や
、
ど何

こ所

か
ら
お追

つ
て
き来

た
、

�

図 7『北郷鄙土産憐民政要』に描か
れた「雀追い」

『会津風土記・風俗帳』第3巻より

写真 6　水口まつり（郡山市湖南町）
橋本勝雄氏提供　昭和45年頃撮影

写真 7　水口まつりの幣束（郡山市湖南町）
橋本勝雄氏提供　昭和45年頃撮影
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阿
賀
野
川
（
阿
賀
川
）
流
域
に
多
い
と
い
う
。

　

か
ら
す
追　
『
塩
川
組
風
俗
帳
』
に
は
、
子
供
た
ち
の
「
鳥
追
」
に
対
し
一
六
日
に
は

大
人
た
ち
が
「
か
ら
す
追
」
を
行
う
と
あ
る
。
同
様
の
記
述
は
、
現
在
の
喜
多
方
市
熱
塩

加
納
町
周
辺
の
文
化
四
年
の
『
五
目
組
風
俗
帳
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

十
六
日　

此
日
未
明
に
若
き
者
共
出
て
、
十
五
日
に
子
と
も
の
鳥
を
追
ふ
こ
と
く
、

か
ら
す
追
と
て
、
高
聲
に
や
ァ
ほ
う
〳
〵
〳
〵
と
て
家
こ
と
に
追
ふ
な
り
、
外
に
囃
歌

な
し

『
五
目
組
風
俗
帳
』
に
は
、
烏
を
追
う
い
わ
れ
を
記
述
し
て
い
る
。「
其
い
わ
れ
ハ
屋
の

上
へ
烏
来
り
、
葺
草
抜
け
ば
、
火
難
に
逢
ふ
と
言
伝
え
、
其
囃
に
ヤ
ア
イ
・
ホ
ウ
イ
〳
〵
」

と
あ
る
。
同
様
の
い
わ
れ
は
、『
北
郷
鄙
土
産
憐
民
政
要
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な

お
同
書
に
は
、「
雀
ヲ
追
フ
ノ
図
」
が
あ
り
、
宝
暦
一
三
年
当
時
の
鳥
追
い
の
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
貞
享
二
年
の
『
中
荒
井
組
風
俗
帳
』
は
、
烏
で
な
く
鷹
を
追
う
と
あ

る
。「
十
六
日
夜
の
内
よ
り
鷹
家
の
上
へ
不
付
様
に
子
供
追
ふ
、
是
ハ
葺
地
鷹
抜
候
得
ハ
、

凶
事
有
と
申
伝
、」
と
あ
る
。

�

し信

濃
な
ぬ
の
く国に
か
ら
お
つ
て
き
た
、

な
に
を
も持

つ
て
お
つ
て
き
た
、

し柴ば
を
ぬ束く
べ
て
お
つ
て
き
た
、

し芝ば
の
鳥と

り

も
か河

ば辺

の
と
り
も
、
た可

ち
や立

が
れ
ほ
い
〳
〵
引
」
お己

ら等

が

う裏ら
の
さ早

苗

田

な
へ
だ
の
と
り
は
、
お

つ
て
も
〳
〵
す

雀

鳲

ゞ
す
は
ど
り
た可

ち

や
が立

れ
ほ
い
〳
〵
引
」
あ
る
ひ
は

掘ほ
り

揚あ
げ

雪
を
す
て
ゝ
山
を
な
す
所
の
上
に

雪
を
以
て
四し

か
く方

な
る
堂
を
作
り
た

て
、
雪
に
て
物
を
お
く
べ
き
棚た

な

を

も
つ
く
り
、
む
し
ろ
を
し
き
つ
ら

ね
、
な
べ
・
や
く
わ
ん
・
ぜ
ん
・

わ
ん
抔な

ど

此
雪
の
棚
に
お
き
、
物
を

煮に
た
き焼

し
、
濁

に
ご
り

酒ざ
けな

ど
の
み
、
小こ

ど
も童

大
勢
雪
の
堂
に
い
き
ん
だ
う
と
云
遊あ

そ

び
、
同ど

う

音お
ん

に
鳥
追
哥
を
う
た
ひ
、

終い
ち

日に
ち

こ
ゝ
に
ゆ
き
ゝ
し
て
遊
び
く
ら
す
。
こ
れ
暖だ

ん

国こ
く

に
は
な
き
正
月
あ
そ
び
な
り
。
此

鳥と
り

追お
ひ

櫓や
ぐ
ら

宿し
ゅ
く

内な
い

に
い
く
つ
と
な
く
作
り
党と

う

を
な
し
て
あ
そ
ぶ
。

雪
で
壇
や
堂
を
築
い
て
鳥
追
い
を
す
る
風
習
は
、
会
津
地
方
で
も
柳
津
町
や
三
島
町
な

ど
で
は
、
近
年
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
。
新
潟
県
内
の
鳥
追
い
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

鳥
追
い
唄　

文
化
四
年
の
『
塩
川
組
風
俗

帳
』
の
「
鳥
追
」
の
唱
え
言
も
江
川
庄
の
も

の
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
若
干
違
う
の
で
次
に

紹
介
す
る
。

雀
か
あ
た
ま
を
八
ツ
に
割
て
、
小
俵
へ
ひ

し
き
入
て
、
佐
渡
か
し
ま
へ
ほ
う
〳
〵
も

ち
の
鳥
も
ほ
う
〳
〵
、
早
稲
の
鳥
も
ほ
う

ほ
う
、
あ
り
や
ァ
ほ
う
〳
〵

池
田
哲
夫
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
佐
渡

に
は
各
地
か
ら
雀
が
追
わ
れ
て
来
る
と
い
う

伝
承
は
、
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
い
と
い
う
。

ど
こ
か
ら
主
に
追
わ
れ
て
く
る
の
か
、
そ
の

唱
え
言
が
分
布
す
る
の
は
、
信
濃
川
流
域
と

図 8　『北越雪譜』に描かれた「鳥追櫓」
『日本庶民生活史料集成』第9巻より

写真 8　鳥追い（柳津町）
『奥会津　見えないものと暮らす』より

図 9　鳥追い（会津坂下町）
『古川利意年賀状版画集』より

図10　からす追い（会津坂下町）
『古川利意年賀状版画集』より
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現
在
の
南
会
津
町
古
町
周
辺
の
貞
享
二
年
の
風
俗
帳
『
会
津
郡
郷
村
之
品
々
書
上
ケ
申

帳
伊
南
古
町
組
』
に
は
、
七
草
粥
の
芹
を
た
た
き
刻
む
と
き
、
鳥
に
関
す
る
唱
え
言
を
言

い
な
が
ら
行
う
と
あ
る
。

一
正
月
七
日
ニ
ハ
未
明
ニ
年
男
芹
を
ま
な
板
へ
の
せ
、
何
た
ゝ
く
芹
た
ゝ
く
唐
土
の
鳥

と
日
本
の
鳥
さ
わ
た
ら
ぬ
間
に
芹
た
ゝ
く
せ
り
た
ゝ
く
、
と
唱
へ
申
候
、
粥
ハ
菜
、
蕪

ニ
雑
穀
品
々
を
入
七
色
取
合
、
煮
申
候
、（
以
下
略
）

　

か
せ
ど
り　

小
正
月
の
一
四
、
一
五
日
の
晩
に
、「
か
せ
ど
り
」
と
か
「
か
せ
鳥
」
と

い
っ
て
若
者
た
ち
が
蓑
笠
を
着
て
各
戸
を
訪
問
し
祝
う
行
事
が
、
貞
享
二
年
や
文
化
四
年

の
風
俗
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
南
会
津
町
に
位
置
す
る
文
化
四
年
の
『
田
島

�

と
て
木
鉢
の
口
お（

を
）少

し
わ
り
て
渡
す
、
其
砌
ひ
さ
く
に
水
を
入
て
か
く
る
、
是
を
か
せ

鳥
の
こ
と
ぶ
き
と
す
る
、
か
せ
鳥
に
出
候
者
農
業
の
節
無
病
の
由
申
伝
候

「
か
せ
ど
り
」・「
か
せ
鳥
」
の
語
源
と
か
い
わ
れ
を
、
風
俗
帳
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。『
北
郷
鄙
土
産
憐
民
政
要
』
に
は
、「
土
俗
の
言
葉
に
無
難
に
働
く
事
を
、
か
せ
ぐ
と

云
、
又
は
か
せ
い
鳥
と
云
、
加
勢
手
伝
ふ
も
多
き
と
い
ふ
」
と
、「
か
せ
ぎ
鳥
」
に
つ
な

が
る
記
載
が
あ
る
。「
鳥
」
に
関
連
す
る
語
彙
で
あ
ろ
う
。
貞
享
二
年
の
『
猪
苗
代
川
東

組
萬
風
俗
改
帳
』
に
は
、「
不
言
に
戸
を
た
た
き
鼻
を
な
ら
し
、
是
を
か
せ
と
り
と
申
、」

と
あ
る
。「
鼻
を
な
ら
し
」
と
は
、
鳥
の
鳴
き
声
に
見
た
て
た
の
か
、
鳥
と
の
関
連
を
思

わ
せ
る
行
為
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

鳥
名
が
つ
く
神
社　

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
の
『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
よ
る
と
、

南
会
津
郡
下
郷
町
か
ら
南
会
津
町
の
旧
田
島
町
に
か
け
て
、
鷲
神
社
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
鷲
と
の
関
連
等
は
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
下
郷
町
小
松
川
、
南
会
津
町
永
田
・
中

荒
井
・
滝
原
・
下
塩
沢
村
に
あ
る
。
下
郷
町
白
岩
に
は
、
白
鳥
神
社
が
あ
る
。

南
相
馬
市
原
町
区
渋
佐
の
新
田
川
河
口
に
は
、
赤
鷲
神
社
が
あ
る
。
秋
の
鮭
の
遡
上
時

期
に
初
漁
の
鮭
を
お
供
え
し
、
豊
漁
を
祈
る
と
い
う
。
オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
、
南
下
す
る
鮭
を

追
っ
て
北
国
か
ら
や
っ
て
来
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

六　

会
津
地
方
の
鳥
を
め
ぐ
る
民
俗

　

烏
を
め
ぐ
る
民
俗　

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
森
雪
翁
著
の
『
会
津
孝
子
伝
』
の
佐
瀬

与
次
右
衛
門
の
記
載
に
は
、
田
植
え
を
す
る
水
田
の
畦
で
与
次
右
衛
門
が
農
業
指
導
す
る

姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
畦
に
降
り
た
っ
た
鳥
と
空
を
飛
ぶ
鳥
二
羽
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ

の
大
き
さ
か
ら
み
て
、
烏
と
み
ら
れ
る
。
烏
は
雀
と
と
も
に
、
人
間
の
そ
ば
に
い
る
身
近

�

�

�

写真10　佐瀬与次右衛門の農業指導図
に描かれた烏（福島県立博物館蔵）

『会津孝子伝』より

図11　近世の相馬地方のカセドリ
岩崎真幸氏「糸ダテニテ頭四角に
作り着ス（「相馬藩領習俗聞書」
より）」『磐城民俗』第18号より

写真 9　子供たちによるカセドリ（昭和村両原）
昭和58年撮影

組
、
高
野
組
、
川
島
組
、
熨
斗
戸
組
風

俗
帳
』
か
ら
、
当
時
の
「
か
せ
鳥
」
の

様
子
を
見
た
い
。

　

か
せ
鳥　

所
に
よ
り
て
笠
鳥
と
も

云
、
十
四
日
の
夕
か
せ
鳥
と
て
水
呑

百
姓
の
子
共（

供
）、

或
は
下
人
等
蓑
笠
を

着
て
、
田
家
商
家
に
来
り
、
七
八
寸

の
鉢
に
笹（

マ
マ
）板

に
て
大
判
、
小
判
壱
両

の
形
と
真
似
短
長
の
銭
さ
し
、
或
は

鍬
鎌
抔
の
農
具
を
絵
に
書
て
調
入
、

物
不
レ

云
し
て
戸
お（

を
）た

た
く
、
此
相

図
お（

を
）心

得
て
件
の
鉢
お（

を
）調

取
身
躰
に

応
し
粟
、
蕎
麦
の
だ
ん
ご
鳥
肉
等
の

物
お（

を
）祝

ひ
、
田
地
の
水
口
お（

を
）明

け
候

�
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『会津農書』にみる鳥・虫・獣と農業

な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
烏
の
鳴
き
声
に
よ
っ
て
、
人
々
は
不
吉
な
出
来
事
を
予
感
し
た
り

も
し
て
き
た
。
安
藤
紫
香
氏
は
、「
烏
な
き
」
と
い
う
興
味
あ
る
文
章
を
書
い
て
い
る
。

烏
の
鳴
き
声
に
騒
ぎ
烏
と
死
に
烏
と
い
わ
れ
る
鳴
き
方
が
あ
り
、
普
通
烏
は
何
羽
い

て
も
カ
ー
ア
ー
カ
ー
ア
ー
と
ゆ
っ
た
り
と
、
あ
る
い
は
少
し
早
め
に
鳴
い
て
い
る
が
、

騒
ぎ
ご
と
や
火
事
な
ど
の
あ
る
と
き
の
鳴
き
声
は
「
カ
ア
、
カ
ア
、
カ
ア
」
と
非
常
に

せ
わ
し
く
本
当
に
何
事
が
あ
る
よ
う
に
鳴
き
続
け
る
。
そ
ん
な
日
は
「
今
日
は
烏
鳴
き

が
悪
い
か
ら
気
を
つ
け
ろ
」
と
言
う
。

死
人
が
出
る
よ
う
な
と
き
は
ガ
ー
ア
ァ
、
ガ
ー
ア
ァ
と
陰
に
こ
も
っ
た
悲
し
い
よ
う

な
声
で
鳴
き
続
け
る
。
そ
ん
な
朝
は
「
誰
か
死
ぬ
な
あ
気
を
つ
け
ろ
よ
」
と
言
う
。

烏
の
鳴
き
声
は
当
る
と
言
っ
て
農
村
で
は
今
も
生
活
の
な
か
に
生
き
て
い
る
。

烏
は
葬
送
儀
礼
と
も
関
わ
り
、
只
見
町
大
倉
で
は
棺ガ

ン

台ダ
イ

と
呼
ば
れ
る
棺
を
納
め
る
家
型

の
屋
根
の
軒
先
の
端
に
燕
の
形
に
紙
で
作
り
、
吊
し
下
げ
る
。
燕
は
死
人
の
道
案
内
を
務

め
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
只
見
町
坂
田
の
大
坪
で
は
、
ガ
ン
ブ
タ
の
四
方
の
角
の
上
に

�

鳥
形
（
ツ
バ
メ
と
い
う
）
を
作
っ
た
と
い
う
。
鳥
形
の
身
体
は
ダ
イ
コ
ン
や
ナ
ス
、
羽
は

付
木
で
作
ら
れ
た
。

大
沼
郡
三
島
町
大
登
の
旧
道
に
、「
金
烏
供
養
石
塔
」
と
刻
ま
れ
た
石
塔
が
建
立
さ
れ

て
い
る
。
年
号
銘
は
見
ら
れ
な
い
が
、
明
治
以
前
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
高
さ
八
八
セ

ン
チ
・
幅
四
一
セ
ン
チ
・
厚
さ
一
〇
・
五
セ
ン
チ
の
変
形
板
碑
型
で
あ
る
。
大
登
地
区
で

は
、
由
来
を
示
す
伝
承
等
は
ほ
と
ん
ど
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

『
広
辞
苑
』
に
よ
る
と
、「
き
ん
う
〔
金
烏
〕
は
、（
太
陽
の
中
に
三
足
の
烏
が
い
る
と
い

う
中
国
の
伝
説
に
よ
る
）
太
陽
の
異
称
。」
と
あ
る
。
三
島
町
の
「
金
烏
」
は
、ど
の
よ
う

な
存
在
な
の
か
現
在
不
明
で
あ
る
。
会
津
地
方
に
は
、「
金
烏
」
は
も
と
よ
り
「
烏
」
の

供
養
石
塔
は
、
管
見
の
限
り
で
は
三
島
町
大
登
の
も
の
唯
一
で
あ
る
。
他
地
方
に
も
、「
金

烏
」
ま
た
は
「
烏
」
の
供
養
石
塔
が
存
在
す
る
の
か
、
御
教
導
い
た
だ
き
た
い
。
唐
沢
孝

一
氏
は
、
金
烏
と
太
陽
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
中
国
の
神
話
か
ら
説
明
し
て
い
る
。「
中

国
の
神
話
で
は
、
太
陽
は
金
の
羽
を
持
つ
カ
ラ
ス
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
中
略
）

中
国
で
は
、
太
陽
を
『
金
烏
』
と
い
う
。
三
本
足
の
カ
ラ
ス
の
由
来
は
こ
こ
に
あ
る
の

だ
。
太
陽
の
国
日
本
で
は
、
こ
の
三
本
足
ガ
ラ
ス
が
古
代
か
ら
珍
重
さ
れ
て
き
た
。」
と

い
う
。
唐
沢
氏
の
説
明
か
ら
す
る
と
、
三
島
町
の
「
金
烏
供
養
石
塔
」
は
太
陽
と
の
関
連

す
る
も
の
か
、
太
陽
は
農
業
に
と
っ
て
も
大
切
な
存
在
で
あ
り
、
信
仰
の
対
象
と
も
な
ろ

う
。

�

�

�

�

写真11　金烏供養石塔（三島町大登）
『みしまの石祠と供養塔』より

写真11　金烏供養石塔（三島町
大登）の翻刻

『みしまの石祠と供養塔』より

図12　『田家すきはひ袋　耕作稼穡八景』
（安政年間　岩代）に描かれた「農の始」
『日本農書全集』第37巻より

筆
者
の
出
身
地
の
南
相
馬
市
鹿
島
区

で
は
、
正
月
一
一
日
の
「
農
の
始
め
」・

「
鍬
入
れ
」
の
時
、
正
月
飾
り
を
水
田

に
突
き
立
て
、
そ
の
前
に
お
供
え
餅
三

箇
を
早
稲
・
中
稲
・
晩
稲
に
見
立
て
並

べ
置
く
。
そ
し
て
「
カ
ラ
ー
ス
、
カ
ラ

ー
ス
」
と
大
き
な
声
で
烏
を
呼
ぶ
。
烏

が
ど
の
餅
を
喰
い
つ
ま
む
か
を
見
て
、

早
稲
の
餅
を
喰
い
つ
ま
ん
だ
ら
、
今
年

は
早
稲
が
豊
作
と
占
う
。
昭
和
二
十
年

代
ま
で
、
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
と
い

う
。
田
村
市
滝
根
町
菅
谷
で
も
、
同
様

の
儀
礼
が
あ
り
、「
ボ
ー
ボ
ー
」
と
言
い
な
が
ら
、
烏
を
呼
ん
だ
と
い
う
。

　

ツ
バ
メ
を
め
ぐ
る
民
俗　

ツ
バ
メ
は
、
春
先
に
や
っ
て
く
る
渡
り
鳥
で
、
屋
内
に
巣
を

作
る
こ
と
も
、
縁
起
が
よ
い
と
大
切
に
見
守
っ
て
き
た
。
ツ
バ
メ
は
田
植
え
の
こ
ろ
、
水

田
の
虫
を
食
う
益
鳥
で
も
あ
る
。
ツ
バ
メ
が
低
く
飛
ぶ
と
、
雨
が
近
い
な
ど
と
い
う
。
喜
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佐々木長生

か
ら
農
時
を
知
る
方
法
で
あ
る
。
農
業
に
と
っ
て
鳥
は
、「
勧
農
鳥
」
と
か
「
大
豆
蒔
鳥
」

な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
人
間
に
と
っ
て
時
を
知
ら
せ
る
存
在
で
も
あ
る
。

一
方
で
、
実
っ
た
穀
物
や
播
種
し
た
ば
か
り
の
種
子
を
食
べ
る
害
鳥
で
も
あ
る
。『
会

津
農
書
』
は
じ
め
多
く
の
農
書
に
は
、
害
鳥
除
け
の
対
策
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
案
山
子

や
鳴
子
な
ど
の
施
策
を
は
じ
め
、
小
正
月
の
予
祝
行
事
の
「
鳥
追
い
」
や
、
苗
代
の
種
子

蒔
き
後
の
「
水
口
ま
つ
り
」
に
焼
米
を
供
え
る
儀
礼
も
あ
る
。『
会
津
歌
農
書
』
で
い
う

「
鳥
の
口
」
で
、
鳥
が
寄
ら
な
い
呪
い
な
ど
で
あ
る
。

『
会
津
農
書
附
録
』
六
に
は
、
烏
が
夜
止
る
森
の
木
の
下
に
は
多
く
の
糞
が
落
ち
、
糞

混
り
の
落
ち
葉
は
貴
重
な
肥
料
で
あ
る
こ
と
を
、
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
鳥
の
糞
は
、

過
リ
ン
酸
肥
料
で
地
力
維
持
に
必
要
と
さ
れ
た
。
与
次
右
衛
門
は
、
益
鳥
と
し
て
鳥
の
存

在
を
記
載
し
て
い
る
。

ま
た
田
畑
の
土
壌
に
は
、
上
ノ
上
の
土
質
と
し
て
「
山
鳥
真
土
」
の
呼
称
や
、
雁
が
列

を
な
し
て
飛
ぶ
光
景
か
ら
、「
雁
行
」
な
ど
田
う
な
い
・
田
植
え
の
作
業
形
態
や
、「
雁
木

田
」
な
ど
棚
田
の
呼
称
な
ど
も
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
、
鳥
と
農
業

に
つ
い
て
観
る
こ
と
は
、
鳥
と
人
間
と
の
関
係
を
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

近
年
、
雀
の
姿
が
激
減
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
雀
の
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
。
一
方
、
烏
が
多
く
都
市
部
に
見
ら
れ
、
環
境
汚
染
な
ど
と
問
題
視
す
る
報
道

も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
都
市
の
電
線
に
夜
、
群
れ
を
な
し
て
止
り
、
落
下
し
た
糞
に
よ

る
被
害
も
一
例
で
あ
る
。
も
と
も
と
鳥
た
ち
の
住
処
で
あ
っ
た
森
が
、
都
市
化
に
よ
り
住

宅
街
と
な
り
、
鳥
た
ち
の
住
処
が
失
わ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

こ
れ
は
都
市
の
み
な
ら
ず
、
農
村
部
に
も
言
え
る
。
農
具
の
大
型
機
械
化
、
化
学
肥
料

の
使
用
、
農
薬
の
使
用
な
ど
に
よ
る
農
業
の
無
機
化
へ
の
変
遷
な
ど
、
農
業
環
境
の
変
容

と
も
い
え
る
。
絶
滅
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
再
生
の
た
め
、
兵
庫
県
の
農
家
で
は
有
機
農
法

の
積
極
的
な
取
り
組
み
、
冬
水
田
の
実
施
な
ど
、
農
家
の
努
力
が
実
り
、
年
々
数
も
増
加

し
て
い
る
と
い
う
。
佐
渡
の
ト
キ
も
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
鳥
と
農
業
の
関
係
、
鳥
と
人

間
と
の
共
生
を
示
し
て
い
る
。
加
賀
の
農
書
『
農
業
図
絵
』
に
は
、
四
季
を
通
じ
た
農
作

業
の
場
に
、
様
々
な
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
の
も
、
当
時
の
農
村
に
お
け
る
鳥
と
農
業
、
人

間
と
の
共
生
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
遠
藤
由
美
子
・
中
山
正
典
・
新
国
勇
・
橋
本
勝
雄
・
秡

川
信
弘
・
古
川
利
意
・
古
川
裕
司
・
安
ヶ
川
恵
子
諸
氏
よ
り
、
数
々
の
資
料
と
御
教
導
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

註⑴　

日
本
農
書
全
集
第
一
九
巻　
『
会
津
農
書
・
会
津
農
書
附
録
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会

多
方
市
慶
徳
周
辺
の
文
化
四
年
の
『
慶
徳
組
風

俗
帳
』
に
は
、
雨
乞
い
に
生
き
た
ツ
バ
メ
を
渕

に
沈
め
る
と
、
雨
が
降
る
と
あ
る
。「
亦
其
本

村
（
慶
徳
村
）
の
内
大
川
に
淡（

泡
）の

巻
と
い
ふ
大

渕
あ
り
、
之
へ
生
き
た
る
燕
を
沈
め
し
と
き
は

雨
ふ
る
と
云
伝
ふ
」
と
あ
る
。
ツ
バ
メ
と
雨
と

の
関
連
が
あ
る
の
か
、
伝
承
で
は
確
認
で
き
な

い
。鳥

と
気
象
の
関
連
で
は
、「
百も

舌ず

の
速は

や

贄に
え

」

な
ど
と
呼
び
、
モ
ズ
が
秋
に
虫
な
ど
を
捕
え
て
、

木
の
枝
に
突
き
刺
し
て
お
く
。
冬
の
餌
に
す
る

も
の
で
、
高
い
場
所
に
刺
し
て
お
く
と
冬
に
大

雪
が
降
る
と
、
人
々
は
心
が
け
冬
の
準
備
に
入

る
の
は
雪
国
の
慣
わ
し
で
あ
る
。

　

ウ
グ
イ
ス
を
め
ぐ
る
民
俗　

春
と
い
え
ば
、「
梅
に
鶯
」
と
た
と
え
ら
れ
る
が
、
会
津

地
方
は
雪
国
で
あ
る
の
で
、
春
の
到
来
は
遅
れ
る
。
鶯
は
「
春は

る

告つ
げ

鳥と
り

」
と
も
呼
ば
れ
、

「
初は

つ

音ね

」
と
呼
ぶ
素
朴
な
竹
の
笛
で
鶯
の
鳴
き
声
、
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
鳴
ら
し
、
春
を
呼

ん
だ
と
い
う
。
元
日
に
は
初
音
売
り
が
、
鶯
の
鳴
き
声
を
吹
き
鳴
ら
し
、
売
り
歩
い
た
と

い
う
。
大
正
七
年
の
『
大
沼
郡
誌
』
に
は
、「
初
音
売　

元
日
早
朝
に
竹
に
て
造
り
た
る

初
音
と
云
ふ
も
の
を
売
り
歩
く
、
寒
さ
厳
し
く
未
だ
鶯
の
初
音
を
も
聞
か
れ
ざ
る
よ
り
、

人
造
の
初
音
を
売
り
歩
く
も
の
か
、」
と
あ
る
。
初
音
売
り
は
、村
の
青
年
た
ち
が
小
遣
い

稼
ぎ
に
行
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
会
津
若
松
市
の
民
芸
工
房
で
僅
か
な
が
ら
製
造
し
、
販

売
し
て
い
る
。

　

結
び
に
か
え
て

『
会
津
歌
農
書
』
序
に
、「
む
か
し
ハ
花
に
宿
る
鶯
、
水
に
す
む
蛙
ま
で
歌
を
読
し
と
な

り
。
い
わ
ん
や
、
人
間
に
お
ゐ
て
お
や
。」
と
佐
瀬
与
次
右
衛
門
は
『
会
津
農
書
』
の
内

容
を
歌
で
著
し
た
目
的
を
記
述
し
て
い
る
。
花
・
鶯
・
蛙
と
い
っ
た
与
次
右
衛
門
の
自
然

観
を
、
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

与
次
右
衛
門
は
、
自
然
の
移
り
変
わ
り
を
植
物
の
生
育
状
況
を
萌
ぶ
き
や
開
花
・
落
花

や
残
雪
の
形
、
そ
し
て
鳥
や
虫
の
鳴
き
声
な
ど
か
ら
把
握
し
、
農
作
業
を
行
う
時
期
す
な

わ
ち
「
農
時す

」
を
見
究
め
る
こ
と
を
、『
会
津
農
書
』
に
記
載
し
て
い
る
。
植
物
の
生
育

や
残
雪
は
、
目
で
観
る
視
覚
的
な
方
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
鳥
や
虫
は
鳴
き
声
（
聴
覚
）

�

�

写真12　モズノハヤニエ（只見町）
新国勇氏撮影
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『会津農書』にみる鳥・虫・獣と農業

　

昭
和
五
七
年

⑵　

日
本
農
書
全
集
第
二
〇
巻　
『
会
津
歌
農
書
・
幕
内
農
業
記
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会

　

昭
和
五
七
年

⑶　

註
⑴
所
収

⑷　

註
⑵
所
収

⑸　

中
山
正
典　
『
富
士
山
は
里
山
で
あ
る
︲
農
が
つ
く
る
山
麓
の
風
土
と
景
観
︲
』　

農

山
漁
村
文
化
協
会　

平
成
二
五
年

⑹　

日
本
農
書
全
集
第
三
九
巻　
『
深
耕
録
・
百
姓
耕
作
仕
方
控
ほ
か
』　

農
山
漁
村
文
化

協
会　

平
成
一
一
年

⑺　

菅
江
真
澄　
「
は
し
わ
の
わ
か
ば
」　

内
田
武
志
・
宮
本
常
一
編　
『
菅
江
真
澄
全
集
』

第
一
巻　

未
來
社　

昭
和
四
六
年

⑻　

日
本
農
書
全
集
第
三
八
巻　
『
東
郡
田
畠
工
作
幷
草
木
目
当
書
上
農
業
順
次
・
促
耕

南
針
・
家
政
行
事
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

平
成
六
年

⑼　

日
本
農
書
全
集
第
一
六
巻　
『
百
姓
伝
記
』
巻
之
一
～
巻
之
七　

農
山
漁
村
文
化
協

会　

昭
和
五
四
年

⑽　

日
本
農
書
全
集
第
二
六
巻　
『
農
業
図
絵
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

昭
和
五
八
年

⑾　

長
谷
川
吉
次　
「
会
津
農
書
の
新
写
本
（
寛
延
期
の
佐
々
木
本
と
明
治
期
の
初
瀬
川

本
、
弘
化
期
の
角
田
本
と
の
比
較
）」『
農
書
を
読
む
』
第
五
号　

農
書
を
読
む
会　

昭
和
五
八
年

⑿　

日
本
農
書
全
集
第
四
巻　
『
耕
稼
春
秋
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

昭
和
五
五
年

⒀　

佐
々
木
長
生　
「
福
島
県
内
に
お
け
る
近
世
の
拍
子
田
と
太
鼓
田
―
『
会
津
農
書
』

の
拍
子
田
と
田
歌
を
中
心
に
―
」『
歴
史
と
民
俗
』
第
三
六
号　

神
奈
川
大
学
日
本

常
民
文
化
研
究
所　

令
和
二
年

⒁　

新
国
勇　
「
只
見
野
鳥
雑
記
」『
只
見
と
っ
て
お
き
の
話
Ⅱ
』　

福
島
県
只
見
町　

令

和
二
年

⒂　

庄
司
吉
之
助
編　
『
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳
』
第
三
巻　

文
化
風
俗
帳
所
収　

歴
史

春
秋
社　

昭
和
五
五
年

⒃　

日
本
農
書
全
集
第
六
巻　
『
私
家
農
業
談
・
農
業
談
拾
遺
雑
録
』　

農
山
漁
村
文
化
協

会　

昭
和
五
四
年

⒄　

註
⑹
所
収

⒅　

日
本
農
書
全
集
第
二
六
巻　
『
農
業
図
絵
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

昭
和
五
八
年

⒆　

編
集
・
発
行
砺
波
市
立
砺
波
郷
土
資
料
館　
『
砺
波
の
民
具
』　

平
成
一
八
年

⒇　

庄
司
吉
之
助
編　
『
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳
』
第
二
巻　

貞
享
風
俗
帳
所
収　

歴
史

春
秋
社　

昭
和
五
五
年

�　

註
⒂
所
収

�　

註
⒂
所
収

�　

註
⒇
所
収

�　

岡
田
武
松
校
訂　

ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
『
北
越
雪
譜
』　

岩
波
書
店　

平
成
三
年

�　

註
⒂
所
収

�　

註
⒇
所
収

�　

註
⒂
所
収

�　

註
⒅
所
収

�　

丸
井
佳
寿
子
監
修　
『
新
編
会
津
風
土
記
』
第
二
巻　

歴
史
春
秋
社　

平
成
一
二
年

�　

註
⑴
口
絵
参
照

�　

安
藤
紫
香　
『
こ
ん
な
暮
し
が
あ
っ
た
』　

歴
史
春
秋
社　

昭
和
五
六
年

�　

只
見
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編　
『
只
見
町
史
』
第
三
巻
民
俗
編
所
収　

只
見
町　

平

成
五
年

�　

三
島
町
文
化
財
専
門
委
員
会　
『
み
し
ま
の
石
祠
と
供
養
』　

三
島
町
教
育
委
員
会　

昭
和
五
七
年

�　

新
村
出
編　
『
広
辞
苑
』
第
五
版　

岩
波
書
店　

平
成
一
〇
年

�　

唐
沢
孝
一　
『
カ
ラ
ス
は
天
才
！
』　

ご
ま
書
房　

平
成
八
年

�　

註
⒀
所
収

�　

大
沼
郡
役
所
編　
『
大
沼
郡
誌
』（
大
正
六
年
序
）　

復
刻
版
名
著
出
版
発
行　

昭
和

四
七
年
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佐々木長生

 　

第
二
章
『
会
津
農
書
』
に
み
る
虫
・
獣
と
農
業

は
じ
め
に

「
害
虫
」
と
か
「
雑
草
」
と
い
う
言
葉
は
、
近
世
の
農
業
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
使
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
わ
が
国
に
は
、
近
世
に
著
述
さ
れ
た
約
七
〇
〇
の
農

書
の
中
で
、「
害
虫
」
と
い
う
表
記
は
一
件
、「
雑
草
」
は
二
件
に
過
ぎ
な
い
。「
害
虫
」・

「
雑
草
」
と
い
う
言
葉
が
、
一
般
に
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
西
欧
か
ら
近

代
農
学
が
入
っ
て
き
た
明
治
以
後
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
害
虫
の
発
生
は
神
仏
の
怒

り
や
祟
り
に
よ
る
も
の
、
或
は
気
象
条
件
や
陰
陽
の
気
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
と
「
湧
」
も

の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

若
松
城
下
に
隣
接
す
る
幕
内
村
（
現
在
の
会
津
若
松
市
神
指
町
幕
内
）
の
肝
煎
佐
瀬
与

次
右
衛
門
は
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
『
会
津
農
書
』
を
著
述
し
て
い
る
。
そ
の
内

容
を
農
民
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
、
覚
え
や
す
い
よ
う
に
と
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）

に
和
歌
で
綴
っ
た
『
会
津
歌
農
書
』
を
著
述
し
て
い
る
。

『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
に
は
、「
作
食
虫
禽
獣
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
当
時
会
津
地

方
に
生
息
し
、
農
作
物
を
食
べ
る
虫
・
鳥
・
獣
に
つ
い
て
記
載
し
、
虫
の
一
部
に
つ
い
て

は
簡
単
な
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
生
物
学
上
か
ら
も
、
貴
重
な
学
術
資
料
と
い
え
る
。

ま
た
、『
会
津
歌
農
書
』
が
著
述
さ
れ
た
こ
ろ
と
同
年
代
と
み
ら
れ
る
、『
会
津
農
書
附
録
』

二
に
も
、
稲
作
・
畑
作
に
付
く
虫
に
つ
い
て
説
明
す
る
記
載
が
あ
る
。
同
書
附
録
八
の
序

に
は
、「
前
後
を
分
て
、
鍬
入
よ
り
刈
入
に
至
る
ま
て
の
業
、
或
ハ
花
実
の
形
、
農
器
の

品
、
田
畑
に
災

ワ
サ
ハ
イを

な
す
昆
虫
、
飛
虫
、
禽
獣
の
容ス

カ
タま

で
絵
図
に
顕
し
、
書
集
て
附
録
八
巻

と
な
し
に
け
り
。」
と
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
絵
農
書
」
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
が

あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
絵
図
」
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、『
会
津
絵
農
書
』
と
で
も
い
う
べ
き
、

新
た
な
形
の
農
書
と
な
り
、
現
在
未
発
見
の
一
、
三
、
五
、
七
巻
の
発
見
が
期
待
さ
れ

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
更
な
る
昆
虫
、
鳥
、
獣
の
詳
し
い
資
料
、
特
に
虫
の
種
な
ど
の
特
定

す
る
に
有
効
な
資
料
と
な
り
得
よ
う
。

本
稿
で
は
、『
会
津
歌
農
書
』
に
記
載
さ
れ
た
「
災

ワ
サ
ハ
イを

な
す
昆
虫
、
飛
虫
、
禽
獣
」
に

つ
い
て
、
そ
の
種
類
の
分
析
と
何
の
作
物
に
「
災
を
な
す
」
か
、
そ
の
防
除
と
対
策
法
に

つ
い
て
抽
出
し
、
当
時
の
虫
の
災
と
農
業
と
、
民
俗
に
つ
い
て
資
料
を
整
理
し
、
若
干
の

考
察
を
行
い
た
い
。

資
料
は
、
佐
瀬
与
次
右
衛
門
著
の
『
会
津
農
書
』・『
会
津
歌
農
書
』・『
会
津
農
書
附

⑴

⑵

⑶

⑷

録
』
を
中
心
に
、
与
次
右
衛
門
の
娘
婿
林
右
衛
門
の
正
徳
三
年
（
一
七
一
二
）
著
の
『
幕

内
農
業
記
』、
貞
享
二
年
と
文
化
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
会
津
地
方
の
風
俗
書
上
帳
等
の

文
献
資
料
と
、
会
津
地
方
の
民
俗
行
事
と
比
較
照
合
し
な
が
ら
、
会
津
地
方
に
お
け
る
近

世
の
農
民
た
ち
の
虫
・
鳥
・
獣
な
ど
、
農
業
を
介
し
て
の
共
生
関
係
と
観
念
等
に
つ
い
て

観
て
み
た
い
。
な
お
、
鳥
に
つ
い
て
は
第
一
章
「『
会
津
農
書
』
に
み
る
鳥
と
農
業
」
を

参
照
さ
れ
た
い
。

　

一　
『
会
津
歌
農
書
』
に
み
る
災
な
す
虫

　

気
候
不
正
と
災
な
す
虫
の
発
生　

佐
瀬
与
次
右
衛
門
は
、
農
作
物
に
「
災

ワ
サ
ハ
イな

す
」
虫
の

発
生
は
、「
気
候
不
正
」
に
一
因
が
あ
る
と
す
る
考
え
を
、『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
気
候

不
正
作
毛
催
」
に
、「
或
歳
々
冬
雪
不
降
、
暖
気
ニ
而
梅
、
桃
、
李
、
蕪
菁
子
花
開
、
虫
類

生
。」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
雪
が
少
な
く
暖
か
い
冬
の
翌
年
に
は
、「
虫
類
生
。」

と
言
う
の
で
あ
る
。
雪
の
多
少
に
よ
り
、
農
作
物
の
作
柄
状
況
を
述
べ
る
一
方
で
、
雪
の

少
な
い
翌
年
は
虫
が
多
く
発
生
す
る
と
い
う
。『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
で
、
与
次
右
衛
門

は
説
明
し
て
い
る
。

　
　
　
　

雪
積
冬

冬
雪
の
積
る
ほ
ど
よ
し
翌
年
の

　
　
　
　
　
　

夏
田
も
更
に
水
多
く
し
て

堤
井
の
土
底
う
る
ほ
ひ
水
持
の

　
　
　
　
　
　

よ
き
も
冬
雪
積
る
ゆ
へ
な
り

冬
雪
の
深
く
つ
も
れ
バ
翌
年
の

　
　
　
　
　
　

土
温

（
う
る
お
）ひ

て
作
り
よ
ろ
し
き

　
　
　

雪
不
レ
降
冬

冬
雪
の
ふ
ら
ぬ
を
嫌
ふ
地
作
り
ハ

　
　
　
　
　
　

よ（
翌
）く

年
畑
の
虫
多
き
と
て

元
よ
り
も
冬
雪
ふ
ら
ぬ
よ
く
年
の

　
　
　
　
　
　

諸
作
の
出
来
ハ
中
と
い
ひ
け
り

天
の
気
も
正
し
か
ら
ざ
る
年
あ
り
て

　
　
　
　
　
　

春
の
日
寒
く
夏
ハ
ひ
や
ゝ
か

春
雨
や
夏
ゆ
ふ
だ
ち
の
か
ゝ
り
て
も

　
　
　
　
　
　

気
候
不
正
に
稲
ハ
ミ
の
ら
ず

　
　
　

気
候
順
正

唐（
も
ろ
こ
し
）

土
の
聖
の
御
大
の
気
候
順

⑸
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『会津農書』にみる鳥・虫・獣と農業

　
　
　
　
　
　
　

五
ふ（

風
）う

十
雨
の
例
し
有
と
ぞ

吹
風
ハ
枝
も
鳴
ら
さ
ず
降
雨
に

　
　
　
　
　
　

地
の
塊
を
お（

侵
）か

さ
ね
は
正

天
の
気
順
正
な
れ
バ
草
木
や

　
　
　
　
　
　

五
穀
も
実
る
民
の
幸

こ
の
考
え
は
、
わ
が
国
で
最
初
の
本
格
的
な
害
虫
駆
除
の
書
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

の
『
除
蝗
録　

全
』
の
総
論
冒
頭
で
、
著
者
大
蔵
永
常
の
記
載
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

夫そ
れ

気き

候こ
う

ふ
順じ

ゅ
んな

る
時と

き

ハ
稲い

ね

に
蝗

い
な
む
し〈

く
わ

う

〉
生し

や
うじ

害が
い

を
な
し
て
飢き

饉ゝ
ん

に
至い

た

る
。
是こ

れ

天
下
の

一い
ち

大だ
い
く
わ
ん

患
〈
う
れ

へ

〉
な
り
。
然し

か
らバ

農の
う

家か

蝗む
し

を
防ふ

せ
ぐの

方ほ
う

を
し
ら
ず
ん
バ
有あ

る

べ
か
ら
ず
。

　

与
次
右
衛
門
は
、
稲
に
虫
が
付
く
理
由
と
し
て
、
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
時
期
よ

り
も
遅
く
植
え
た
苗
に
は
虫
が
付
き
や
す
い
。
ま
た
、
種
子
籾
を
遅
く
蒔
い
た
の
は
、
苗

が
柔
ら
か
く
虫
が
付
き
や
す
い
と
説
明
し
て
い
る
。
種
子
籾
浸
し
・
種
子
籾
蒔
き
・
田
植

え
に
は
、
決
ま
っ
た
日
数
が
必
要
で
あ
り
、
古
く
か
ら
農
民
た
ち
が
守
り
続
け
て
き
た
、

「
定
法
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
ま
き
時
を
怠
た
る
事
な
か
れ
。」
と
、『
会
津
農
書

附
録
』
二
で
戒
め
て
い
る
。（
後
述
）

　
『
百
姓
伝
記
』
に
み
る
気
候
不
正
と
災
な
す
虫
の
発
生　

東
海
地
方
の
農
書
『
百
姓
伝

記
』
は
、
天
和
年
間
（
一
六
八
一
～
八
三
）
頃
著
述
さ
れ
た
と
さ
れ
る
、『
会
津
農
書
』

と
同
年
代
の
農
書
で
あ
る
。『
百
姓
伝
記
』
に
も
気
候
不
正
か
ら
災
な
す
虫
が
発
生
す
る

理
由
を
記
し
、
そ
の
防
除
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
早
稲
の
わ
ら
灰
が
災
を
防
ぐ
と
記

載
し
て
い
る
。
併
せ
て
虫
の
発
生
す
る
種
別
と
、
そ
の
生
態
を
も
記
載
し
て
い
る
。
虫
の

出
自
に
よ
る
分
類
と
作
物
へ
の
食
害
を
記
載
し
た
も
の
で
、『
会
津
歌
農
書
』
の
虫
類
を

位
置
付
け
る
上
で
参
考
と
な
る
た
め
、
長
文
で
あ
る
が
引
用
し
た
い
。

　

一
、
わ
せ
わ
ら
は
ひ
を
四
季
と
も
に
作
毛
の
こ
や
し
に
置
時
ハ
其
作
毛
に
や
ま
ひ
付

事
な
し
。
宝
土
の
し
つ
を
さ
る
ゆ
へ
な
り
。
土
よ
り
わ
き
出
る
虫
ハ
、
大
か
た
し
つ
性

の
も
の
な
り
。
世
に
生
る
も
の
、
し
つ
性
・
た
い
生
・
ら
ん
生
・
化
生
と
い
ひ
て
、
四

生
の
も
の
よ
り
外
な
し
。
作
毛
に
わ
く
虫
ハ
大
か
た
し
つ
生
の
虫
な
り
。（
中
略
）　

先

稲
に
わ
く
む
し
の
る
い
、
苗
の
時
に
ハ
根
に
ほ
そ
き
う
ぢ
わ
く
事
多
て
、
其
な
ゑ
あ
か

く
な
る
。
ま
た
根
を
き
る
虫
わ
く
。
苗
の
し
ん
葉
か
る
ゝ
事
多
き
な
り
な
り
。
ま
た
葉

を
喰
ふ
虫
わ
く
。
ミ
な
土
よ
り
生
る
虫
な
り
。
畠
作
毛
を
あ
ら
す
に
ハ
、
土
の
う
ち
を

く
ゞ
り
あ
る
き
、
作
毛
の
根
を
く
い
き
る
。
ま
た
土
を
も
ち
た
ふ
し
作
毛
を
か
ら
す
。

お
の
つ
か
ら
立
毛
の
ず
い
に
わ
き
、
ま
た
ハ
葉
に
わ
く
虫
、
ミ
な
も
つ
て
し
つ
生
・
化

生
の
虫
多
き
な
り
。

　

ま
た
、
同
書
に
は
気
候
不
順
の
特
に
雨
の
多
い
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
多
く
発
生
す
る

虫
の
名
称
を
あ
げ
、
そ
の
防
除
法
と
し
て
早
稲
の
わ
ら
灰
と
ゴ
ギ
ョ
ウ
・
ヨ
モ
ギ
な
ど
を ⑹

⑺

粉
に
し
た
も
の
と
合
せ
て
振
り
か
け
る
方
法
を
も
記
載
し
て
い
る
。
原
初
的
な
薬
剤
に
よ

る
防
除
と
い
え
る
。

　

一
、
陰
陽
か
な
ひ
た
る
と
し
ハ
、
万
作
に
や
ま
ひ
付
事
ま
れ
な
り
。
か
た
ふ
り
・
か

た
て
り
な
る
年
、
必
損
毛
多
し
。
先
春
よ
り
秋
ま
て
雨
し
け
き
年
、
必
諸
作
毛
に
根
虫
・

葉
虫
・
き
り
う
ぢ
・
蟻
ま
き
・
こ
ゝ
め
虫
、
油
虫
、
其
外
色
々
の
虫
付
物
な
り
。
そ
の

節
に
ハ
す
ゝ
の
こ
ま
か
な
る
に
、
わ
せ
わ
ら
の
灰
を
、
五
ぎ
や
う
・
も
ぐ
さ
、
か
や
う

の
る
い
を
粉
に
し
て
合
し
、
朝
露
の
う
ち
に
、
や
ま
ひ
あ
る
作
毛
に
ふ
り
か
け
よ
。
二

三
度
に
及
ひ
て
ハ
必
う
せ
る
も
の
な
り
。
露
な
く
ハ
、
う
す
き
小
便
を
う
ち
て
後
ふ
り

か
け
よ
。
ま
た
ひ
て
り
に
の
そ
ミ
、
や
ま
ひ
付
に
は
、
水
に
す
ゝ
を
出
し
、
ま
た
う
す

き
小
便
に
て
す
ゝ
を
と
き
、
や
ま
ひ
あ
る
作
毛
に
う
ち
て
よ
き
な
り
。

こ
れ
ら
の
記
載
は
、
わ
が
国
の
害
虫
防
除
法
の
古
典
的
な
資
料
と
い
え
る
。
同
書
巻
九

「
田
耕
作
集
」
に
は
、「
寒
国
の
米
ハ
虫
さ
す
事
な
く
、
暖
国
の
米
は
虫
つ
き
す
た
る
事
多

し
。」
と
、
暖
国
で
多
く
虫
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
同
書
巻
十
二
「蘄戰蕺

菜
耕
集
」
に
は
、
大
根
に
虫
が
付
い
た
時
の
防
除
法
を
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
。

　

一
、
大
こ
ん
に
や
ま
ひ
付
事
七
八
月
片
降
・
片
て
り
な
る
年
、
菜
く
た
し
・
あ
り
ま

き
・
こ
ゞ
め
む
し
付
も
の
な
り
。
雨
し
け
き
と
し
ハ
灰
に
煤
を
合
し
て
、
折
々
ふ
り
て

悪
気
を
さ
り
、
ま
た
日
て
り
の
時
や
ま
ひ
付
に
ハ
す
ゝ
水
に
て
と
き
う
つ
へ
し
。
必
風

な
き
処
・
木
の
下
・
藪
影
よ
り
や
ま
ひ
付
は
し
ま
る
も
の
な
り
。
四
つ
五
つ
葉
の
う
ち

に
ハ
虫
付
て
葉
を
喰
ひ
を
り
、
大
こ
ん
の
ず
い
に
通
り
、
ミ
な
う
せ
る
。
炙
箸
の
こ
と

く
に
桃
の
枝
に
て
こ
し
ら
へ
、
某
虫
を
ひ
ろ
ひ
す
つ
べ
し
。
二
三
べ
ん
に
及
て
ミ
な
う

せ
る
。
其
う
ち
に
大
こ
ん
も
そ
た
つ
そ
。
其
ま
ゝ
捨
置
て
ハ
ミ
な
す
た
る
な
り
。
は
や

ま
き
の
大
こ
ん
に
定
り
て
や
ま
ひ
付
な
り
。
寒
国
に
て
ハ
虫
付
事
す
く
な
し
。
暖
国
の

菜
大
こ
ん
に
や
ま
ひ
あ
り
。

同
書
巻
九
田
耕
作
集
で
は
、
冬
に
よ
く
田
打
を
行
い
、
寒
中
の
水
を
注
ぎ
氷
ら
せ
、
土

を
く
さ
ら
せ
ね
か
せ
、
土
に
う
る
お
い
を
与
え
る
と
、
稲
の
生
育
も
よ
く
、
虫
が
付
か
な

い
と
、
予
防
策
を
説
い
て
い
る
。

　

一
、
真
性
地
に
し
て
、
地
ふ
か
な
る
、
土
お
も
き
こ
わ
き
田
を
ハ
、
冬
よ
り
正
月
に

至
て
う
ち
、
寒
中
の
水
を
つ
け
て
こ
を
ら
せ
、
土
を
く
さ
ら
せ
ね
か
す
へ
し
。
土
に
う

る
ほ
ひ
出
来
、
稲
生
ひ
よ
く
、
虫
付
事
希
に
し
て
、
年
々
稲
大
穂
に
な
り
、
米
も
大
し

ぼ
な
り
。

　
『
百
姓
伝
記
』
の
こ
れ
ら
の
記
載
は
、『
会
津
歌
農
書
』
お
よ
び
『
会
津
農
書
附
録
』
に

記
載
さ
れ
た
害
虫
防
除
の
方
法
を
位
置
付
け
る
上
で
、
大
変
有
効
な
資
料
と
い
え
る
。
寒

国
と
暖
国
と
の
差
は
あ
る
が
、
当
時
の
虫
の
名
称
と
、
種
別
等
を
確
定
す
る
資
料
と
し
て

も
貴
重
で
あ
る
。
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佐々木長生

　
『
会
津
歌
農
書
』
に
み
る
蝗
虫
防
除
法　
『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
に
は
、
稲
に
付
く
虫

「
蝗い

な

虫む
し

」
の
捕
り
方
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
次
い
で
、
苗
の
中
に
入
り
姿
を
隠
し
、

捕
り
難
い
虫
に
つ
い
て
詠
ん
で
い
る
。
虫
が
増
え
る
前
に
、
早
く
捕
る
こ
と
を
指
導
し
て

い
る
。

　
　
　
　

蝗い
な

虫む
し

捕と
る

　

苗
の
葉
を
む
す
び
巣
籠
る
い
な
む
し
の

　
　
　
　
　
　
　

ふ
え
ざ
る
内
に
先
ほ
ご
し
と
れ

　

む
ゑ
出
て
苗
の
葉
く（

食
）ら

ふ
稲
の
虫

　
　
　
　
　
　
　

を
こ
た
ら
ず
と
れ
誇
ら
ざ
る
間
に

　
　
　
　

難
二
捕
捨
一
虫

　

節
間
通
し
や
苗
の
根
を
く
ふ
い
な
む
し
ハ

　
　
　
　
　
　
　

か
た
ち
か
く
れ
て
と
ら
れ
ざ
り
け
り

　

茎
や
葉
に
ひ
し
と
つ
き
け
る
あ
り
く
ゐ
の

　
　
　
　
　
　
　

か
た
ち
ハ
見
え
て
是
も
と
ら
れ
ず

　

風
俗
帳
に
み
る
災
な
す
虫
の
防
除
法　

稲
に
付
く
虫
の
捕
り
方
に
つ
い
て
記
載
し
て
い

る
も
の
に
、
貞
享
二
年
の
『
中
荒
井
與
三
十
二
箇
村
風
俗
帳
』（
以
下
、『
中
荒
井
組
風
俗

帳
』
と
略
す
）
が
あ
る
。
中
荒
井
組
は
、
幕
内
の
大
川
向
か
い
の
村
々
で
現
在
の
会
津
若

松
市
北
会
津
町
中
荒
井
付
近
で
あ
る
。
こ
の
記
載
に
は
、「
ざ
る
」・「
は
け
ご
」・「
箒

（
ほ
う
き
）」

な
ど
の
捕
獲
す
る
た
め
の
道
具
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
畑
作
の
虫
も
記
載
し
て
い

る
。一

田
作
虫
付
年
有
、
ほ
う
て
う
虫
、
な
か
こ
虫
、
か
ら
け
虫
と
い
ふ
三
色
有
、
な
か
こ

虫
ハ
稲
の
中
に
て
さ
し
枯
す
、
ほ
う
て
う
虫
葉
を
喰
、
か
ら
け
虫
稲
の
葉
一
面
に
か
ら

け
寄
す
る
ほ
う
て
う
虫
、
朝
毎
ざ
る
、
は
け
こ
等
に
て
、
稲
の
葉
を
撫
て
す
く
い
取
、

又
田
に
水
を
湛
て
箒
に
て
は
き
落
し
、
水
大
き
に
か
け
、
流
捨
か
ら
け
虫
朝
毎
稲
葉
か

ら
け
置
候
を
拾
い
、
取
捨
之
、
然
共
虫
多
年
ハ
不
用
、

一
畑
作
に
蟻
喰
と
ね
き
り
虫
と
二
色
有
、
あ
り
く
い
虫
ハ
諸
作
葉
の
裡
に
付
、
か
ら
け

萎
悪
し
、
根
切
虫
ハ
諸
作
の
本
を
喰
切

　

畑
作
に
災
な
す
虫
の
防
除
法　

畑
作
の
虫
捕
り
に
つ
い
て
、『
会
津
歌
農
書
』
中
之
末
で
、

朝
ご
と
に
怠
ら
ず
に
拾
い
捨
て
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　
　
　
　

畑
作
虫
拾
捨

　

を
こ
た
ら
ず
心
に
か
け
て
作
の
虫

　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
ご
と
に
ひ（

拾
）ろ

ひ
捨
た
る
が
よ
し

　

生
た
ち
の
秀
た
り
と
も
を（

怠
）こ

た
り
て

　
　
　
　
　
　
　

虫
を
と
ら
ず
ハ
作
り
あ（

荒
）れ

べ
し

⑻

　
『
会
津
農
書
』
中
巻
に
は
、
畑
作
に
付
き
や
す
い
虫
と
し
て
、
タ
バ
コ
の
「
根
切
虫
」

を
記
載
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
麦
を
栽
培
し
た
後
の
畑
に
は
、
根
切
虫
が
付
か
な
い
と

あ
る
。
麦
類
に
は
、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ク
ロ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
土
壌
浄
化
作
用
が
あ
る

と
い
う
。
そ
の
効
果
が
あ
る
の
か
、
与
次
右
衛
門
は
記
載
し
て
い
る
。

　

莨タ
ハ
コ菪

作
様
、
山
畑
、
里
畑
共
ニ
煙
草
作
ル
畑
ハ
二
毛
取
ナ
リ
。
大
麦
跡
ニ
ヨ
シ
。
春

畑
ニ
植
ハ
実
入
ヨ
シ
。
去
共
根
切
虫
多
ク
、
麦
跡
ハ
根
切
虫
ナ
シ
。

　

煙
草
に
「
根
切
虫
」
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
、『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
の
「
農
業
油

断
」
で
も
、
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
朝
ご
と
に
虫
を
捕
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

　

朝
ご
と
や
畑
の
た
ば
こ
の
虫
と
ら
で

　
　
　
　
　
　

■
疵

（
き
ず
）葉

に
な
す
は
油
断
故
な
り

　

林
右
衛
門
も
『
幕
内
農
業
記
』
で
、
茄
子
に
付
く
「
黒
切
」
の
よ
う
な
虫
に
つ
い
て
記

載
し
て
い
る
。

　

一
、
同
（
茄
子
）
生
立
候
ハ
ヽ
虫
付
候
か
気
を
付
、
朝
夕
覆
す
る
に
見
へ
し
。
虫
ハ

黒
切
の
様
成
、
少
赤
め
の
虫
也
。
壱
疋
付
は
一
夜
に
一
尺
廻
も
喰
な
り
。
取
様
は
、
日

暮
夜
に
入
、
火
を
燈
し
見
れ
は
喰
居
也
。
毎
晩
取
捨
へ
し
。
賢
こ
き
虫
に
て
昼
は
と
ま

の
中
に
か
く
れ
居
、
夜
な
〳
〵
出
テ
喰
ふ
な
り
。

　

麻
は
寒
冷
な
畑
地
が
生
育
が
よ
く
、
温
暖
な
畑
は
虫
が
付
き
や
す
く
、
里
畑
の
麻
は
よ

く
な
い
と
、
注
意
し
て
い
る
こ
と
が
『
会
津
農
書
』
中
巻
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

麻
ハ
夜
寒
ク
、
嵐
ノ
当
ル
所
ヨ
シ
。
故
ニ
山
畑
ノ
麻
ヨ
シ
。
里
麻
ハ
、
昼
夜
暖
ニ
テ
昼

ハ
照
ニ
強
ク
当
リ
、
長
ニ
不
延
、
夜
ハ
虫
イ
キ
レ
ニ
成
テ
虫
喰
故
ニ
、
里
畑
ノ
麻
ハ
悪
シ
。

　

収
穫
時
の
災
な
す
虫
の
防
除
法　
『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
秋
取
収
」
で
は
、
大
麦
・

小
麦
な
ど
刈
っ
た
ま
ま
畑
に
置
く
と
、
穂
に
虫
が
付
き
「
小
蝶
」
と
な
っ
て
飛
び
舞
う
の

で
、
虫
が
付
く
前
に
取
収
め
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。

　

諸
作
毛
之
取
収
其
節
々
ニ
為
レ

究
吉
。
大
麦
、
小
麦
ノ
麦
秋
ニ
蒔
仕
舞
後
レ
て
梗
麦
ニ

て
置
、
七
月
ニ
成
レ
ル
ハ
小
蝶
ハ
化
し
て
飛
舞
、
農
語
ニ
是
を
ホ
リ
ト
謂
也
。

　
「
ホ
リ
」
に
つ
い
て
、
注
記
で
は
「
麦
の
稈
中
の
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
が
羽
化
し
て
飛
び
舞

う
」
と
あ
る
。『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
に
、
飛
び
舞
う
「
ほ
り
」
の
絵
図
が
あ
り
、
そ
の

説
明
が
あ
る
。
ま
た
、「
漠
土
ノ
書
」
の
記
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

俗
ニ
曰
ほ
り
。
麦
ヲ
地
ニ
積
テ
久
シ
ク
置
ハ
羽
虫
ニ
変
ス
。
兒
蝶
ニ
似
テ
小
シ
。
漠
土
ノ

書
ニ
、
蟲
ハ
、
穀
久
シ
ク
積
ス
レ
バ
、
変
ジ
テ
飛
虫
ト
為
ル
ト
。
此
蟲
虫
ヲ
記
ス
カ
。

　
「
ほ
り
」
は
注
記
に
よ
る
と
、「
キ
バ
ガ
科
の
バ
ク
ガ
で
あ
ろ
う
。」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　

作
付
と
災
な
す
虫
の
防
除
法　
『
会
津
農
書
』
中
巻
に
は
、
多
く
の
畑
作
物
の
栽
培
法

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
述
の
特
色
と
し
て
、
栽
培
す
る
作
物
の
前
作
ま
た
後
作
、
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畝
間
に
栽
培
す
る
間
作
に
つ
い
て
、
順
序
よ
く
整
然
と
体
系
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

心
的
作
物
に
、
大
麦
・
小
麦
の
麦
類
が
あ
る
。
麦
は
秋
に
種
子
を
蒔
き
、
越
冬
し
、
春
に

は
菜
や
大
根
等
、
夏
野
菜
や
雑
穀
を
栽
培
す
る
。
麦
は
、
基
幹
作
物
と
し
て
、
麦
を
中
心

に
限
ら
れ
た
畑
を
順
序
よ
く
効
率
的
に
作
付
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
わ
ゆ
る
、
二

毛
作
・
三
毛
作
栽
培
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
返
し
」
と
呼
ば
れ
る
連
作
障
害
の
回
避
と
し

て
、
栽
培
作
物
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

麦
が
基
幹
作
物
に
な
り
う
る
性
質
に
、
大
麦
跡
に
タ
バ
コ
を
栽
培
す
る
と
、「
根
切
虫
」

が
付
か
な
い
こ
と
が
、『
会
津
農
書
』
中
巻
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ク
ロ
ッ
プ
と
し
て
の
麦
の
存
在
が
あ
り
、
土
壌
を
浄
化
す
る
作
用
が
大
麦

に
あ
り
、
そ
の
た
め
麦
を
基
幹
作
物
と
し
て
、
虫
害
防
除
の
働
き
を
も
長
年
の
農
業
経
験

か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
会
津
農
書
』
中
巻
に
は
、
そ
ん
な
一
面

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

天
気
と
災
な
す
虫
の
発
生
の
記
録　
『
会
津
農
書
附
録
』
四
に
は
、
元
禄
四
年
（
一
六

九
一
）
か
ら
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
一
九
年
間
に
わ
た
る
天
気
の
情
況
と
農
作
物
の

で
き
具
合
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
大
風
・
大
雨
・
旱
魃
・
大
雪
・
早
霜
・

遅
霜
な
ど
気
象
に
関
わ
る
災
害
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
に
は
、
虫
や
野
鼠
の
農

作
物
へ
の
被
害
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
箇
条
書
き
に
、
そ
の
状
況
を
紹
介
し
た
い
。

〇
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）

　

一
、
山
畠
に
野
鼠
多
く
出
て
作
の
実
を
く
ふ
。
又
熊
野
千
大
分
に
あ
れ
て
作
毛
の
実

を
食
ふ
也
。
方
々
に
て
鼠
お
く
り
を
す
る
。

〇
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）

　

一
、
い
な
虫
所
に
よ
り
て
大
分
に
付
ク
、
是
ハ
遅
ク
植
て
柔
成
稲
に
付
ク
、
取
わ
け
白

稲
に
付
也
。

〇
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）

　

一
、
麦
作
上
。
胡
瓜
枯
ル
。
小
豆
、
大
豆
、
茄
子
等
に
あ
り
く
い
虫
付
、
大
雨
に
て

あ
り
く
い
落
れ
共
、
雨
焼
て
瓜
ハ
丸
に
枯
ル
。
茄
子
ハ
半
枯
也
。
起
丑
の
年
也
。

　

一
、
大
豆
作
ハ
中
、
但
沙
地
の
わ
せ
大
豆
に
か
ら
け
虫
多
ク
付
ク
、
そ
は
ハ
中
、
四

度
蒔
の
年
也
。

〇
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）

　

一
、
さ
と
郷
之
田
方
、
夏
旱
魃
に
て
水
不
足
故
に
稲
草
不
秀
、
少
々
日
損
に
成
所
も

有
。
又
六
月
土
用
中
雨
繁シ

ゲ

く
、
其
上
七
八
月
さ
む
く
成
、
そ
れ
故
取
わ
け
糯モ

チ

稲
わ
ろ

し
。
畑
作
ハ
わ
せ
大
豆
、
中
手
大
豆
、
瓜
、
秋
菜
、
胡
麻
、
荏
わ
ろ
し
。
小
豆
、
大
角

豆
に
あ
り
く
い
付
て
枯
る
な
り
。
山
郷
、
里
郷
共
に
畑
方
ハ
、
な
ら
し
て
下
作
と
ミ
ゆ

る
也
。

〇
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）

　

一
、
瓜
、
茄
子
、
小
豆
、
大
角
豆
に
あ
り
く
ひ
付
て
大
不
作
。

〇
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）

　

一
、
秋
大
根
に
あ
り
く
ひ
虫
付
て
蒔
直
し
故
不
作
な
り
。
又
蕪
菁
も
不
作
也
。

〇
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）

　

一
、
所
に
依
て
稲
虫
大
分
ニ
付
、
稲
不
作
之
処
有
。

　

一
九
年
間
の
与
次
右
衛
門
の
記
録
か
ら
も
、
虫
に
よ
る
農
作
物
へ
の
災
が
多
々
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
元
禄
五
年
に
「
鼠
お
く
り
」
を
行
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
（
後
述
）。

　

災
な
す
虫
た
ち　
『
会
津
農
書
』
や
『
会
津
歌
農
書
』
が
著
述
さ
れ
た
当
時
、
会
津
地

方
に
は
ど
の
よ
う
な
虫
や
鳥
、
獣
が
い
た
の
か
、『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
か
ら
見
て
み

よ
う
。

　
　
　
　

作
食
虫
禽
獣

　

諸
作
り
の
茎
の
な（

中
子
）

か
ご
を
刺
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　

い
た
め
て
か（

枯
）ら

す
虫
の
に
く
さ
よ

　

作
茎
の
心
さ
し
通
す
虫
故
に

　
　
　
　
　
　
　

な
か
ご
ざ
し
と
ハ
い
ふ
と
み
え
た
り

　

爰
（
こ
こ
も
と
）

元
の
な
か
ご
ざ
し
を
ぞ
阿
州
に
て

　
　
　
　
　
　
　

筋ヨ間
通
し
虫
と
い
ふ
こ
と
そ
き
け

　

諸
作
の
く
き
の
ふ
し
あ
ゐ
通
す
ゆ
へ

　
　
　
　
　
　
　

よ
ど
を
し
虫
と
い
ふ
と
み
え
た
り

　

よ
ど
を
し
や
な
か
ご
ざ
し
を
も
み
れ
バ
実（

げ
）に

　
　
　
　
　
　
　

名
こ
そ
か
ハ
れ
り
同
じ
虫
な
り

　

夏
の
田
へ
あ（

仇
）た

を
な
し
け
る
い
な
む
し
を

　
　
　
　
　
　
　

賤
が
称
え
に
は
ふ（

昆
虫
）

ち
う
と
い
ふ

　

な（
菜
）大

こ
ん
か
ら
し
に
付
し
昆ハ

ウ
ム
シ虫

を

　
　
　
　
　
　
　

菜
虫
と
ば
か
り
称
へ
け
る
な
り

　

と
も
す
れ
バ
ひ
し
と
く
き
葉
に
取
付
て

　
　
　
　
　
　
　

畑
作
か
ら
す
あ
り
く
ゐ
の
虫

　

あ
り
く
ゐ
を
阿
波
に
て
き
ら
れ
筑
紫
で
ハ

　
　
　
　
　
　
　

の
だ
れ
と
い
へ
る
せ（

説
）つ

も
有
け
る

　

山
に
す
む
其
も
ろ
〳
〵
の
け
だ
も
の
や

　
　
　
　
　
　
　

よ（
夜
）る

こ
そ
出
て
作
の
実
を
く
ふ

　

さ
と
郷
の
犬
や
狐
ハ
夜
る
ご
と
に
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う（
熟
）ミ

た
る
瓜
を
さ
が
し
く
ふ
な
り

　

田
の
作
や
畑
の
作
り
の
色
品
を

　
　
　
　
　
　
　

万
の
鳥
の
く
ら
ふ
う
た
て
さ

　

土
底
に
籠
り
て
作
の
根
を
く
ふ
ハ

　
　
　
　
　
　
　

白
き
根
伐
の
虫
の
ワ（

災

）

ざ
ハ
ひ

　

黒
根
伐
虫
ハ
う（

浮
）か

び
て
諸
作
り
の

　
　
　
　
　
　
　

本
を
く
ふ
な
り
土
の
際
よ
り

　

か
た
つ
ぶ（

む
）り

夜
る
ハ
は
ひ
出
て
瓜
茄
子
の

　
　
　
　
　
　
　

苗
の
若
葉
を
く
ひ
か
ら
す
也

　

畑
の
底
く
ゞ
り
て
あ
ゆ
む
う
ぐ
ろ
も
ち

　
　
　
　
　
　
　

万
の
作
の
根
を
か
ら
す
な
り

　

野
鼠
も
あ（

仇
）た

を
な
す
ぞ
や
畔
の
中

　
　
　
　
　
　
　

通
し
て
田
水
も（

洩
）ら

し
ぬ
る
哉

　

畔
ぎ
ハ
の
稲
食
ひ
ち
ら
し
畑
作
の

　
　
　
　
　
　

く
き
実
倒
す
も
野
鼠
ぞ
か
し

　

折
を
知
り
里
へ
渡
し
て
か
は
ら
ご
や

　
　
　
　
　
　
　

分
ケ
て
く
ふ
な
り
お（

大
根
）

ほ
ね
種
子
を
バ

　

麻
の
種
子
ま
き
た
る
畑
を
よ
く
知
り
て

　
　
　
　
　
　
　

拾
ひ
あ
さ
る
ハ
か
は
ら
ご
の
鳥

　

は
ね
小
虫
瓜
や
茄
子
の
苗
の
葉
に

　
　
　
　
　
　
　

夜
る
ハ
た
か
り
て
吸
か（

枯
）ら

す
な
り

　

は
ね
小
む
し
容

（
か
た
ち
）ち

い
さ
く
色
黒
き

　
　
　
　
　
　
　

故
に
山
枡（

叔
）む

し
と
称
え
り

　

取
わ
けケ

てテ

作
を
あ
ら
す
ハ
村（

群
）雀

　
　
　
　
　
　
　

夏
秋
と
も
に
い
つ
も
た（

絶
）え

ね
ば

　

色
黒
く
容
の
丸
き
飛
虫
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　

ひ
し
と
取
付
大
豆
の
葉
く
ふ

　
螄鱡

と
い
ふ
虫
の
形
ハ
あ
ら
ハ
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　

土
底
に
こ
も
り
禾ア

ハ

の
根
を
く
ふ

　

雨
年
に
稲
葉
へ
付
て
吸
か
ら
す

　
　
　
　
　
　
　

其
泥
虫
ハ
と
ら
れ
ざ
り
け
り

　

畑
作
に
あ
た
を
な
す
ぞ
や
村（

群
）鳥

　
　
　
　
　
　
　

う
ミ
た
る
瓜
を
ゑ（

選
）ら

ミ
く
ふ
な
り

　

根
さ
し
虫
容
ハ
み（

見
）え

ず
稲
か
る
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
螄鱡

の
た
ぐ
ひ
か
心
許
な
や

　

か
ら
げ
虫
稲
の
葉
寄
て
巣
ご
も
る
ハ

　
　
　
　
　
　
　

是
蝗
虫
の
事
を
い
ふ
か
や

　

畔
廻
り
稲
穂
こ
ぼ
れ
て
枯
れ
る
ハ

　
　
　
　
　
　
　

蜙
（
ふ
ま
）の

な
せ
る
わ
ざ
ハ
ひ
ぞ
か
り

　

書
出
す
外
に
異
色
異イ

形
の
虫
付
て

　
　
　
　
　
　
　

万
の
作
へ
障
る
う
た
て
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
間
へ
ゑ
か
ミ
五
丁
入

図 2　『会津歌農書』下之本に描かれた
災なす虫「菜蟲類」

『日本農書全集』第20巻より

図 1　『会津歌農書』下之本に描かれ
た災なす虫「蝗蟲類」

『日本農書全集』第20巻より
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二　

災
を
な
す
虫
の
防
除
法

　
『
会
津
農
書
』
に
み
る
害
虫
防
除
法　

与
次
右
衛
門
は
、
農
作
物
へ
災
な
す
虫
や
鳥
・

獣
た
ち
の
生
態
を
刻
明
に
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
民
た
ち
に
そ
の
防
除
法
を
指
導
し

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
姿
を
簡
単
で
は
あ
る
が
絵
図
に
示
す
こ
と
に

よ
り
、
目
で
見
て
虫
た
ち
の
動
き
を
把
握
し
、
繁
殖
す
る
以
前
に
取
り
除
く
こ
と
を
説
い

て
い
る
。
そ
ん
な
与
次
右
衛
門
の
教
え
は
、『
会
津
農
書
附
録
』
二
の
「
稲
の
虫
」
の
説
明

に
、
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
会
津
歌
農
書
』
の
説
明
と
重
複
す
る
が
、
よ
り
具
体

的
に
虫
の
動
き
と
、
虫
の
成
長
し
た
姿
の
説
明
な
ど
、
季
節
と
共
に
虫
た
ち
の
行
動
、
す

な
わ
ち
農
作
物
に
ど
う
い
う
食
害
を
与
え
る
か
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
与
次
右
衛
門

は
防
除
対
策
を
指
導
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
農
作
業
の
「
定
法
」
と
も
呼
ば
れ
る
、
古
く
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
、

稲
作
の
播
種
や
田
植
え
等
の
期
日
を
守
っ
て
行
う
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。
前
述
の
『
会

津
農
書
附
録
』
四
の
元
禄
六
年
に
は
、
田
植
え
が
遅
か
っ
た
た
め
、
植
え
た
柔
ら
か
な
稲

に
「
い
な
虫
」
が
多
く
付
い
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
虫
を
駆
除
す
る
と
い
う
よ
り
、

虫
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
防
除
で
あ
る
。

一
方
で
与
次
右
衛
門
は
、
苗
代
に
注
連
縄
を
張
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
鳥
や
獣
た
ち

が
、
注
連
に
引
っ
か
か
り
落
ち
、
災
と
な
る
、
本
業
は
苗
の
成
長
・
豊
作
を
祈
願
し
て
行

う
は
ず
な
の
に
と
、
鳥
や
獣
た
ち
へ
の
与
次
右
衛
門
の
思
い
や
り
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　

注
連

　

苗
代
に
し
め
引
こ
と
は
あ（

仇
）た

を
な
す

　
　
　
　
　
　
　

鳥
や
け
も
の
ゝ
お
ち
る
為
な
り

　

苗
代
に
曳
注
連
縄
や
障
り
な
く

　
　
　
　
　
　
　

生
て
小
苗
の
そ
た
つ
く（

繰

言

）

り
こ
と

　
『
会
津
農
書
附
録
』
に
み
る
災
な
す
虫　

次
に
、
与
次
右
衛
門
の
稲
作
へ
災
を
な
す
虫

た
ち
に
は
、
ど
の
よ
う
な
種
の
虫
が
お
り
、
ど
の
よ
う
な
災
を
な
す
か
、
そ
し
て
ど
う
対

処
す
る
か
を
、『
会
津
農
書
附
録
』
二
の
記
載
か
ら
見
て
み
よ
う
。『
会
津
歌
農
書
』
下
之

本
の
「
作
食
虫
禽
獣
」
に
な
い
記
載
も
あ
り
、
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
る
。

　

一
、
稲
の
虫
、
会
津
に
て
ハ
ほ
う
ぢ
ゃ
う
虫
、
か
ら
げ
虫
、
な
か
ご
ざ
し
虫
、
泥
虫
、

根
ざ
し
虫
と
云
也
。
ほ
う
ぢ
ゃ
う
虫
ハ
稲
の
葉
を
食
ふ
。
か
ら
げ
虫
の
稲
の
葉
を
す
べ

よ
せ
て
巣
を
作
る
。
此
虫
ハ
容
大
き
な
り
。
こ
れ
を
ほ
う
ぢ
ゃ
う
と
も
い
へ
り
。
始
の

ほ
う
ぢ
ゃ
う
と
い
ひ
葉
を
く
ふ
虫
ハ
、
其
躰
に（

小
カ
）し

、
此
虫
中
比
羽
虫
に
変
し
、
い
ね

の
葉
を
吸
ひ
、
終
に
か
ら
げ
虫
と
再
変
す
。
始
、
中
、
終
を
都
て
蝗
と
云
う
。
な
か
ご

さ
し
虫
は
わ
ら
の
ず
ひ
を
く
ひ
、
根
ざ
し
虫
は
ハ
稲
の
根
を
く
ふ
。
ど
ろ
虫
ハ
稲
の
葉

に
付
く
、
又
稲
に
わ
ろ
し
。
だ
が
れ
と
云
。
一
嶋
宛
丸
く
根
よ
り
枯
る
ゝ
、
こ
れ
を
い

り
も
ち
共
云
。
是
ハ
根
を
食
ふ
虫
の
わ
ざ
と
見
え
た
り
。
蜙
ハ
稲
の
末
に
付
て
稲
穂
の

股
を
ふ
ミ
か
く
な
り
。
漢
字
に
は
賊ゾ

ク

禾
ノ
根
を
食
、
螟メ

イ

苗
の
心
を
食
ふ
、

苗
ト
ク

の
葉
を

食
ふ
と
あ
り
、
往
古
よ
り
蝗
虫
多
く
付
年
ハ
、
六
月
の
内
に
虫
送
り
を
す
る
事
、
耕
作

の
祭
と
見
え
た
り
。

　

一
、
ほ
う
ぢ
ゃ
う
虫
、
か
ら
げ
虫
ハ
節
を
遅
く
植
た
る
稲
に
付
也
。
な
か
ご
ざ
し
虫

ハ
節
を
早
く
植
ヘ
不
断
ぬ
る
水
を
か
け
た
る
い
ね
を
さ
す
な
り
。
ど
ろ
虫
ハ
雨
ど
し
に

付
て
葉
疵
出
る
也
。
他
国
に
て
是
を
は
つ
ち
虫
と
云
。
あ
け
の
入
ハ
照
り
つ
よ
く
、
其

上
に
雨
少
ふ
り
、
地
よ
り
む
し
上
る
時
に
入
る
。
い
り
も
ち
ハ
、
昼
ハ
つ
よ
く
て
り
、

夜
ハ
わ
る
い
き
れ
の
時
、
葉
に
黒
ぼ
し
付
て
か
る
ゝ
な
り
。

　

一
、
老
農
の
い
へ
る
ハ
、
節
を
遅
く
植
へ
た
る
稲
に
虫
の
付
も
わ
け
有
。
種
子
を
遅

く
ま
き
て
其
苗
和

（
や
わ
ら
か
）成

を
遅
く
植
れ
ハ
虫
付
也
。
種
子
を
早
く
ま
き
た
る
そ
の
苗
は

遅
く
植
て
も
虫
付
ぬ
と
也
。
此
を
考
る
に
、
農
書
本
文
に
記
す
ご
と
く
、
種
子
を
ま
く

に
も
時
有
、
日
積
あ
り
、
早
く
ま
き
た
る
苗
、
な
ハ
し
ろ
に
て
定
れ
る
日
数
を
受
る
故
、

苗
こ
は
く
、遅
く
植
て
も
虫
の
付
ぬ
は
断
也
。
必
種
子
の
ま
き
時
を
怠
た
る
事
な
か
れ
。

　

稲
に
虫
付
く
要
因　
『
会
津
農
書
附
録
』
二
に
は
、「
節
を
遅
く
植
へ
た
る
稲
に
虫
の
付

も
わ
け
有
。」
と
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
が
、『
会
津
農
書
附
録
』
六
に
は
地
域
に
よ
っ

て
違
う
と
注
意
し
て
い
る
。
山
間
地
た
と
え
ば
金
山
谷
（
現
在
の
大
沼
郡
金
山
町
・
昭
和

村
）
の
よ
う
な
寒
冷
地
で
は
、
半
夏
生
前
に
田
植
え
を
す
る
と
、「
さ
し
虫
」（
ウ
ン
カ
・

ヨ
コ
バ
イ
の
類
。
吸
収
口
を
持
ち
、
作
物
の
汁
液
を
吸
う
。）
が
付
く
の
で
、
半
夏
生
に

入
っ
た
後
に
田
植
え
を
行
う
と
い
い
、
所
々
に
よ
り
植
え
る
時
期
を
よ
く
考
え
る
べ
き
で

あ
る
と
記
載
し
て
い
る
。

　

老
人
の
曰
、
半
夏
入
ハ
手
苗
を
置
て
ま
め
を
ま
け
と
云
伝
れ
ハ
、
昔
ハ
半
夏
入
て
も

田
を
植
た
る
と
見
へ
た
り
。
今
は
半
夏
入
て
植
れ
は
悪
敷
と
云
て
、
山
家
の
遅
く
植
た

る
所
に
て
も
半
夏
前
に
植
究
る
也
。
さ
わ
い
ひ
な
か
ら
、
金
山
谷
の
内
に
四
五
ケ
郷
半

夏
前
に
植
れ
ハ
中
心
さ
し
虫
付
に
依
て
、
半
夏
入
て
後
に
は
か
り
植
と
い
へ
り
。
と
か

く
昔
ハ
む
か
し
、
今
ハ
今
、
其
所
〳
〵
の
植
す
を
よ
く
〳
〵
考
置
へ
し
。

稲
に
病
や
虫
が
付
く
原
因
は
、
気
候
の
変
異
に
伴
う
水
や
土
壌
の
変
質
に
あ
る
。
特
に
、

初
夏
の
穂
ば
ら
む
時
期
は
高
温
化
に
よ
る
水
温
の
上
昇
に
よ
り
、
湛
水
下
の
未
熟
な
有
機

物
が
多
量
に
集
積
す
る
。
夏
季
高
温
時
の
異
状
分
解
に
伴
い
、
土
壌
が
過
度
に
還
元
に
傾

き
、
土
壌
中
に
硫
化
水
素
が
発
生
し
て
、
稲
の
生
育
を
阻
害
す
る
科
学
的
悪
条
件
も
出
て

く
る
。
農
民
た
ち
は
、
そ
の
対
策
と
し
て
「
土
用
干
し
」
な
ど
と
呼
び
、
水
田
か
ら
水
を

抜
き
、
土
壌
を
乾
か
し
、
根
に
酸
素
を
供
給
し
、
生
育
を
促
す
。『
百
姓
伝
記
』
は
、
そ



−98−

佐々木長生

の
状
況
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
稲
の
生
育
が
弱
ま
る
時
期
に
、
病
や
虫
が
付
き
や

す
く
、
そ
の
対
処
を
記
載
し
て
い
る
。

　

田
に
水
を
つ
ゝ
ミ
て
、
病
ひ
付
事
あ
ら
ハ
、
水
を
ほ
し
、
旱
つ
か
す
べ
し
。
ひ
ゑ
て

や
ま
ひ
付
に
て
有
。
ま
た
水
な
く
し
て
病
ひ
付
事
あ
り
。
そ
れ
に
ハ
水
を
か
け
よ
。
両

様
と
も
に
虫
付
て
い
た
む
な
り
。
や
し
な
ひ
に
よ
り
む
し
失
る
も
の
な
り
。
老
農
に
習

へ
。

こ
の
記
載
は
、
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
宮
崎
安
貞
著
『
農
業
全
書
』
総
事
論
に

も
、「
あ
ら
が
き
し
た
る
ハ
土つ

ち

熟じ
ゅ
くせ

ざ
る
故ゆ

へ

、
た
ね
を
落お

と

し
て
後の

ち

、
苗な

ゑ

を
見
る
と
い
へ
ど

も
、
苗な

ゑ

の
根ね

あ
ら
き
土つ

ち

に
痛い

た

ミ
、
土ど

気き

と
思お

も

ひ
合あ

ハ

ず
し
て
、
日

ひ
い
た
ミ痛

虫む
し

気け

其そ
の

外ほ
か

色い
ろ
ゝ々

の
病や

ま
ひを

生し
や
うず

る
こ
と
あ
り
。」
と
、
病
や
虫
が
付
く
要
因
を
記
載
し
て
い
る
。

　
『
会
津
農
書
附
録
』
二
で
与
次
右
衛
門
は
、「
稲
の
虫
、
会
津
に
て
ハ
ほ
う
ぢ
ゃ
う
虫
、」

と
あ
る
よ
う
に
、
会
津
地
方
で
の
呼
称
で
あ
る
こ
と
を
断
り
、「
他
国
に
て
是
を
は
つ
ち

虫
と
云
。」
と
、
他
地
方
の
呼
称
ま
で
記
載
し
て
い
る
。

　

藺
草
・
麦
に
付
く
災
な
す
虫
の
防
除
法　
「
い
な
こ
虫
」
は
、
稲
の
み
な
ら
ず
藺
草
を

も
喰
い
荒
ら
す
の
で
、『
会
津
歌
農
書
』
上
之
本
「
藺い

く
さ
う
へ
す
か
り

草
植
時
芟
時す　

附
郷
談
」
で
注
意

し
て
い
る
。

　

藺
草
を
ハ
去こ

年そ

の
九
月
の
う
ち
に
植

　
　
　
　
　
　
　

今こ
と
し年

の
夏
の
土
用
中
か
れ

　

時
お
く
れ
植
る
藺
草
ハ
元
よ
り
も

　
　
　
　
　
　
　

根
付
兼
る
と
称
え
置
け
り

　

そ
の
刈か

り

時す

後お
く

る
ゝ
な
ら
ハ
い
な
こ
虫

　
　
　
　
　
　
　

ゐ
く
さ
の
末
を
喰く

ひ

あ
ら
す
べ
し

　

与
次
右
衛
門
は
、「
い
り
も
ち
」
も
虫
に
よ
る
災
と
し
て
記
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

現
在
で
い
う
イ
モ
チ
病
で
あ
る
。
イ
モ
チ
病
を
「
い
り
も
ち
」
と
い
う
呼
び
名
は
、
相
馬

地
方
か
ら
宮
城
県
南
部
地
方
で
現
在
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
会
津
歌
農
書
』
中
之
末
の
「
麦
扱　

附
郷
談
」
に
は
、
麦
扱
き
遅
れ
る
と
「
ほ
り
」

と
呼
ば
れ
る
小
蝶
と
な
っ
て
飛
び
ま
わ
る
の
で
、
遅
れ
な
い
よ
う
注
意
を
う
な
が
し
て
い

る
。「
ほ
り
」
に
つ
い
て
は
、
同
書
下
之
本
で
は
「
俗
ニ
日
ほ
り
。
麦
ヲ
地
ニ
積
テ
久
シ
ク
置

ハ
羽
虫
ニ
変
ス
。
皃

か
た
ち

蝶
ニ
似
テ
小
し
。
漢
土
ノ
書
ニ
蟲コ

、
穀
久
シ
ク
積
ス
ハ
、
変
テ
為
ル
ト

二　

飛
虫

ト一
。
記
ス
此
蟲
虫
カ
。

　
　
　
　

麦む
ぎ

扱こ
き　

附
郷
談

　

七
月
の
七
日
を
こ
す
ば
む
ぎ
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　

六
月
内
に
扱
て
し
ま
へ
よ

　

初
秋
の
七
日
過
ま
で
こ（

扱
）か

ぬ
そ
の

⑼

　
　
　
　
　
　
　

小
麦
ハ
化
し
て
小
蝶
と
ぞ
な
る

　

六
月
の
こ（

扱
時
）

き
す
を
く
れ
し
小シ

ャ
ウ
バ
ク麦

の

　
　
　
　
　
　
　

化
蝶
を
さ
し
て
ほ
り
と
称
え
り

　

わ
け
し
ら
ぬ
人
ぞ
あ（

哀
）ハ

れ
や

　
　
　
　
　
　
　

置（
置
）け

バ
す
た
れ
る
小
麦
み（

実
）な

が
ら

　

大
麦
も
当
座
に
こ
け
よ
を（

遅
）く

れ
な
バ

　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
又
ほ
り
と
な
る
ぞ
必
ず

　

他
地
方
の
農
書
に
み
る
害
虫　

稲
の
害
虫
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
加
賀
の
『
耕
嫁
春

秋
』（
宝
永
四
年
、
一
七
〇
七
）
や
越
中
の
『
私
家
農
業
談
』（
寛
政
元
年
、
一
七
八
九
）

な
ど
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
耕
嫁
春
秋
』
に
は
、「
さ
し
虫
」
や
「
ま
き
い
も
ち
」・

「
包
虫
（
会
津
の
「
か
ら
げ
虫
」）」・「
根
虫
（
会
津
の
根
ざ
し
虫
）」、『
私
家
農
業
談
』

に
は
、「
泥
虫
（
会
津
と
同
じ
）」
や
「
藁
虫
」・「
包
ミ
虫
」・「
す
け
は
く
」
な
ど
の
名
称

を
記
載
し
て
い
る
。

　
『
耕
嫁
春
秋
』
巻
二
稲
之
類
に
は
、「
指
虫
」
す
な
わ
ち
ウ
ン
カ
類
の
防
除
方
法
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。「
田
修
理
の
内
、
あ
せ
大
豆
の
修
理
す
る
」
と
き
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

ウ
ン
カ
類
の
防
除
法
と
し
て
、
数
少
な
い
記
録
で
あ
る
。

「
虫
指
の
田
ハ
畝
の
と（

廻
）り

ね
き
を
か
く
、
ね
き
と
ハ
鍬
に
て
水
道
を
付
、
水
落
し
て
土

干
れ
ハ
虫
指
止
、
其
時
引
糞
す
る
也
。」

畔
に
草
が
多
く
は
之
、
こ
れ
を
刈
ら
な
い
と
、「
指
虫
、
牧
い
も
ち
、
包
虫
、
に
ち
入
、

根
虫
」
な
ど
の
虫
類
が
付
く
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

大
蔵
永
常
は
、『
除
蝗
録　

全
』
の
「
蝗

い
な
む
しの

種
類
」
に
計
一
〇
種
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
態
や
防
除
法
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
螟め

い

」
＝
イ
ナ
ゴ
類
、「
螣と

う

」
＝
ウ
ン
カ
類
、

「蜇鬀

」
＝

ぼ
う

メ
イ
チ
ュ
ウ
類
（
幼
虫
）、「
賊ぞ

く

」
＝
メ
イ
チ
ュ
ウ
類
（
幼
虫
）、「
飛と

び

虫む
し

」
＝
ウ
ン

カ
類
（
短
翅
型
）、「
苗
虫
」
＝
フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ
（
幼
虫
）、「
ほ
う
」
＝
カ
メ
ム
シ
類
、

「
葉
ま
く
り
虫
」
＝
イ
ナ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
（
幼
虫
）、「
こ
ぬ
か
虫
」
＝
ヨ
コ
バ
イ
類
、「
小

金
虫
」
＝
ハ
ム
シ
類
な
ど
。

『
私
家
農
業
談
』
で
は
、「
多
く
生
し
た
る
ハ
虫
の
勢
ひ
つ
よ
く
し
て
如
何
と
も
す
へ
き

な
し
。」
と
い
う
農
民
の
苦
労
を
記
載
し
て
い
る
。
宝
暦
年
中
（
一
七
五
一
～
六
三
）
に

は
西
国
で
「
ふ
は
ん
」
と
い
う
ウ
ン
カ
類
が
大
発
生
し
、
米
価
も
高
値
に
な
り
飢
饉
に
ま

で
な
っ
た
と
伝
え
聞
い
た
と
記
載
し
て
い
る
。

『
私
家
農
業
談
』
の
著
述
舞
台
近
く
の
、
富
山
県
礪
波
市
立
砺
波
郷
土
資
料
館
に
は
、

ウ
ン
カ
ボ
ー
ジ
ョ
キ
（
ウ
ン
カ
捕
獲
機
）
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
旧
所
蔵
者
は
、
高
岡
市

の
方
で
あ
る
。
印
刷
に
は
「
堀
田
式
」・「
特
許
出
願
中
」
と
あ
り
、
販
売
開
始
の
も
の
で

あ
る
。
同
館
発
行
の
『
砺
波
の
民
具
』（
平
成
一
八
年
発
行
）
に
は
、「
ト
タ
ン
製
の
舟
の

⑽

⑾
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『会津農書』にみる鳥・虫・獣と農業

中
に
水
と
石
油
を
入
れ
、
水
田
の
中
を
押
し
歩
き
、
そ
の
中
に
ウ
ン
カ
を
捕
獲
す
る
。
ウ

ン
カ
は
収
穫
目
前
の
稲
穂
に
つ
い
て
汁
液
を
吸
う
、
稲
の
大
害
虫
。」
と
解
説
さ
れ
て
い

る
。

　
『
百
姓
伝
記
』
に
み
る
虫
送
り　
『
会
津
歌
農
書
』
は
じ
め
『
耕
嫁
春
秋
』
な
ど
江
戸
時

代
中
期
ご
ろ
ま
で
は
、
害
虫
駆
除
法
と
し
て
功
を
奏
す
る
手
だ
て
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。『
百
姓
伝
記
』
に
は
、
ウ
ン
カ
を
追
い
払
う
「
虫
送
り
」
の
様
子
を
詳
細
に
記
載
し
て

い
る
。

　
　
　

作
毛
に
病
付
を
ま
つ
る
事

一
、
稲
に
う
ん
か
と
云
、
こ
ま
か
な
る
ぬ
か
ご
の
こ
と
く
な
る
虫
付
、
ま
た
い
な
が
も

多
く
付
く
も
の
な
り
。（
中
略
）
そ
の
ま
つ
り
や
う
ハ
、
風
有
時
を
か
ん
か
へ
、
右
に

あ
つ
む
る
処
の
勢
を
以
、
風
土
に
そ
な
へ
を
た
て
、
男
女
に
よ
ら
ず
、
足
手
つ
よ
き
も

の
ハ
田
の
う
ち
に
立
、
老
た
る
も
の
や
子
供
の
足
よ
ハ
き
も
の
ハ
あ
ぜ
に
た
ち
、
手
こ

と
に
さ
ゝ
の
葉
を
も
た
せ
、
か
ね
・
た
い
こ
う
ち
な
ら
し
、
十
人
三
十
人
に
一
人
宛
の

お
ん
ど
取
を
し
て
、
足
な
み
を
そ
ろ
へ
、
稲
の
葉
を
笹
に
て
払
ひ
、
風
下
へ
追
う
ひ
く

た
す
へ
し
。
羽
よ
ハ
き
虫
に
て
、
高
く
ま
ひ
あ
か
る
事
な
ら
ず
。
さ
ゝ
に
あ
た
り
て

死
、
ど
ろ
に
に
打
こ
ま
れ
て
う
せ
、
中
に
も
つ
よ
き
ハ
風
下
へ
を
ひ
く
た
し
失
る
。

　

小
西
正
泰
氏
は
、「
こ
れ
は
虫
送
り
の
実
態
と
と
も
に
、
後
述
す
る
注
油
法
の
『
払
い

落
と
し
』
の
原
型
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
天
和
年
間
ご

ろ
、
東
海
地
方
で
も
、
ま
だ
注
油
法
に
よ
る
害
虫
防
除
は
、
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
『
農
業
全
書
』
に
み
る
害
虫
防
除
方
法　

貞
享
二
年
の
『
中
荒
井
組
風
俗
帳
』
に
も
あ

る
よ
う
に
、
会
津
地
方
で
も
「
ざ
る
」
や
「
は
け
ご
」
で
打
ち
払
っ
た
り
、「
箒
」
で
払

っ
た
り
と
、
原
初
的
な
方
法
で
あ
っ
た
。『
農
業
全
書
』
に
も
、
害
虫
防
除
に
関
す
る
記

載
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
に
種
子
消
毒
に
よ
る
方
法
が
あ
り
、
種
子
を
「
雪
汁
」
に
浸

す
方
法
で
あ
る
。

　

寒か
ん

中ち
ゅ
うに

、
雪ゆ

き

汁し
る

を
貯た

く
ハへ

を
き
、
春は

る

蒔ま
く

べ
き
前ま

へ

に
、
種た

子ね

を
漬つ

け

て
し
バ
し
置お

き

て
上あ

げ

て

蒔ま
く

も
虫む

し

付つ
か

ず
。
雪ゆ

き

ハ
五
穀こ

く

の
精せ

い

に
て
、
雪ゆ

き

汁し
る

に
ひ
た
し
う
ゆ
れ
バ
、
虫む

し

の
喰く

ハ

ざ
る
の
ミ

な
ら
ず
、
旱ひ

で
りに

も
痛い

た

ま
ず
、
ミ
の
り
よ
き
も
の
な
り
。
寒か

ん

の
中う

ち

に
雪
を
つ
ぼ
に
入
、
日

か
げ
の
所と

こ
ろ、

土ど
ち
ゅ
う中

に
埋う

づ
ミを

き
、
用や

う

に
随し

た
がひ

て
汲く

み

出だ

し
、
用
ゆ
べ
し
。

　
『
農
業
全
書
』
巻
之
一
・
農
事
総
論
に
は
、
雪
と
虫
の
発
生
防
止
と
し
て
、
次
の
記
載

が
あ
る
。「
又
冬
雪ゆ

き

の
ふ
り
つ
み
た
る
を
バ
、
上う

へ

を
か
き
な
ら
し
踏ふ

み

付つ
け

を
く
べ
し
。
春は

る

に

な
り
て
う
る
ほ
ひ
を
た
も
ち
虫む

し

も
死し

し
て
、
稲
よ
く
さ
か
ゆ
る
も
の
な
り
。」
と
あ
る
。

雪
の
降
ら
な
い
冬
の
翌
年
は
、『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
、「
雪
不
レ
降
冬
」
に
も
、「
冬
雪

の
ふ
ら
ぬ
を
嫌
ふ
地
作
り
は
ハ　

よ
く
年
畑
の
虫
多
き
と
て
」
と
あ
り
、
雪
と
虫
発
生
と

の
因
果
は
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

⑿

　

ま
た
同
書
に
は
、
肥
料
の
施
し
方
に
よ
り
病
虫
害
の
防
除
に
な
る
こ
と
を
説
き
、「
虫

む
し

気き

」

と
い
う
虫
害
に
よ
る
病
の
語
彙
を
記
載
し
て
い
る
。

　

又
田た

畠ハ
たに

糞こ
ゑ

を
入い

る
事
、
喩た

と

へ
バ
和

あ
へ
も
のを

あ
ゆ
る
が
ご
と
し
。
そ
れ
〳
〵
の
、
あ
へ
し

ほ
と
、
よ
く
思
ひ
あ
ハ
ざ
れ
バ
味あ

ぢ
ハひ

調と
ゝ
のハ

ぬ
も
の
な
り
。
こ
や
し
も
其
ご
と
く
、
土
と

糞こ
ゑ

と
よ
く
交ま

じ

り
、
む
ら
な
く
思お

も

ひ
合あ

ハ

ざ
れ
ば
き
ゝ
少す

く
なく

、
或あ

る
いハ

虫む
し

気き

な
ど
の
病や

ま
ひを

生
ず

る
事
も
、
こ
や
し
の
か
げ
ん
あ
し
く
む
ら
ま
じ
り
、
又
ハ
地ぢ

ご
し
ら
へ
の
あ
し
き
よ
り

出い
で

来く

る
こ
と
も
多お

ほ

し
。

　
『
農
業
全
書
』
巻
三
・「
菜
之
類
」
の
大
根
の
記
載
に
は
、
虫
が
付
い
た
時
の
殺
虫
方
法

が
あ
り
、
薬
剤
法
が
見
ら
れ
る
。「
苦く

参し
ん

」（
注
記
に
よ
る
と
、
マ
メ
科
の
多
年
草
く
ら
ら

の
中
国
名
で
、
茎
葉
の
煎
汁
を
殺
虫
剤
と
す
る
）
を
用
い
る
と
あ
る
。
わ
が
国
の
殺
虫
剤

の
歴
史
を
語
る
、
注
目
す
べ
き
記
載
で
あ
ろ
う
。

　

若も
し

虫む
し

付つ
き

た
ら
バ
苦く

参し
ん

を
多お

ほ

く
た
ゝ
き
水み

ず

に
い
せ
、
か
き
灰ば

い

を
少す

こ
しし

合あ
ハ

せ
て
、
し
べ

箒は
ゝ
きに

て
日
中
に
う
つ
べ
し
。
必

か
な
ら
ず

虫む
し

死し
ぬ

る
も
の
な
り
。
又
西さ

い

国こ
く

に
て
、
よ
し
ミ
柴し

バ

と
も

小こ

林は
や
しと

も
云

い
ひ

三
月
白し

ろき
花は

な

さ
く
柴し

バ

あ
り
。
上

か
み

方が
たに

て
ハ
あ
せ
ぼ
の
木き

と
云い

ふ

な
り
。
此

こ
の

柴し
バ

の
葉は

を
せ
ん
じ
て
う
つ
べ
し
。

　

同
様
の
方
法
は
、
煙
草
に
付
く
「
き
り
虫
」
に
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
、
同
書
巻
六

「
三
草
之
類
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、「
抹

ま
つ

香か
う」（

注
記
に
よ
る
と
、
沈
香
・
せ

ん
だ
ん
・
し
き
み
の
葉
や
皮
を
粉
末
に
し
た
も
の
）
を
用
い
る
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

又
云い

ハ
く。

葉ハ

の
虫む

し

を
殺こ

ろ

す
ハ
、
抹ま

つ

香か
う

を
捻ひ

ね

り
か
く
れ
ば
虫む

し

死し
ぬ

る
物も

の

な
り
。
又
ハ
せ
ん

だ
ん
の
葉は

を
干ほ

し
粉こ

に
し
て
ひ
ね
る
も
虫む

し

よ
く
死し

ぬ

る
も
の
な
り
。
又
苦く

参し
ん

〈
ゝく

ら

〉
を

た
ゝ
き
、
水
に
い
せ
、
か
き
灰ば

い

を
た
て
ゝ
、
し
べ
箒バ

ゝ
きに

て
、
葉ハ

に
う
ち
た
る
ハ
、
虫む

し

よ

く
死
る
な
り
。

　
『
会
津
歌
農
書
』
に
み
る
害
虫
防
除
法　
『
会
津
歌
農
書
』
上
之
本
「
種
子
浸ひ

た
し」

の
一

首
が
あ
る
。

　

江
も
明あ

か
ず
池
水
な
く
ハ
雪
汁
を

　
　
　
　
　
　
　

か
け
て
そ
種
子
を
ひ（

浸
）て

た
る
か
よ
し

「
雪
汁
」
に
浸
す
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
直
接
、
雪
汁
が
防
虫
消
毒
と
明
記
し
て
い
な

い
が
、
雪
汁
に
種
子
籾
を
浸
し
て
置
く
こ
と
に
よ
り
、『
農
業
全
書
』
で
い
う
「
雪
汁
」
に

よ
る
消
毒
を
す
る
効
果
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
種
子
籾
浸
し
は
、
冷
水
に
よ
る
消
毒
効

果
で
あ
ろ
う
。
反
対
に
湯
を
か
け
て
消
毒
を
す
る
方
法
が
、『
会
津
歌
農
書
』
中
之
末
に
、

「
垣
さ
ゝ
げ
」
の
種
子
で
行
う
こ
と
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

　

あ
つ
き
湯
を
か
け
て
さ
ゝ
げ
の
種
子
を
ま
け
バ

　
　
　
　
　
　
　

あ
り
く
ゑ
付
か
で
能
と
称
え
り

　
『
会
津
歌
農
書
』
中
之
本
「
諸
葉
植う

へ

時す

蒔ま
き

時す

」
に
は
、「
菜
蒔
時
」
に
呪
文
の
古
歌
を
三
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佐々木長生

写真 3　デロハキゴ（イネドロオ
イムシの駆除用具）
新潟県佐渡市　池田哲夫氏撮影

写真 2　磐梯山の虫札（猪苗代町）
橋本勝雄氏提供　昭和45年頃

写真 1　御田植
祭の虫札
喜多方市慶徳
稲荷神社の虫札

　

か
つ
て
は
猪
苗
代
町
の
磐
梯
山
麓
で
も
、「
磐

梯
明
神
の
虫
札
」
を
虫
除
け
に
水
口
に
立
て
る

習
俗
が
昭
和
三
十
年
代
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。

橋
本
武
氏
は
、
当
時
の
様
子
を
詳
細
に
報
告
し

て
い
る
。

　

島
田
（
猪
苗
代
町
）
な
ど
で
は
旧
暦
七
月

十
五
日
に
各
戸
で
日
の
出
前
、
押

お
っ
た
て立

口
か
ら

磐
梯
山
頂
に
登
り
、
神
官
の
祈
祷
し
た
虫む

し

札ふ
だ

を
、
自
分
の
持
ち
田
の
水み

な

口く
ち

の
数
だ
け
受
け

て
く
る
。
こ
れ
を
「
磐
梯
明
神
の
虫
札
」
と

い
っ
て
い
る
。
こ
の
札
を
田
の
水
口
に
一
本

ず
つ
芦
に
は
さ
ん
で
さ
し
、
稲
に
つ
く
害
虫

を
除
け
る
。
磐
梯
山
南
麓
の
湖
畔
の
青
田

に
、
こ
こ
か
し
こ
に
白
い
虫
札
が
点
々
と
炎

⒀

天
の
中
に
目
に
つ
き
、
そ
の
白
さ
が
い
か
に
も
清
浄
に
み
え
る
。

　

大
量
の
害
虫
を
一
斉
に
駆
除
す
る
画
期
的
な
方
法
は
、
大
蔵
永
常
著
の
文
政
九
年
（
一

八
二
六
）
の
『
除
蝗
録
』
の
出
現
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
書
に
は
そ
の
様
子
と
用
具

が
絵
図
で
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
永
常
は
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
に
『
除
蝗
録　

後

編
』
を
著
述
し
、
出
版
し
全
国
へ
販
売
し
、
西
日
本
地
方
で
は
注
油
法
に
よ
る
害
虫
駆
除

が
行
わ
れ
た
。

遍
唱
え
る
と
虫
が
付
か
な
い
と
い
い
、
そ
の
古
歌
を
記
載
し
て
い
る
。

　
　
　

菜
蒔
時
古
歌　

な
ま
く
さ
ん
七
座
の
む
し
ハ
よ
も
く（

食
）ハ

じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
さ
ら
こ
せ
ん
だ
こ
ら
な
か
む
ま
ん

　

右
の
古
歌
三
へ
ん
よ
み
て
菜
を
ま
け
バ

　
　
　
　
　
　
　
　

虫
の
つ
か
ぬ
と
称
へ
置
け
り

　

御
田
植
祭
の
虫
札　

ま
た
喜
多
方
市
慶
徳
神
社
の
御
田
植
祭
（
七
月
二
日
）
や
会
津
美

里
町
高
田
の
御
田
植
祭
（
七
月
一
二
日
）
に
は
、
豊
作
を
祈
願
し
て
多
く
の
農
民
た
ち
が

参
拝
す
る
。
そ
の
時
、「
虫
札
」
と
呼
ば
れ
る
御
札
を
受
け
来
て
、
害
虫
が
付
か
な
い
よ

う
に
と
、
水
田
の
畔
に
篠
竹
に
付
け
て
立
て
、
豊
作
を
祈
願
す
る
。

　
『
除
蝗
録
』
の
注
油
法
の
普
及　

下
野
の
農
書
、
田
村
吉
茂
著
の
『
農
業
自
得
』（
天
保

一
二
年　

一
八
四
一
）
に
は
、『
除
蝗
録
』
を
紹
介
し
な
が
ら
鯨
油
に
よ
る
注
油
法
を
記
し
、

農
民
た
ち
へ
知
し
め
て
い
る
。
こ
の
記
載
か
ら
み
て
、
当
時
栃
木
県
内
で
も
、
注
油
法
は

普
及
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

上
方
・
西
国
筋
ハ
、
稲
に
蝗
生
じ
て
大
患
あ
り
。
関
東
筋
・
陸
奥
・
出
羽
ハ
、
冷
気

の
災
へ
多
し
。
依
て
上
方
ハ
稲
蝗
を
鯨
油
に
て
虫
を
防
く
方
ハ
、
先
田
に
油
を
そ
ゝ
ぎ

入
る
に
ハ
、
田
草
を
取
、
清
水
を
掛
、
昼
の
四
ツ
時
よ
り
八
ツ
過
迄
の
う
ち
、
日
勢
つ

よ
き
時
、
壺
に
油
を
入
、
壱
反
歩
ニ
付
三
四
合
程
そ
ゝ
く
べ
し
。
虫
多
き
時
は
両
三
度

入
る
也
。
ミ
ご
は
ふ
き
抔
に
付
て
そ
ゝ
く
べ
し
。
其
あ
と
よ
り
稲
を
洗
へ
、
水
お
と
す

と
有
る
。
委
し
く
除
蝗
録
に
見
へ
な（

た
）り

。
鯨
油
次
に
菜
種
子
油
等
、
虫
に
敵
す
る
油
な

り
。
農
家
の
心
得
の
た
め
に
大
略
ヲ
記
。
諸
事
に
工
夫
あ
る
も
の
な
れ
ハ
、
其
国
其

里
々
に
よ
り
て
色
々
災
あ
る
も
の
な
れ
ハ
、
一
ち
う
一
夕
に
ハ
云
か
た
し
。
其
時
の
変

に
お
ふ
し
、
工
夫
を
こ
ら
せ
、
災
を
の
が
る
ゝ
手
段
、
農
民
の
要
用
た
る
べ
し
。
農
諭

と
云
書
に
見
ひ
な
り
。
恐
べ
く
の
第
一
也
。

ま
た
、
田
村
吉
茂
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
『
農
業
自
得
附
録
』
で
、『
農
業
全

書
』
の
害
虫
防
除
法
を
応
用
し
、
畑
作
物
に
付
く
害
虫
の
防
除
法
に
つ
い
て
も
記
載
し
て

い
る
。
気
候
不
順
か
ら
虫
が
発
生
す
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

　

畑
作
へ
あ
ぶ
ら
虫
し
と
も
又
あ
り
ま
き
と
も
言
ふ
虫
生
じ
て
甚
い
た
む
也
。
近
年
気

候
不
順
故
に
別
段
多
し
。
此
虫
に
わ
萩は

ぎ

・
苦く

参し
ん

・
馬ま

酔せ

木ぼ

・
蕎そ

ば

か
ら
・
小
麦
か
ら
・
煙

草
の
く
き
・
石
は
ひ
、
尤
も
右
の
品
ハ
灰
ひ
に
し
て
も
吉
、
せ
ん
じ
汁
も
吉
。
右
の
品

一
品
に
て
能
く
去
る
事
も
あ
る
な
れ
共
、
近
年
気
候
不
順
故
多
く
生
す
る
也
。
何
分
去

り
兼
る
事
有
り
。
又
ど
ろ
水
を
多
く
掛
て
去
事
あ
り
。
湯
・
ふ
ろ
水
も
吉
。
品
々
に
て

ふ
せ
く
べ
き
也
。
大
豆
こ
わ
虫
し
と
言
ふ
虫
生
じ
た
る
時
わ
、
朝
早
く
虫
を
取
り
、
得と

く

利り

へ
入
れ
ゝ
ハ
虫
し
出
る
事
叶
ず
。
何
作
に
よ
ら
ず
虫
生
じ
た
る
時
ハ
、
取
方
の
工
夫

⒁

⒂
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専
一
也
。
丹
誠
を
尽
さ
ね
ハ
実
法
り
難
し
。

池
田
哲
夫
氏
の
調
査
・
研
究
報
告
に
よ
る
と
、
新
潟
県
佐
渡
市
内
で
は
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ

ム
シ
の
駆
除
用
具
に
デ
ロ
ハ
キ
ゴ
と
呼
ば
れ
る
、
長
い
柄
に
竹
籠
を
取
り
付
け
た
も
の
が
、

昭
和
三
〇
年
代
初
期
の
農
薬
が
普
及
す
る
こ
ろ
ま
で
使
用
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
使

用
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
三
年
当
時
の
記
録
に
も
あ
り
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
ご
ろ
の

デ
ロ
ハ
キ
ゴ
の
使
用
風
景
の
写
真
も
存
在
す
る
。筆
者
も
昨
年
佐
渡
市
内
の
博
物
館
等
で
、

ド
ロ
ハ
キ
ゴ
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
詳
し
く
は
池
田
氏
の
論
考
に
譲
り
た
い
。

　

害
虫
防
除
に
み
る
農
民
観　

こ
れ
ま
で
『
会
津
農
書
』
お
よ
び
『
会
津
歌
農
書
』
等
か

ら
、
農
作
物
へ
の
災
を
な
す
虫
の
防
除
に
つ
い
て
見
て
き
た
。「
拾
い
、
捨
る
」
と
か
、

「
払
う
」
な
ど
の
表
記
は
あ
る
が
、「
殺
す
」
と
か
「
殺
虫
」
等
の
表
記
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
会
津
地
方
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
な
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
農
作
物
を
喰
い
荒
ら
し
、
枯
れ
さ
せ
た
り
す
る
虫
た
ち
に
対
し
、
農
民
た
ち

の
心
は
決
し
て
穏
や
か
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
与
次
右
衛
門
の
次
の
一
首
か
ら
も

う
か
が
え
る
。『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
の
「
作
食
虫
禽
獣
」
の
最
初
の
歌
、「
諸
作
り
の

茎
の
な
か
ご
を
刺
の
ぼ
り　

い
た
め
て
か
ら
す
虫
の
に
く
さ
よ
」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
大
量
に
発
生
す
る
稲
虫
（
蝗
）
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
怨
霊
や
気
候
不
正
な
ど
、
自

然
発
生
的
な
も
の
と
、
当
時
の
農
民
た
ち
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ

の
災
を
防
除
す
る
の
も
、
神
へ
依
頼
す
る
と
い
う
形
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
「
虫
送
り
」
と

か
「
虫
追
い
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
の
「
蝗
送
」
は
、
そ

ん
な
農
民
の
気
持
を
、
与
次
右
衛
門
が
代
弁
し
て
歌
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

蝗
送

　

取
こ
と
な
ら
ぬ
た（

類

）

く
ゐ
の
昆ハ

ラ

虫む
し

を

　
　
　
　
　
　
　

送
て
散
せ
祭
ご
と
し
て

　

い
な
草
に
付
て
あ（

仇
）た

な
す
い
な
む
し
を

　
　
　
　
　
　
　

送
る
ハ
い
つ
も
六
月
ぞ
か
し

　

作
を
く
ふ
野
鼠
こ
そ
ハ
山
家
に
て

　
　
　
　
　
　
　

七
夜
つ
ゞ
け
て
送
る
と
ぞ
い
ふ

　

虫
送
と
鼠
送　

現
在
の
南
会
津
郡
南
会
津
町
和
泉
田
付
近
か
ら
只
見
町
小
林
付
近
に
位

置
す
る
貞
享
二
年
の
『
会
津
郡
伊
北
和
泉
田
組
風
俗
帳
』（
以
下
、『
和
泉
田
組
風
俗
帳
』

と
略
す
）
に
は
、
当
時
の
「
虫
送
」
お
よ
び
「
鼡
送
」
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。一

田
作
に
虫
多
ク
付
候
義
、
歳
々
之
様
ニ
御
座
候
、
ひ
ろ
い
捨
申
候
共
不
及
義
ニ
御
座

候
得
者
、
虫
深
山
之
歳
之
田
畑
不
作
仕
候
、
亦
鼡
深
山
之
節
も
田
畑
之
作
同
様
ニ
御
座

候
得
者
、
虫
送
鼡
送
を
仕
遊
び
申
候
、
布
切
レ
、
手
拭
、
紙
な
ど
を
以
少
サ
キ
旗
ヲ

⒃

⒄

拵
、
竈
掛
ケ
ニ
出
し
、
虫
鼡
之
社
檀
と
申
、
杉
之
葉
ニ
て
拵
、
若
キ
者
共
武
士
之
真
似

を
も
仕
其
外
色
々
之
物
真
似
を
致
、
鐘
太
鼓
を
た
た
き
、
境
目
よ
り
境
目
迄
一
日
之
内

ニ
両
度
も
送
申
候
、
送
様
は
、
何
虫
を
送
時
、
花
虫
を
送
る
と
申
、
惣
人
数
二
手
に
分

り
互
ニ
声
を
合
セ
送
り
申
候
、
鼡
も
其
通
り
に
御
座
候
、
段
々
送
ル
か
さ
な
り
候
得
者
、

其
邑
継
者
惣
郷
不
残
右
之
通
り
ニ
送
り
申
事
ニ
御
座
候

図 3　『除蝗録』に描かれた虫送り
『日本農書全集』第15巻より

図 4　農耕絵馬に描かれた虫送り
（喜多方市岩月町宮中　八幡神社）
天保 8 年頃奉納

虫
送
り
は
、
大
沼
郡
三
島
町
大
石
田
や
会
津
美
里
町
高
田
や
高
橋
、
西
会
津
町
な
ど

で
、
現
在
も
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
旧
高
田
町
で
は
、
ム
ギ
ワ
ラ
で
つ

く
っ
た
人
形
で
「
虫
送
り
」
を
す
る
。
こ
の
虫
送
り
は
、
ム
ギ
ワ
ラ
の
人
形
に
新
聞
紙
の

着
物
を
着
せ
て
、
そ
こ
に
い
ろ
い
ろ
と
虫
送
り
の
唱
え
言
を
書
い
た
。

「
稲
の
虫
送
れ
よ
」、「
煙
草
の
虫
送
れ
よ
」

「
泣
き
虫
、
毛
虫
も
送
れ
よ
」

と
か
ね
や
太
鼓
を
た
た
い
て
、
に
ぎ
や
か
に
出
発
す
る
。

「
イ
ネ
ノ
ム
シ
…
…
デ
カ
ゲ
ン
ジ
ウ
…
…
」

一
列
に
な
っ
て
細
く
暗
い
道
を
歩
く
。
宮
川
の
河
原
に
着
く
と
、
め
い
め
い
が
つ
く

っ
て
き
た
何
十
体
と
い
う
麦
ワ
ラ
人
形
に
火
が
つ
け
ら
れ
る
。

稲
や
煙
草
の
害
虫
を
し
っ
か
り
と
に
ぎ
っ
た
人
形
が
、
炎
と
い
っ
し
ょ
に
昇
天
し
て

い
く
。
こ
う
し
た
行
事
は
、
年
間
の
作
物
の
豊
作
を
願
っ
た
農
民
の
、
素
朴
な
祈
り
で

も
あ
っ
た
。

鼠
送
り
は
、
大
正
初
期
ご
ろ
ま
で
、
南
会
津
町
和
泉
田
や
只
見
町
上
福
井
な
ど
で
行
わ

れ
て
い
た
。
上
福
井
で
は
、
藁
で
鼠
の
形
を
作
り
、
こ
れ
に
竹
槍
を
突
き
刺
し
、
野
菜
な

ど
と
と
も
に
隣
村
に
送
っ
た
と
い
う
。
南
会
津
町
旧
南
郷
村
で
行
わ
れ
て
い
た
「
ね
ず
み

送
り
」
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
。『
会
津
農
書
附
録
』
四
の
元
禄
五
年
当
時
は
、
幕
内
周

⒅

⒆
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南
会
津
町
の
旧
田
島
町
水
無
に
お
い
て
も
、
明
治
末
年
に
虫
供
養
が
行
わ
れ
て
い
た
。

樋
口
弘
次
郎
の
稿
本
『
田
島
地
方
風
俗
習
慣
』
に
は
、「（
十
月
十
日
）
蟲
供
養
ト
テ
塔
婆

ヲ
立
テ
佛
名
ヲ
唱
フ
。
是
レ
一
歳
虫
鍬
鎌
ニ
生
ヲ
断
チ
シ
蟲
類
ノ
供
養
ナ
リ
…
明
治
三
十

七
年
頃
水
無
の
田
無
沢
の
原
に
て
蟲
供
養
塔
を
実
見
し
た
り
」
と
記
し
て
い
る
。

現
在
も
大
沼
郡
三
島
町
早
戸
で
は
、
虫
供
養
が
行
わ
れ
て
お
り
、
近
年
新
た
に
供
養
塔

（
碑
）
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
虫
供
養
の
儀
礼
は
、
全
国
的
に
も
稀
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
早

戸
地
区
で
は
、
十
一
月
十
日
に
線
香
と
花
を
供
養
碑
に
供
え
、
小
さ
き
も
の
（
虫
）
た
ち

の
命
に
詫
び
る
と
い
う
。
昭
和
五
年
生
れ
の
佐
久
間
弥
一
氏
は
、
虫
供
養
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
語
る
。

　

昔
は
十
二
月
十
日
だ
っ
た
。
昔
は
雪

が
多
か
っ
た
か
ら
、
供
養
塔
ま
で
来
ら

れ
な
く
て
、
遠
く
で
拝
ん
だ
こ
と
も
あ

る
よ
。

　

鉦
ぶ
ち
を
先
頭
に
、
ム
ラ
の
人
た
ち

が
家
の
菊
の
花
を
手
に
手
に
持
っ
て
。

団
子
や
線
香
と
一
緒
に
お
供
え
し
ま
す
。

　

畑
の
虫
を
捕
っ
た
か
ら
、
こ
う
や
っ

て
虫
を
供
養
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

昔
は
煮
も
の
と
か
そ
ば
だ
ん
ご
と
か
、

い
っ
ぱ
い
作
っ
て
天
秤
棒
で
か
つ
い
で

持
っ
て
き
た
の
。
子
ど
も
た
ち
が
学
校

�

�

養
と
て
諸
作
物
に
つ
き
た
る
色
々
の
む
し
こ
ろ
す
。
そ
の
供
養
す
る
と
い
ふ
。」
と
あ
り
、

作
物
に
付
い
た
虫
を
殺
し
た
こ
と
を
供
養
す
る
と
あ
る
。
猪
苗
代
町
伯
父
倉
に
は
、
文
化

一
〇
年
（
一
八
一
三
）
の
「
虫
供
養
」
石
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

辺
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ね
ず
み
送
り　

時
期
は
盆
の
前
後
、
刻
限
は
夕
食
後
、
木
伏
、
和
泉
田
な
ど
で
は
ね

ず
み
送
り
と
い
っ
て
、
村
中
で
ブ
リ
キ
か
ん
な
ど
を
叩
き
な
が
ら
、
ち
ょ
う
ち
ん
を
め

い
め
い
が
も
っ
て
、
川
下
の
村
境
ま
で
ね
り
歩
い
て
送
る
。
隣
村
で
も
同
じ
く
川
下
に

送
る
。

　

そ
の
と
き
の
唱
え
ご
と
は
、「
は
や
る
ね
ず
み
送
れ
よ
、
逃
げ
ね
え
と
尻
さ
ニ
シ
ン

突
っ
こ
む
ぞ
、
あ
と
か
ら
、
く
ま
猫
け
し
か
け
ん
ぞ
」
と
わ
め
き
な
が
ら
、
長
い
ち
ょ

う
ち
ん
の
行
列
が
村
境
ま
で
続
く
。（
大
正
一
〇
年
こ
ろ
廃
絶
）

　

喜
多
方
市
岩
月
町
宮
中
の
八
幡
神
社
に
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
ご
ろ
地
元
絵
師

佐
藤
尺
準
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
農
耕
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
子
供
た
ち

が
旗
を
持
っ
て
八
幡
神
社
前
を
列
を
な
し
て
歩
く
姿
が
見
ら
れ
る
。
虫
送
り
の
光
景
と
み

ら
れ
る
。

現
在
の
大
沼
郡
三
島
町
大
谷
付
近
の
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
『
大
谷
組
風
俗
帳
』

に
は
、
農
耕
儀
礼
と
し
て
麻
へ
虫
が
付
か
ぬ
防
除
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

此
（
大
晦
日
）
夕
飯
を
十
二
丸
め
み
た
ま
の
め
し
名
付
て
、
つ
と
に
い
た
し
置
、
翌

年
麻
蒔
候
節
、
畑
へ
ふ
る
麻
へ
虫
つ
か
ざ
る
と
也

　

虫
供
養　

会
津
地
方
の
農
民
た
ち
は
、
農
作
物
に
「
仇
な
す
」
ま
た
は
「
災
な
す
」
虫

た
ち
を
駆
除
す
る
一
方
、
農
作
業
時
に
鍬
や
鎌
の
刃
に
打
ち
当
り
殺
し
た
虫
た
ち
を
供
養

す
る
「
虫
供
養
」
を
古
く
か
ら
行
っ
て
き
た
。
貞
享
二
年
の
『
中
荒
井
組
風
俗
帳
』
に
は
、

「（
十
月
）
十
日
菜
の
年
越
、
菜
、
大
根
不
食
、
蕎
麦
練
を
食
す
、
此
日
虫
供
養
と
云
、
耕

作
に
付
色
々
虫
殺
た
る
供
養
と
云
」
と
記
載
し
て
い
る
。
現
在
の
河
沼
郡
湯
川
村
笈
川
付

近
の
文
化
四
年
の
『
笈
川
組
風
俗
帳
』
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
る
。「
十
月
十
日
、
虫
供

⒇

�

�

写真 4　現在行われている虫送り
（三島町大石田）

写真 5　虫送りの藁人形
（会津美里町高田）
福島県立博物館蔵

写真 6　文化10年の虫供養塔
（猪苗代町伯父倉）

写真 7　虫供養（三島町早戸）
『奥会津　見えないものと暮らす』より
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か
ら
帰
っ
て
き
て
、
拝
ん
だ
あ
と
に
一
緒
に
食
べ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
た
よ
。

　

作
業
時
の
虫
除
け
蚊
し
ぶ　

ま
た
虫
に
は
、
農
作
物
に
食
害
を
与
え
る
虫
だ
け
で
な

く
、
蚊
や
ブ
ユ
・
虻あ

ぶ

な
ど
農
作
業
を
妨
げ
る
虫
も
い
る
。
農
民
た
ち
は
「
蚊
ぶ
し
」
と
か

カ
コ
と
か
呼
ば
れ
る
明
松
な
ど
を
灯
し
、
虫
除
け
に
し
た
。
ソ
バ
柄
を
束
ね
た
も
の
や
、

桧
皮
を
な
っ
た
桧
縄
や
藁
を
布
で
巻
い
た
も
の
に
、
火
を
付
け
腰
や
頭
に
巻
き
付
け
た
り

す
る
。
特
に
、
山
間
部
で
の
夏
の
農
作
業
に
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
会
津

歌
農
書
』
上
之
末
に
は
、
そ
ん
な
辛
い
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

山
田
耘

い
と
ゝ
だ
に
う（

憂
）き

く
さ
ぎ
り
や
山
郷
は

　
　
　
　
　
　

昼
蚊
の
有
て
身
を
せ
む
る
哉

蚊
遣
り
火
や
昼
も
に（

任
）な

ふ
て
蚊
の
多
き

　
　
　
　
　
　

山
田
の
草
を
取
の
苦
し
さ

う
き
ワ
ざ
を
賤
が
思
い
や
か
や
り
火
に

　
　
　
　
　
　

い
づ
れ
ま
さ
る
と
煙
り
く
ら
べ
む

　

文
化
四
年
の
『
熊
倉
組
風
俗
帳
』
に
よ
る
と
、「
蚊
や
り
を　
　

蚊
し
ふ
と
云
」
と
あ
る
。

現
在
の
喜
多
方
市
熊
倉
付
近
の
「
蚊
し
ぶ
」
の
使
用
風
景
に
つ
い
て
、
詳
し
く
記
載
し
て

い
る
。

　

当
組
に
は
口
婦
と
申
蚊
夥
敷
居
候
て
、
田
畠
へ
働
き
に
出
候
に
は
蚊
し
ぶ
と
申
を
腰

に
結
つ
け
申
候
、
蚊
し
ぶ
と
申
は
藁
の
中
へ
漆
木
の
み
の
干
つ
た
を
入
、
た
ひ
松
の
様

に
結
ひ
火
を
付
候
得
は
、
火
気　

不
レ

出
煙
り
計
多
く
立
候
に
付
、
蚊
よ
り
つ
き
か
た

く
に
候

　

会
津
若
松
市
東
山
町
湯
ノ
入
地
区
で
は
、
カ
コ
と
呼
び
、
ソ
バ
柄
を
束
ね
、
腰
に
付
け

て
山
間
の
畑
仕
事
に
、
近
年
ま
で
使
用
し
て
き
た
。

　

カ
コ
に
類
し
た
呼
称
に
、
加
賀
地
方
の
『
耕
稼
春
秋
』
の
「
か
ん
こ
」
が
あ
る
。

　

山
方
な
ど
は
夏
土
用
専
ら
ぶ
と
虫（

ろ
）喰

ゝ
と
云
虫
出
て
さ
す
事
常
の
虫
に
倍
す
、
農
人

腰
に
か
ん
こ
と
云
火
虫（

縄
）喰

を
人
々
付
居
て
煙
を
い
と
ふ
、

　

ハ
エ
と
作
柄　

ま
た
与
次
右
衛
門
は
、
ハ
エ
が
出
る
時
期
や
そ
の
量
に
も
注
意
し
、
記

載
し
て
い
る
。
ハ
エ
の
多
い
年
は
稲
作
が
不
作
で
、
少
な
い
年
は
上
作
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
は
、「
田
作
不
作
、
山
田
ハ
大
不
作
。
畑
作
下
、
山
田
ハ

大
不
作
。」
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
は
、「
一
、蠅
遅
く
出
ル
。
六
月
土
用
五
七
日
前
ゟ
多
し
。」

と
あ
る
。
こ
の
年
は
秋
雨
が
多
く
、
特
に
晩
稲
の
「
稲
泉
ハ
大
不
作
。」
と
あ
る
。
稲
泉

は
当
時
流
行
し
た
ブ
ラ
ン
ド
米
で
、
農
民
た
ち
に
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
与
次
右
衛
門
は
稲
泉

の
種
子
籾
を
与
え
て
し
ま
い
、
作
付
け
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
た
な
く
早
稲
や
中
稲
を
作

る
が
、
こ
の
年
は
大
霜
に
あ
い
、
稲
泉
は
全
滅
し
て
し
ま
う
。
秋
に
は
、「
山
畠
に
野
鼠
多

�

く
出
て
作
の
実
を
く
ふ
。
又
熊
野
干
大
分
に
あ
れ
て
作
毛
の
実
を
食
ふ
也
。
方
々
に
て
鼠

お
く
り
を
す
る
。」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
一
方
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
は
ハ
エ

が
少
な
く
、「
田
方
上
作
、
山
田
不
作
、
畑
方
上
作
、
山
畑
中
作
」
と
、
作
柄
は
良
か
っ
た
。

こ
の
年
は
、「
五
月
、
田
植
に
蠅
出
ず
。
ま
れ
に
一
ツ
二
ツ
有
。
都
て
五
月
中
は
蠅
少
し
。」

と
あ
る
。
む
し
ろ
、
ハ
エ
の
多
い
年
（
元
禄
六
、
八
、
十
一
、
十
五
、
宝
永
元
、
四
年
）

は
、
作
柄
が
悪
か
っ
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
ハ
エ
と
作
柄
の
因
果
関
係
を
、
与
次
右

衛
門
は
記
載
し
て
い
な
い
。

三　

災
を
な
す
獣
の
防
除
法

　

獣
の
防
除
法　

農
作
物
に
災
を
な
す
の
は
、
虫
や
鳥
た
ち
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
猿
や

鹿
、
狼
な
ど
の
獣
類
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
獣
た
ち
の
畑
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
農
民
た

ち
は
様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
た
。『
会
津
歌
農
書
』
中
之
末
に
は
、「
火
串
」
や
「
鹿

垣
」
を
設
け
て
い
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

　
　
　
　

火
串

　

山
畑
へ
ほ（

火
串
）

く
し
た
て
を
け
よ（

夜
）な

ご
と
に

　
　
　
　
　
　
　

作
り
を
あ
ら
す
鹿（

猪
）の

用
心

　

日
く
れ
て
ハ
火
ハ
や
か（

籠
）こ

を
竿
に
さ
げ

　
　
　
　
　
　
　

畑
へ
た
て
を
く
ほ
く
し
と
い
ふ　

絵

　
　
　
　

鹿（
猪
）垣

　

遠
山
の
畑
の
か
こ
ひ
に
鹿
垣
を

　
　
　
　
　
　
　

結
ひ
廻
し
を
け
ふ
せ
ぐ
為
な
り

　

日
暮
な
バ
か
ら
づ（

空
筒
）ゝ

は
な
せ
鉄
砲
の

　
　
　
　
　
　
　

音
に
お
そ
れ
て
鹿
の
よ
ら
ぬ
ぞ　

絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
間
へ
絵
か
ミ
三
丁
入　

四
番

　

現
在
の
南
会
津
町
田
島
付
近
の
貞
享
二
年
『
郷
村
地
方
内
定
風
俗
帳　

会
津
郡
長
江

庄
』
に
は
、
山
か
ら
下
り
て
き
た
鹿
や
猿
を
追
い
払
う
た
め
、「
篝
」
を
焚
き
大
声
で
追
い

払
う
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

一
（
八
月
）
此
月
ノ
初
方
ヨ
リ
諸
作
ニ
鹿
、
猿
下
リ
来
リ
作
物
ヲ
ア
ラ
ス
、
依
之
山

ニ
上
リ
篝
火
焼（

焚
）テ

終
夜
声
打
立
テ
是
ヲ
逐
フ

　
『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
の
「
作
食
虫
禽
獣
」
の
一
首
に
、「
犬
」
や
「
狐
」
が
瓜
を
食

い
荒
ら
す
様
子
が
あ
る
。

　

山
に
す
む
其
も
ろ
〳
〵
の
け
だ
も
の
や

　
　
　
　
　
　
　

よ（
夜
）る

こ
そ
出
て
作
の
実
を
く
ふ

�
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佐々木長生

　

狼
と
農
業　

南
会
津
郡
下
郷
町
白
岩
オ
ソ
フ
キ
峠
に
は
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
の

「
山
犬
供
養
塔
」
碑
が
あ
る
。
ま
た
、山
犬
す
な
わ
ち
狼
に
食
い
殺
さ
れ
た
と
い
う
世
間
話

も
あ
る
。

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
幕
府
の
巡
検
使
に
随
行
し
、
東
北
地
方
か
ら
北
海
道
ま
で
巡

歴
し
た
古
川
古
松
軒
の
『
東
遊
雑
記
』
に
も
、
南
相
馬
市
原
町
区
の
牛
越
原
付
近
に
は
、

放
牧
さ
れ
た
馬
を
ね
ら
っ
て
狼
が
多
く
出
現
し
て
い
る
様
子
を
記
載
し
て
い
る
。「
古
屋
の

む
る
」
と
い
う
昔
話
も
、
馬
と
狼
と
の
関
連
を
物
語
る
昔
話
で
あ
る
。

　

も
ぐ
ら
除
け　

モ
グ
ラ
（「
う
く
ろ
も
ち
」）
も
、「
万
の
作
の
根
を
か
ら
す
」
と
詠
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
畑
作
物
に
災
い
を
な
す
一
方
、
野
鼠
と
共
に
水
田
の
畦
に
穴
を
あ
け

た
り
、
数
々
の
災
を
農
民
た
ち
に
与
え
た
。

『
耕
稼
春
秋
』
に
は
、
モ
グ
ラ
や
野
鼠
除
け
の
農
具
と
し
て
、
加
賀
地
方
の
「
鼠
指
」

と
「
土
豹
止
」
の
絵
図
と
解
説
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

鼠
指

　

長
一
尺
二
三
寸
、
角
に
打
也
。
柄
ハ
樫
に
て
長
六
尺
に
仕
込
。
是
ハ
鼠
う
く
ろ
も
ち

の
畔
を
破
る
故
に
上
よ
り
指
也
。

　
　

鉄
、
柄
ハ
ナ
ラ
カ
シ
ノ
木
。

　
　

土
豹
止

　

う
く
ろ
も
ち
の
畔
を
損
す
る
に
依
て
竹
或
ハ
す
ゝ
き
に
て
簾
を
編
て
畔
に
埋
ぬ
る
な

り
。

　

会
津
地
方
で
は
、
小
正
月
の
晩
や
朝
に
、
モ
グ
ラ
を
追
い
払
う
と
い
う
予
祝
行
事
が
あ

る
。
藁
を
た
た
く
横
槌
に
縄
を
付
け
、
子
ど
も
達
が
こ
れ
を
引
き
歩
く
。「
長
虫
除
け
」

と
か
「
モ
グ
ラ
除
け
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
モ
グ
ラ
や
長
虫
す
な
わ
ち
蛇
が
、
屋
敷
内

�

�

�

�

に
来
ぬ
よ
う
に
、
ま
た
屋
敷
や
田
畑
か
ら
追
い
払

う
呪
い
と
し
て
、
小
正
月
に
行
う
。
こ
の
時
、
団

子
刺
し
に
用
い
る
団
子
を
ゆ
で
た
湯
を
ま
く
。

下
郷
町
付
近
の
文
化
四
年
の
『
下
郷
四
箇
組
風

俗
帳
』
に
も
、「（
正
月
十
五
日
）
団
子
の
湯
を
、

長
虫
く
る
な
と
い
っ
て
、
ひ
さ
く
ニ
て
湯
を
こ
ぼ

し
家
の
あ
た
り
を
ま
わ
り
申
候
、」と
あ
る
。
南
会

津
町
和
泉
田
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
つ
ち
ん
ぼ
こ

に
縄
を
付
け
て
、「
も
ぐ
ら
も
ち
は
ど
ー
け
ど
け
、

と
な
り
の
鼻
さ
む
ー
ぐ
む
ぐ
」
と
唱
え
な
が
ら
ひ

き
ま
わ
し
て
歩
い
た
と
い
う
。
古
川
利
意
氏
は
、

「
長
虫
除
け
」
や
「
も
ぐ
ら
除
け
」
を
、
自
ら
の

�

　

さ
と
郷
の
犬
や
狐
ハ
夜
る
ご
と
に

　
　
　
　
　
　
　

う（
熟
）ミ

た
る
瓜
を
さ
が
し
く
ふ
な
り

　

畑
の
底
く
ゞ
り
て
あ
ゆ
む
う
ぐ
ろ
も
ち

　
　
　
　
　
　
　

万
の
作
の
根
を
か
ら
す
な
り

　

野
鼠
も
あ（

仇
）た

を
な
す
ぞ
や
畔
の
中

　
　
　
　
　
　
　

通
し
て
田
や
水
も（

洩
）ら

し
ぬ
る
哉

　

災
な
す
獣
た
ち　

こ
れ
ら
の
獣
た
ち
は
、
作
物
へ
ど
の
よ
う
な
災
を
な
す
か
を
記
載
し

て
い
る
。

狐キ
ツ
ネ

　

大
豆
、
瓜
を
食
。

野ノ

鼠ネ
ツ
ミ

　

稲
、
粟
、
稗
、
大
豆
、
小
豆
、
そ
ば
ヲ
食
。

猿サ
ル　

大
豆
、
小
豆
、
そ
ば
、
粟
、
稗
、
稲
を
食
。

熊　

稲
、
粟
、
稗
、
大
豆
、
そ
ば
を
食
。

犬イ
ヌ　

瓜
を
食
。

狼オ
ホ
カ
ミ

　

瓜
を
食
。

狸タ
ヌ
キ

　

そ
ば
を
食
。

猯マ
ミ　

そ
ば
を
食
。

こ
の
記
述
で
注
目
す
べ
き
は
、「
狼

オ
ホ
カ
ミ」

の
存
在
で
あ
る
。
当
時
は
、
か
な
り
多
く
生
息

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
の
「
山
郷
牧ま

ぎ

(
)
馬　

附
野

飼
」
に
は
、
仔
馬
を
ね
ら
っ
て
狼
が
出
没
し
、「
仇
な
す
」
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。

山
郷
の
牧
の
夏
草
し
げ
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　

野
飼
の
馬
の
こ（

声
）ゑ

ぞ
聞
る

ひ
き
よ
せ
て
つ
か
ハ
ぬ
内
ハ
牧
に
馬

　
　
　
　
　
　

幾
日
も
き
て
野
飼
す
る
な
り

狼
の
あ
れ
て
あ
た
な
す
野
牧
に

　
　
　
　
　
　

馬
を
は
な
す
も
昼
の
内
な
り

写真 8　宝暦 9年の山犬供養塔
（下郷町白岩）

図 5　もぐら除け（会津坂下町）
『古川利意年賀状版画集』より
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体
験
か
ら
、
版
画
に
制
作
し
、
年
賀
状
に
印
刷
し
て
い
る
。

　
『
百
姓
伝
記
』
に
み
る
獣
の
防
除
法　

他
地
域
で
は
、
獣
か
ら
農
作
物
を
ど
の
よ
う
に

防
除
し
て
き
た
か
を
、『
百
姓
伝
記
』
か
ら
み
た
い
。

『
百
姓
伝
記
』
巻
九
「
田
耕
作
集
」
の
「
稲
に
鹿
・
猿
・
諸
鳥
付
、
を
ど
し
・
案
山
子

の
事
」
に
は
、
獣
類
の
防
除
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
会
津
歌
農
書
』

に
も
狼
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、『
百
姓
伝
記
』
に
は
鹿
や
猿
の
防
除
に
狼
の
糞

と
「
さ
う
じ
ゆ
つ
」
す
な
わ
ち
（
お
け
ら
〈
キ
ク
科
の
多
年
生
植
物
〉
の
根
茎
を
乾
燥
さ

せ
た
も
の
）
を
合
せ
、
ぬ
か
に
た
き
ま
ぜ
、
風
上
に
置
く
と
、
猿
や
猪
な
ど
の
獣
が
で
な

い
と
あ
る
。

　

一
、
山
田
ヘ
ハ
、
取
わ
け
鹿
・
猿
・
山
と
り
出
て
、
稲
を
あ
ら
す
も
の
な
り
。
人
形

作
り
、
鳴
子
・
水
ど
う
つ
き
を
こ
し
ら
へ
置
て
よ
し
。
夜
る
ハ
鹿
屋
に
居
て
、
弓
の
つ

る
を
と
、
か
ら
鉄
炮
を
な
ら
し
、
お
と
す
へ
し
。
鹿
屋
の
下
に
ハ
火
を
い
け
よ
。
い
わ

ば
ミ
（
蟒

う
わ
ば
み。

大
き
な
蛇
）・
狼
あ
や
ま
つ
て
人
を
喰
ふ
事
有
。
ま
た
大
が
と
云
虫
さ
し
、

煩
す
。
山
田
に
ハ
は
や
く
か
り
取
稲
を
植
へ
し
。

　

一
、
鹿
・
猿
多
く
出
る
時
ハ
、
さ
う
じ
ゆ
つ
と
狼
の
ふ
ん
を
合
し
、
ぬ
か
に
た
き
ま

せ
、
風
上
に
置
て
ハ
、
雨
ふ
ら
さ
る
内
ハ
猿
・
猪
、
其
外
け
だ
も
の
出
さ
る
な
り
。
是

秘
事
也
。

　

四　

鳥
・
虫
・
獣
に
み
る
農
業
観
―
結
び
に
か
え
て
―

　

以
上
、
佐
瀬
与
次
右
衛
門
の
虫
や
獣
と
農
業
と
の
関
連
に
つ
い
て
、『
会
津
農
書
』・『
会

津
歌
農
書
』・『
会
津
農
書
附
録
』・『
幕
内
農
業
記
』
の
記
載
を
通
し
て
観
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
与
次
右
衛
門
は
会
津
の
自
然
に
即
し
た
農
法
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
季
節
の
移
り

変
り
と
と
も
に
生
育
す
る
植
物
、
虫
や
鳥
・
獣
た
ち
の
動
き
と
鳴
き
声
を
観
察
し
、「
農

時
」
を
見
究
め
、
農
作
業
を
行
う
こ
と
を
農
民
た
ち
に
教
え
る
た
め
、
刻
明
に
自
ら
の
体

験
を
通
し
て
、「
定
法
」
と
呼
ば
れ
る
往
古
か
ら
の
決
っ
た
農
作
業
の
期
日
を
示
し
な
が

ら
、
農
業
を
行
う
こ
と
を
一
連
の
農
書
に
記
載
し
て
き
た
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
与
次
右
衛
門
自
ら
が
目
で
見
た
観
察
と
「
郷
談
」
と
呼
ば
れ
る
旧
慣

習
を
交
え
、
虫
の
場
合
は
そ
の
姿
を
絵
図
に
ま
で
描
き
説
い
て
い
る
。
農
業
に
災
を
な
す

虫
・
鳥
・
獣
た
ち
の
生
態
を
も
、
い
た
わ
り
な
が
ら
も
よ
く
観
察
し
、
そ
の
防
除
法
を
説

き
、
災
が
拡
大
す
る
以
前
に
、
農
作
物
の
生
育
状
況
を
見
究
め
て
、
早
め
の
被
害
回
避
を

勧
め
て
い
る
。
自
然
の
中
で
の
農
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
人
と
虫
・
鳥
・
獣
た
ち
と
の

共
生
関
係
を
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

与
次
右
衛
門
・
林
右
衛
門
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、「
害
虫
」
と
い
う
概
念
は
な
く
、「
害
」

�

と
い
う
表
現
も
見
ら
れ
な
い
。「
災
な
す
」
と
い
う
表
記
で
あ
り
、
災
な
す
虫
も
「
拾
い
、

捨
る
」、「
払
う
」
と
い
う
原
初
的
な
方
法
で
、「
殺
虫
」
と
い
う
積
極
的
な
行
為
で
は
な

く
、「
追
う
」・「
送
る
」
と
い
う
も
の
で
、「
虫
送
り
」
と
か
「
鼠
送
り
」
な
ど
の
呪
術
的

集
団
行
為
に
よ
り
、
村
外
へ
送
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
農
作
業
中
、
や
む
を
え
ず
虫

を
殺
し
た
り
、
追
い
払
っ
た
虫
た
ち
を
供
養
す
る
「
虫
供
養
」
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
会
津
地
方
で
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
僅
か
な
が
ら
現
在
ま
で
継
承
さ

れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

　

大
沼
郡
三
島
町
桑
原
の
旧
大
谷
道
入
口
に
は
、
正
面
に
「
鼠
供
養
塔
」
と
刻
ま
れ
た
石

塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
右
側
面
に
は
、「
文
久
二
（
一
八
六
二
）」
と
あ
り
、
左
側
面
に

は
「
戌
九
月
建
立
」、
裏
面
に
は
「
施
主　

渡
部
八
左
衛
門
」
と
あ
る
。
高
さ
四
五
セ
ン

チ
・
幅
二
一
セ
ン
チ
・
厚
さ
一
二
・
五
セ
ン
チ
の
剣
先
角
柱
の
石
塔
で
あ
る
。
野
鼠
も
供

養
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

�

写真 9　鼠供養塔（三島町桑原）
『みしまの石祠と供養塔』より

写真 9　鼠供養塔（三島町桑原）
の翻刻

『みしまの石祠と供養塔』より
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い
、
稲
株
を
土
中
に
埋
め
る
こ
と
も
、
虫
除
け
の
対
策
と
な
ろ
う
。『
会
津
農
書
』
上
巻

に
は
、「
田
秋
塢
生
」
す
な
わ
ち
秋
に
田
起
こ
し
を
す
る
効
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
土

塊
を
打
ち
割
り
、
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
は
、
空
気
中
に
あ
る
窒
素
を
土
壌
に
採
取
す
る
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
虫
除
け
の
効
果
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、『
会
津
農
書
』
上
巻
の
「
田
冬
水
」
は
、
養
分
を
含
ん
だ
水
を
田
に
か
け
て
地
力

維
持
の
効
果
も
あ
る
が
、
湛
水
す
る
こ
と
に
よ
り
虫
の
卵
を
消
滅
さ
せ
る
効
果
も
存
在
し

た
の
で
は
な
い
か
。

　
『
会
津
農
書
』
中
巻
の
「
莨タ

ハ
コ菪

作
様
」
に
は
、
タ
バ
コ
栽
培
に
つ
い
て
「
麦
跡
ハ
根
切

虫
ナ
シ
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
作
付
け
す
る
順
序
に
よ
り
、
虫
除
け
効
果
が
あ
る
こ
と
を
、

与
次
右
衛
門
は
記
載
し
て
い
る
。『
会
津
農
書
』
中
巻
は
、
作
物
ど
う
し
の
性
質
を
鑑
み
、

前
後
作
を
入
念
に
徹
底
し
た
農
法
を
記
載
し
て
い
る
。
大
麦
跡
の
タ
バ
コ
な
ど
は
、
そ
の

一
例
で
あ
る
。

　

近
年
、
田
植
え
し
た
ば
か
り
の
水
田
に
、
鴨
の
幼
鳥
を
放
ち
耕
作
す
る
光
景
を
テ
レ
ビ

等
で
観
る
こ
と
が
あ
る
。
鴨
が
育
っ
た
頃
は
、
苗
も
順
調
に
育
っ
て
い
る
。
水
田
の
雑
草

や
虫
を
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
水
田
の
土
壌
を
足
で
掻
き
ま
わ
し
、
中
耕
除
草
の
効
果
も

あ
る
の
か
。

　

春
先
に
は
、
田
の
畔
の
枯
草
を
焼
く
、
野
焼
の
光
景
を
よ
く
見
か
け
る
。
こ
れ
も
枯
草

の
中
に
あ
る
虫
の
卵
を
焼
く
こ
と
や
、
病
害
菌
な
ど
を
消
滅
さ
せ
る
効
果
も
あ
る
と
み
ら

れ
る
。
東
北
地
方
な
ど
の
寒
冷
地
で
は
、
暖
国
で
あ
る
西
日
本
地
方
に
比
べ
て
、
害
虫
の

卵
が
越
冬
す
る
量
も
少
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。
稲
虫
の
代
名
詞
と
も
言
う
べ
き
、
ウ
ン

カ
も
南
風
に
乗
っ
て
北
上
す
る
。
そ
の
被
害
も
西
日
本
が
多
く
、
刈
り
取
っ
た
跡
の
稲
株

に
つ
ま
ず
き
倒
れ
た
と
こ
ろ
を
打
た
れ
た
斎
藤
実
盛
の
怨
霊
が
、
稲
に
襲
い
か
か
っ
た
の

が
ウ
ン
カ
で
あ
る
と
い
う
伝
承
に
因
み
、
西
日
本
地
方
で
は
サ
ネ
モ
リ
人
形
と
呼
ば
れ
る

藁
人
形
を
作
っ
て
虫
送
り
を
行
っ
て
き
た
。
東
北
地
方
で
も
虫
送
り
は
行
っ
て
き
た
が
、

サ
ネ
モ
リ
人
形
の
行
事
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。
藁
人
形
を
作
っ
て
送
る
風
習
は
、
各
地
で

行
わ
れ
て
き
た
。

　

ウ
ン
カ
な
ど
大
量
の
虫
に
よ
る
被
害
は
、
し
ば
し
ば
飢
饉
に
ま
で
及
び
、
多
く
の
人
々

を
苦
し
め
て
き
た
。
西
日
本
の
鯨
油
に
よ
る
注
油
法
に
よ
る
防
除
は
、
大
蔵
永
常
の
『
除

蝗
録　

全
』
お
よ
び
『
後
編
』
に
よ
っ
て
各
地
へ
普
及
し
て
い
っ
た
。「
防
除
」
か
ら
「
殺

虫
」
へ
と
転
換
す
る
画
期
的
な
害
虫
法
で
あ
っ
た
。

　
『
会
津
農
書
』
の
時
代
は
、
ま
だ
「
防
除
」
の
段
階
で
あ
り
、
そ
の
対
策
方
法
も
儀
礼

的
な
「
虫
送
り
」
で
あ
っ
た
り
、「
拾
い
、
捨
る
、
追
う
、
払
う
」
な
ど
の
原
初
的
な
方
法

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
会
津
地
方
の
人
々
は
、
そ
ん
な
稚
拙
な
防
除
法
を
と
っ
て
も
、
犠
牲

に
な
っ
た
虫
た
ち
の
供
養
を
忘
れ
な
か
っ
た
。「
虫
供
養
」
は
そ
の
象
徴
と
い
え
る
。

写真10　草木供養塔
（喜多方市熱塩加納町相田）
『熱塩加納村史』第3巻より

　

い
わ
き
市
内
郷
高
野
に
は
、「
鳥
類
猪
鹿
一
九
供
養
塔
」
と
刻
ま
れ
た
享
和
二
年
（
一

八
二
〇
）
の
石
塔
が
あ
る
。
ま
た
同
市
鹿
島
町
米
田
の
密
蔵
院
境
内
に
は
、
文
政
一
一
年

（
一
八
二
八
）
銘
の
「
猪
鹿
一
九
夜
供
養
」
の
石
塔
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
き
地
方

に
お
い
て
も
、
鳥
や
猪
・
鹿
を
供
養
す
る
習
俗
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

会
津
地
方
の
農
民
た
ち
は
、
農
耕
に
あ
た
り
そ
の
犠
牲
と
な
っ
た
虫
・
鳥
・
獣
た
ち
を

供
養
す
る
心
を
忘
れ
ず
、
そ
の
供
養
の
儀
礼
や
供
養
塔
ま
で
建
立
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は

農
業
を
行
う
自
然
に
生
き
る
動
植
物
に
対
し
て
も
、
自
分
た
ち
人
間
と
同
じ
環
境
に
生

き
、
同
質
に
見
る
観
念
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
山
形
県
置
賜
地
方
、
特
に
米
沢
市
付
近

に
は
「
草
木
供
養
塔
」
等
と
刻
ま
れ
た
石
塔
が
多
く
存
在
す
る
。
最
古
の
も
の
は
安
永
九

年
（
一
七
八
〇
）
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
影
響
は
会
津
地
方
に
も
見
ら
れ
る
。
喜
多
方
市

熱
塩
加
納
町
に
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月
に
建
立
さ
れ
た
草
木
塔
が
あ
る
。
こ

れ
は
赤
崎
村
の
木
樵
甚
三
郎
が
伐
採
し
た
樹
木
の
霊
を
慰
め
よ
う
と
建
立
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

�

�

　

与
次
右
衛
門
は
、
災
を
な
す
虫
の
生
態
を
よ
く
知
り
、
虫
た
ち
の
好
む
生
息
環
境
を
作

ら
ぬ
よ
う
に
、
農
作
業
に
努
め
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。「
ほ
う
ぢ
ゃ
う
虫
」
や
「
な
か

ご
ざ
し
虫
」
な
ど
は
、
柔
か
い
稲
の
茎
を
好
み
食
べ
る
の
で
、
虫
た
ち
が
発
生
す
る
前
に
、

丈
夫
な
茎
の
堅
い
稲
を
作
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
十
分
苗
代
で
苗
を
育
て
、
往
古
か
ら

決
め
ら
れ
て
い
る
田
植
え
日
を
守
っ
て
田
植
え
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
種
子
籾

も
「
雪
汁
」
と
呼
ば
れ
る
雪
ど
け
水
に
一
ヶ
月
間
浸
す
こ
と
に
よ
り
、
消
毒
効
果
を
持
た

せ
る
、
農
民
の
長
い
経
験
か
ら
生
れ
た
農
法
で
あ
る
。『
会
津
農
書
』
上
巻
に
は
、
種
子
籾

浸
し
に
つ
い
て
詳
細
に
、
特
に
種
子
籾
下
し
か
ら
、
浸
す
時
期
、
そ
し
て
蒔
く
時
期
、
田

植
え
時
期
を
刻
明
に
記
載
し
て
い
る
の
も
、
祖
先
た
ち
が
築
い
て
き
た
農
法
を
示
し
て
い

る
。「
定
法
」
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
農
法
に
、
虫
除
け
の
対
策
が
存
在
し
て
い
た
と
い

え
よ
う
。

　

虫
た
ち
は
刈
り
取
っ
た
稲
株
に
産
卵
し
、
越
冬
す
る
の
が
多
い
。
秋
に
田
う
な
い
を
行
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『会津農書』にみる鳥・虫・獣と農業

　
『
会
津
農
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
佐
瀬
与
次
右
衛
門
著
述
の
一
連
の
農
書
に
は
、
自
然

の
中
で
農
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
虫
・
鳥
・
獣
た
ち
と
人
間
（
農
民
）
と
の
共
生
関
係
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
薬
に
よ
る
病
虫
害
対
策
、
化
学
肥
料
の
施
法
、
大
型
農
機
具
に

よ
る
耕
作
等
々
、『
会
津
農
書
』
の
時
代
と
は
農
業
手
段
が
一
変
し
て
き
た
。
こ
の
激
変
は
、

わ
が
国
の
長
い
農
業
の
歴
史
か
ら
見
る
と
、
一
〇
〇
年
に
も
満
た
な
い
短
期
間
で
あ
る
。

　

現
在
、「
生
物
多
様
」
と
か
「
持
続
可
能
な
社
会
」
や
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
続

け
て
い
る
。
現
代
農
業
に
お
い
て
も
、
後
継
者
不
足
や
農
業
離
れ
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
未
来
の
農
業
を
見
る
に
は
、
現
在
の
農
業
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
農
業

を
知
る
に
は
、
過
去
の
農
業
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
農
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
気
候
や

地
形
の
自
然
は
、
基
本
的
な
環
境
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
の
現
在
、
三
三
〇
余
年
前
の

『
会
津
農
書
』
の
時
代
と
、
極
端
な
差
は
な
い
と
い
え
る
。
過
去
の
会
津
の
農
業
を
知
る

上
で
、
最
も
有
効
な
歴
史
遺
産
と
し
て
、『
会
津
農
書
』
が
あ
る
と
い
え
る
。

未
来
の
会
津
の
農
業
を
構
築
す
る
上
で
、
佐
瀬
与
次
右
衛
門
が
全
国
に
先
駆
け
て
、
寒

冷
地
の
会
津
で
『
会
津
農
書
』
を
執
筆
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
会
津
の
自
然

に
即
し
た
「
在
地
農
法
」
を
、
現
代
の
私
た
ち
に
示
し
て
く
れ
た
。
今
、
私
た
ち
は
『
会

津
農
書
』
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
佐
瀬
与
次
右
衛
門
の
農
法
に
学
び
、
未
来
の
会
津
の

農
業
を
考
え
る
こ
と
も
、
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
そ
ん
な
与
次
右
衛
門
の
農
業
観
が
、
自

然
の
観
察
で
あ
り
、
自
然
の
変
化
に
相
応
し
た
農
法
で
あ
る
。
自
然
の
移
ろ
い
を
示
す
の

が
、
植
物
の
生
育
で
あ
っ
た
り
、
山
の
残
雪
の
姿
で
あ
っ
た
り
、
そ
し
て
虫
や
鳥
・
獣
た

ち
の
動
き
で
あ
る
。
た
か
が
虫
・
さ
れ
ど
虫
で
あ
る
。
与
次
右
衛
門
は
、
そ
ん
な
虫
た

ち
、
ハ
エ
の
動
き
に
ま
で
目
を
配
り
、
自
然
を
観
察
す
る
目
、
そ
れ
を
農
業
に
生
か
す
指

標
と
し
て
、
植
物
や
虫
・
鳥
・
獣
に
つ
い
て
も
詳
細
に
『
会
津
歌
農
書
』
を
は
じ
め
と
す

る
一
連
の
農
書
に
著
述
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、『
会
津
農
書
』
を
中
心
に
当
時
の
虫
や
獣
に
関
す
る
資
料
を
羅
列
す
る
形

で
、
論
述
し
て
き
た
。
虫
の
名
称
に
つ
い
て
も
、
注
記
に
示
さ
れ
た
名
称
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
で
あ
る
。
日
本
農
書
全
集
第
一
九
巻
に
『
会
津
農
書
附
録
』
を
収
録
す
る
に
あ
た

り
、
筆
者
は
巻
二
・
四
・
八
を
担
当
し
た
。
浅
学
の
身
の
筆
者
に
と
り
、
そ
の
任
は
大
役

で
あ
っ
た
。
特
に
巻
二
に
記
載
さ
れ
た
稲
の
虫
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
小
西
正
泰
氏
の
御

手
を
煩
わ
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
発
刊
後
四
〇
年
近
い
現
在
、
小
西
氏
の
御
教
導

に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
り
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
本
稿
を
執
筆

す
る
に
あ
た
り
、
小
西
氏
の
玉
稿
「
病
害
虫
の
防
除
」
を
教
本
に
し
て
、『
会
津
農
書
』

に
お
け
る
病
害
虫
に
つ
い
て
執
筆
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
昭
和
五
八
年
十

月
、「
農
書
を
読
む
会
」
の
会
津
若
松
大
会
で
小
西
氏
と
お
会
い
し
、
御
指
導
を
賜
っ
た

事
に
も
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

今
後
、
他
地
方
の
農
書
に
記
載
さ
れ
た
害
虫
防
除
の
虫
の
名
称
等
、『
会
津
歌
農
書
』

や
『
会
津
農
書
附
録
』
と
の
名
称
と
比
較
・
照
合
し
、
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
池
田
哲
夫
・
遠
藤
由
美
子
・
新
国
勇
・
橋
本
勝
雄
・
秡

川
信
弘
・
古
川
利
意
（
故
人
）・
古
川
裕
司
・
安
ヶ
川
恵
子
諸
氏
よ
り
、
数
々
の
資
料
お

よ
び
御
教
導
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
謝
意
を
表
し
た
い
。

註⑴　

徳
永
光
俊　
『
歴
史
と
農
書
に
学
ぶ　

日
本
農
法
の
心
土　

ま
わ
し
・
な
ら
し
・
合

わ
せ
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

平
成
三
一
年

⑵　

日
本
農
書
全
集
第
一
九
巻　
『
会
津
農
書
・
会
津
農
書
附
録
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

昭
和
五
七
年

⑶　

日
本
農
書
全
集
第
二
〇
巻　
『
会
津
歌
農
書
・
幕
内
農
業
記
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

昭
和
五
七
年

⑷　

註
⑵
所
収

⑸　

註
⑶
所
収

⑹　

日
本
農
書
全
集
第
一
五
巻　
『
除
蝗
録
・
農
具
便
利
論
・
綿
圃
要
務
』　

農
山
漁
村
文

化
協
会　

昭
和
五
二
年

⑺　

日
本
農
書
全
集
第
一
六
巻　
『
百
姓
伝
記
』
巻
一
～
巻
七
、
第
一
七
巻
『
百
姓
伝
記
』

巻
八
～
一
五　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

昭
和
五
四
年

⑻　

庄
司
吉
之
助
編　
『
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳
』
第
二
巻　

貞
享
風
俗
帳　

歴
史
春
秋

社　

昭
和
五
四
年

⑼　

日
本
農
書
全
集
第
一
二
巻　
『
農
業
全
書
』
巻
一
～
巻
五　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

昭
和
五
三
年

⑽　

日
本
農
書
全
集
第
四
巻　
『
耕
稼
春
秋
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

昭
和
五
五
年

⑾　

日
本
農
書
全
集
第
六
巻　
『
私
家
農
業
談
・
農
業
談
拾
遺
雑
録
』　

農
山
漁
村
文
化
協

会　

昭
和
五
四
年

⑿　

小
西
正
泰　
「
病
害
虫
の
防
除
」　
『
稲
作
の
技
術
と
理
論
』　

平
凡
社　

平
成
二
年

⒀　

橋
本
武　
『
猪
苗
代
湖
北
民
俗
誌
』　

猪
苗
代
湖
南
民
俗
研
究
所　

昭
和
四
八
年

⒁　

日
本
農
書
全
集
第
二
一
巻　
『
農
業
自
得
・
農
業
自
得
附
録
・
農
家
肝
用
記
・
農
業

根
元
記
・
吉
茂
遺
訓
』　

農
山
漁
村
文
化
協
会　

昭
和
五
六
年

⒂　

註
⒁
所
収

⒃　

池
田
哲
夫　
「
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
駆
除
用
具
を
め
ぐ
っ
て
―
故
林
明
男
の
報
告
を

手
が
か
り
に
―
」　
『
魚
沼
文
化
』
第
八
〇
号　

魚
沼
文
化
の
会　

令
和
二
年

⒄　

只
見
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編　
『
只
見
町
史
』
第
三
巻
所
収　

民
俗
編　

只
見
町　
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佐々木長生

平
成
五
年

⒅　

村
野
井
幸
雄　
『
こ
ん
な
行
事　

あ
ん
な
遊
び
』　

歴
史
春
秋
社　

昭
和
六
二
年

⒆　

会
津
民
俗
研
究
会
調
査　
『
奥
会
津
南
郷
の
民
俗
』　

南
郷
村
教
育
委
員
会　

昭
和
五

六
年

⒇　

菊
池
健
策　
「
描
か
れ
た
農
作
業
―
福
島
県
の
農
耕
図
―
」　
『
近
世
の
農
業
技
術
と

民
俗
』　

福
島
県
立
博
物
館　

平
成
五
年

�　

庄
司
吉
之
助
編　
『
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳
』
第
三
巻　

文
化
風
俗
帳
所
収　

歴
史

春
秋
社　

昭
和
五
五
年

�　

湯
川
村
教
育
委
員
会
編　
『
湯
川
村
史
』
第
二
巻　

民
俗
編
所
収　

湯
川
村　

昭
和

六
三
年

�　

樋
口
弘
一　
「
田
島
周
辺
の
昆
虫
に
関
す
る
方
言
と
俚
諺
」　
『
会
津
の
民
俗
』
第
二

二
号　

会
津
民
俗
研
究
会　

平
成
四
年

�　

奥
会
津
書
房
編　
『
奥
会
津　

見
え
な
い
も
の
と
暮
ら
す
』　

奥
会
津
五
町
村
活
性
化

協
議
会　

平
成
三
一
年

�　

註
�
所
収

�　

註
⑻
所
収

�　

佐
藤
義
正　
「
オ
ソ
フ
キ
峠
の
山
伏
供
養
塔
」　
『
福
島
の
民
俗
』
第
四
七
号　

福
島

県
民
俗
学
会　

平
成
三
一
年

�　

野
沢
謙
治　
『
ふ
く
し
ま
の
世
間
話
』　

歴
史
春
秋
社　

平
成
一
五
年

�　

古
川
古
松
軒　
『
東
遊
雑
記
』　

東
洋
文
庫　

校
丁　

平
凡
社　

昭
和
三
九
年

�　

馬
場
タ
ニ　
『
タ
ニ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ざ
っ
と
む
か
し
―
奥
会
津
只
見
の
昔
話
―
』　

馬

場
洋
三
発
行　

平
成
六
年

�　

註
�
所
収

�　

註
⒆
所
収

�　

古
川
利
意　
『
古
川
利
意
年
賀
状　

版
画
集
』　

奥
会
津
書
房　

令
和
元
年

�　

三
島
町
文
化
財
専
門
委
員
会　
『
み
し
ま
の
石
祠
と
供
養
塔
』　

三
島
町
教
育
委
員
会　

昭
和
五
七
年

�　

草
野
日
出
雄　
『
写
真
で
綴
る
い
わ
き
の
講
と
野
仏
』　

は
ま
し
ん
企
画　

昭
和
五
一

年

�　

喜
多
方
市
教
育
委
員
会
編
発
行　
『
喜
多
方
市
文
化
財
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』　

平
成
二
二

年


